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読者アンケート票（第41巻）
　本誌（第41巻）をお読みになり，ご意見ご感想をお寄せください。表紙デザインの感想，臨床に
役立った論文，記事等について□の中に✓印を付けてください。皆様の声を今後の会誌の企画・編集
に反映させたいと思いますので，ご協力をお願いします。ご回答は日本歯科医学会事務局（FAX：
03–3262–9885）へ令和４年10月31日までにご返信ください。
　日本歯科医師会のオンデマンドまたは日本歯科医学会ホームページ（https://www.jads.jp/）では，
本誌をフルカラー版で公開中です。ぜひご覧ください。

１．�第42巻の冊子送付をご希望の場合は下記に✓印をお付けください。なお，発送物は所属先の歯科医師会・分科会
に登録された住所に送付いたします。

　　　　　□第42巻の冊子送付を希望する（令和４年10月31日締切）
	 ※冊子数には限りがありますので，回答はお早めにご返信ください。

２．会誌の表紙デザイン
　　　　　□良い　　□悪い　　□どちらともいえない　　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

３．論文，記事等
　■巻頭言
　　　　　□歯科界のターニングポイント

　■第24回日本歯科医学会学術大会報告
　　　　　□会頭報告／準備委員長報告

　■特別企画
　　　　　□座談会　第24回日本歯科医学会学会術大会からみえてきたこれからの歯科界

　■学術研究
　　【平成31年度（令和元年度）採択プロジェクト研究】
　　　Ａ．人生100年時代を見据えた歯科治療指針に関する研究
　　　　　□フレイルおよび認知症と口腔健康の関係に焦点化した
　　　　　　　人生 100 年時代を見据えた歯科治療指針作成に関する研究
　　　Ｂ．オンラインシステム等を用いた新規診断法の確立
　　　　　□ AI 活用によるオンライン口腔健康管理システムの構築に関する研究

　■その他
　　　　　□学際交流
　　　　　□会務報告／専門・認定分科会会務報告／関連団体報告

４．会誌の構成
　　　　　□今のままでよい　　□わからない　　□変えたほうがよい〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕

５．読みたい学会誌に育てるためにアイディア，テーマなどのご意見をお書きください。

ご協力ありがとうございました。 日本歯科医学会誌編集委員会
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日本歯科医学会から
“日本歯科医師会入会 ”のご案内

　国民の歯科保健の普及向上に寄与することを目的に設立された日本歯科医師会は，歯科医師を
代表する公益社団法人で，政府と協議しながら国民の健康に大きく寄与しています。専門分科会
および認定分科会から構成される日本歯科医学会は，この日本歯科医師会と連携し，歯科医学・
医術ならびに歯科医療の向上に努め活動を行っています。
　ご存知のとおり，日本歯科医学会の年間事業をはじめ，４年に１回開催の日本歯科医学会学術
大会等は，日本歯科医師会の予算で運営されています。
　そのため，日本歯科医学会に所属し活動する専門分科会および認定分科会の会員は，日本歯科
医師会の会員であることが望まれます。会員には，正会員と準会員があります。

正　会　員
◦�専門分科会および認定分科会の会員で，歯科診療所を開設若しくは歯科診療所に勤務されてい
る歯科医師が対象です。
◦�歯科診療所の所在地の郡市区歯科医師会ならびに都道府県歯科医師会に入会の上，日本歯科医
師会に入会することができます。

準　会　員
◦�医育機関に勤務する歯科医師，または公務員である歯科医師が対象です。また，平成 25 年４
月より準会員の対象は，病院や介護老人保健施設等に勤務し開業していない歯科医師，および
研究機関に勤務し診療に従事しない歯科医師まで拡大されています。
◦�準会員は日歯直轄として入会することができるほか，都道府県歯科医師会に所属しながら入会
することもできます。また，正会員と比較した場合，日本歯科医師会役員等の選挙権・被選挙
権はありませんが，正会員と同等に刊行物の頒布を受けられ，また同会主催の学術集会への出
席もできます。さらに，加入年齢制限等はありますが，日歯福祉共済保険や日歯年金保険に加
入することができます。
◦�平成25年度より臨床研修歯科医を対象とした第６種会員ができました。第６種会員の入会機会
は歯科医師法に基づく臨床研修期間中のみが対象となり，翌々年度まで会員籍を継続すること
ができます。

　この正会員，準会員の入会のご案内は，歯科界の将来のために，組織基盤の確立・強化が急務
であるとの日本歯科医師会からの協力要請に応えるものです。

《問い合わせ先》
　公益社団法人日本歯科医師会総務部会計・厚生会員課（厚生会員部門）
　〒102-0073　東京都千代田区九段北 4-1-20
　TEL：03-3262-9323 ／ FAX：03-3262-9885
　https://www.jda.or.jp

※一診療所に所属する正会員のうち，その責任者（管理者を含む）のほかは，会費を減額するこ
とができます。詳しくは日本歯科医師会若しくは診療所所在地の都道府県歯科医師会にお問い合
わせください。
　＊�第３種会員は，公務員である歯科医師，医育機関・病院・介護老人保健施設等に勤務し開業
していない歯科医師，研究機関に勤務し診療に従事しない歯科医師が対象です。

＊＊第６種会員は，歯科医師法に基づく臨床研修歯科医が対象で年会費は不要です。

会員区分 入会金 年会費
正会員※ 10,000 円 38,000 円

準会員
第３種会員 * 10,000 円 12,500 円
第６種会員 ** 5,000 円 ―

https://www.jda.or.jp
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巻 頭 言

歯科界のターニングポイント

日本歯科医学会　会長
住友　雅人

　第41巻には昨年開催しました第24回日本歯科医学会学術大会の報告が多く掲載されます。５年
ぶりのこの大会は，みなさま方にも新しい時代の学術大会の認識をいただいたことでしょう。３日
間のライブ配信と１か月間のオンデマンド配信ではもちろんのこと，この会誌においても新たな発
見があるでしょう。公募で選考した多くのプログラムは実に充実した内容でした。学術大会の準備
委員会はあくまでも参加者をおもてなしする立場ですが，はじめてづくしの作業をよく頑張って遂
行していただいたと感謝しています。その気持ちはもちろん参加してくださった方々に十分に届い
ていることでしょう。主催した日本歯科医学会会長として，準備委員会をはじめ参加者，協力者，
支援者のすべての方々に厚くお礼を申し上げます。
　現在，今大会を検証するために参加者を対象にアンケート調査を行っています。この調査結果は
2025年開催の第25回の日本歯科医学会学術大会に役立てることに主眼をおいていますが，各分科
会や歯科医師会の学術の催し物でご活用いただけます。改めて情報提供をさせていただきます。
　さて，今大会を記念して制作しました記念誌についてお伝えします。従来，大会記念誌は会場受
付においてコングレスバッグに入れて参加者に配付していましたが，全面オンライン開催になりま
したので，ホームページの大会サイトで公開しました。制作にあたっては大会の準備委員会に「大
会記念誌担当チーム」を設置しました。チームの構成員は日本歯科医史学会の渋谷 鑛理事長を中
心にした４名の方々です。中身は２部構成になっています。第１部は「日本歯科医学会のあゆみ」
として，明治の時代に遡っての「歯科医学会」から今日の日本歯科医学会学術大会までの歴史を，
収集した多くの情報から，実に詳細に紹介しています。日本歯科医学会のあゆみに関しても最高の
資料となりました。これまで学会のHPの沿革では，日本歯科医学会の設立を1949年（昭和 24年）
としていましたが，これは戦後新しく発足した社団法人日本歯科医師会の学術会議組織として定款
に明文化された年で，この時に，第１回日本歯科医学会総会が開催されたことから設立年とされ
てきたとのことです。これからは，本誌で提言された，大日本歯科医会（日本歯科医師会の前身）
から日本歯科医学会として独立した1903 年（明治36年）を「日本歯科医学会」発祥の年とさせてい
ただきます。ちなみに日本歯科医師会の設立も沿革において，1903 年（明治36年）となっています。
第２部の「学術大会のニューノーマル」では，これからの日本歯科医学会学術大会をはじめ，分科
会や歯科医師会の学術大会の方向性について，座談会を開催して示しています。この大会記念誌を
学会のホームページのバナーからぜひご覧ください。
　私たちは，コロナ禍の影響による学術大会の開催様式の対応にとどまらず，大会テーマの「逆転
の発想　歯科界 2040 年への挑戦」の通り，2021年を歯科界のターニングポイントと捉え，世に発
出した歯科イノベーションを2022年は具現化への準備の年と位置付け，2040年の健康寿命の延伸
に向けて邁進してまいりましょう。



4◦第24回日本歯科医学会学術大会報告

　第 24 回日本歯科医学会学術大会は 2021年10 月 31日17時をもって終了しました。ここに
至るまでには，実に多くの方々の，ご努力がありました。加えて，多くの方々から，ご協力
とご支援をいただきました。学術大会は，参加者，講演者，発表者，運営者などがあって，
初めて成り立ちます。おかげさまで，たくさんの演題もいただきました。
　実は学術大会の終わりは次の学術大会の始まりでもあります。ここで発信したものは社会
に対する約束事ですので具現化をしていかなければなりません。その成果は次の学術大会で
披露するものもあるでしょうし，継続的な事柄として次々期の学術大会につなげていくもの
もあります。とにかく持続可能な開発目標を示しましたので，人がかわっても歯科界の目標
として続いていきます。そこで大切なことは，新しい様式で開催された今大会の検証作業で
す。日本歯科医師会，地区歯科医師会，そして学会加盟と登録の分科会から情報をいただき，
整理し，分析します。検証作業からの多くの情報は，今後の学術大会のあり方を構築する上で，
もっと言えば歯科界の方向性を見定める上でとても重要です。
　今大会の三役企画のプログラムについてアクセス数から簡単に振り返ってみます。開会講
演の小泉進次郎先生と松村真宏先生の講演はライブ配信もオンデマンド配信においても，高
いアクセス回数が記録されていました。学術講演の中では渡部 茂先生の企画講演は高い回数
を示していました。公開講演の池上 彰氏の回数は一般の方々も視聴可能であったことから，
全プログラムの中，最高回数となりました。従来とは異質の企画の公開フォーラムにも多く
の視聴がありました。このプログラムは，歯科大学・歯学部を選択する若者を増やすという
趣意での企画です。歯科医師免許を獲得するということは当たり前として，自分の持ってい
る能力をもう一つのプロフェッショナルに育てていく場として活用していただきたいと，そ
のモデルとなる方々を紹介しました。目的は，多様性のある歯科界を構築することでの活性
化です。
　今大会中で特記すべきことは，多くの場面で大会テーマの「逆転の発想」や「イノベーショ
ン」，そして「SDGs」のキーワードが取り上げられ，しっかりと大会の柱となったことです。
　ここで示された課題や仕掛けは，これからが本番です。発信したものを社会実装し，歯科
医学・医療を通して健康寿命延伸への貢献を社会に示すという，歯科界活性化への挑戦の始
まりです。歯科イノベーションロードマップには，マイルストーンとともに少なくとも 2040
年までの目標が明示されています。終わりは始まりであり始まりは具現化して終わりを迎え
なければなりません。これも逆転の発想なのでしょう。
　今大会にご協力いただきました多くの方々に改めて心からお礼申し上げます。

ニューノーマル
第24回 日本歯科医学会学術大会に携わって

会頭　住友　雅人
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　第 24 回日本歯科医学会学術大会は，令和３（2021）年９月 23 日（木：祝日）から 25 日（土）
までの３日間，主会場の催事，プログラムを除いてオンラインで開催された。このたびの大
会については，住友学会長から学会のあり方検討協議会と第 24 回学会総会のあり方検討協議
会に対して諮問が発出され，平成 29（2017）年 12 月までに，両協議会から以下を骨子とし
た答申が提出されていた。

　１．	�第 24 回日本歯科医学会学術大会を 2021 年９月 23 日から 25 日までの会期で，パシフィ
コ横浜（横浜市）を会場として開催する。

　２．	�日本歯科医学会会長が学術大会の会頭を務める。
　３．	�日本歯科医師会および日本歯科医学会分科会プログラムの充実を図る。

　この答申をふまえ，大会は主幹校なしでの企画運営となり，住友会長を会頭として準備が
進められてきた。大会は会場開催される予定であったが，感染症の拡大のみならず，緊急事
態宣言延長期間が大会会期に含まれるという事態となり，オンライン開催へと変更された。
その結果，多くの会員が集い，活発な討論が交わされる大会とはならなかったが，オンデマ
ンドの採用により，会場以外で重複プログラムを後日視聴できるという，参加者にとって
は新たな形式の大会となった。今大会のオンデマンドシステムは，オンラインによるライブ
配信終了の翌日から録画を聴取できる方式であり，参加登録者数は９月 25 日閉会の時点で
17,000 余名，オンデマンド配信最終日の 10 月 31 日には 20,298 名に達した。
　今大会は，逆転の発想，歯科界 2040 年への挑戦，というテーマが設定されたが，開催が会
場からオンラインへと変換されたこと自体が逆転の発想となった。また，会期が木，金，土
の３日間となった点は大きな変更点であった。さらに，過去には例のないプログラム担当チー
ムも編成され，学会本体が歯科医師会と共同で企画運営を担当した。
　今大会のもう一つの逆転の発想は，地区歯科医師会および学会分科会の学術大会との共催
を実現したことである。こうしたさまざまな逆転の発想に基づく大会であったが，登録者＝
そのまま参加者とみなせる今大会は，実際の参加者数が多い大会であったと総括できる。逆
転また逆転という展開は，今年の両リーグペナントレースにも通じるものがあるが，何事も
シメが肝要と文字通り肝に銘じた大会であった。このたびの学術大会に関係されたすべての
団体各位に心よりお礼を申し上げる次第である。

第24回 日本歯科医学会学術大会 報告

準備委員長　松村　英雄



6◦第24回日本歯科医学会学術大会報告

第24回日本歯科医学会学術大会

逆転の発想　歯科界2040年への挑戦
A Brand New Take : Dentistry’s Challenge in the Lead-up to 2040

LIVE 配信期間：2021年 9月 23 日（木），24 日（金），25日（土）
オンデマンド配信期間：2021年 9月26日（日）～ 10月31日（日）17 時

開 会 式

開式の辞
柳川 忠廣 副会頭

式　辞
住友 雅人 会頭

挨　拶
堀　憲郎 日本歯科医師会会長

◦祝 辞

萩生田 光一
文部科学大臣

田村 憲久
厚生労働大臣

黒岩 祐治
神奈川県知事

山中 竹春
横浜市長

松井 克之
神奈川県歯科医師会 会長

山中 一剛
日本デンタルショー 2021 準備委員長

◦会頭講演

住友 雅人
日本歯科医学会 会長
一般社団法人日本歯科医学会連合 理事長 

◦企画講演

講師：渡部　茂
明海大学保健医療学部 教授〈口腔保健学科〉 

座長：松村 英雄
日本大学歯学部 教授〈歯科補綴学第Ⅲ講座〉 

◦開会講演２◦開会講演１

講師：小泉 進次郎
環境大臣（気候変動担当）
内閣府特命担当大臣（原子力防災）
衆議院議員 

座長：小林 隆太郎
 日本歯科大学東京短期大学 学長

講師：松村 真宏
大阪大学大学院経済学研究科 教授

〈経営学系専攻〉 

座長：天野 敦雄
 大阪大学大学院歯学研究科 教授

〈予防歯科学教室〉 

日時：令和 3年 9月 23 日（木）午後 2時
会場：パシフィコ横浜
	 会議センター 301，302
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e ポスターセッション日歯企画シンポジウム２

講　演 シンポジウム 日歯企画シンポジウム 1

閉 

会 

式
感謝状贈呈松村 英雄 準備委員長 川口 陽子 学術部会長 閉式の辞

小林隆太郎 事務局長

第１部：GReeeeNからのメッセージ 第２部：個別出演 第３部：パネルディスカッション

◦公開フォーラム
　ダブルキャリアのすゝめ ～より楽しい歯科の世界を目指そう～

◦公開講演

池上 彰
ジャーナリスト 

座長：川口 陽子
日本歯科医学会 副会長

⃝関東地区歯科医師会学術大会
⃝ 2021年日本口腔衛生学会特別学術大会
⃝日本歯科放射線学会第2回秋季学術大会
⃝第49回日本歯科医史学会学術大会
⃝日本歯科医療管理学会特別大会
⃝第41回日本歯科薬物療法学会学術大会
⃝第38回日本障害者歯科学会学術大会
⃝第40回日本接着歯科学会学術大会
⃝第42回日本歯内療法学会学術大会
⃝日本スポーツ歯科医学会第32回学術大会
⃝第39回日本歯科東洋医学会学術大会
⃝第31回日本磁気歯科学会学術大会
⃝第21 回日本外傷歯学会学術大会

併
催
学
術
大
会
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日本歯科医学会誌構成の解説

　本誌第 41 巻では巻頭言の次に，特別企画（P.9 ～ 24），学術研究（プロジェクト研究，P.27 ～
36），学際交流（P.37 ～ 47），学会活動報告（P.48 ～ 100）等の構成となっています。
　本巻の特別企画の座談会は「第 24 回日本歯科医学会学術大会からみえてきたこれからの歯科界」を
テーマとしております。今回の参加者は，第 24 回日本歯科医学会学術大会 会頭　住友雅人先生（日
本歯科医学会 会長），同 準備委員長　松村英雄先生（日本歯科医学会 副会長），同 事務局長　小林隆
太郎先生（日本歯科医学会 総務理事）です。「終わりは次の始まり」という住友会頭の挨拶から始まっ
た座談会。オンライン開催にもかかわらず２万人超えの参加があった第24回学術大会を振り返り，開
催に至る経緯，演者の選定，オンライン開催の大変さ有益さ，開催日程の理由，さらには SDGs との
関連について話があり，後半は「歯科界をさらなる高みへ」と題して，歯科界の活性化について話し
合われました。講演，シンポジウム，一般演題も含め556の演題を擁した大会終了して間もない余韻が
残る中での座談です。
　「学術研究」では，平成31 年度（令和元年度）に採択されたプロジェクト研究（Ａ．人生100年時代
を見据えた歯科治療指針に関する研究， Ｂ．オンラインシステム等を用いた新規診断法の確立）の報
告が２編掲載されています。
　また，本学会では，毎年，新たに構想された斬新な研究を促進することを目的に「歯科医学を中心
とした総合的な研究を推進する集い」を開催しております。この「集い」では８件の演題について口
演および質疑応答が行われ，活発な論議が展開されます。本誌の「学際交流」には，令和３年度の第
37回「集い」の事後抄録が８編掲載されています（P.37 ～ 47）。
　そのほか，「学会活動報告」では日本歯科医学会に属する専門分科会ならびに認定分科会について，
この１年間の活動報告の概要を知ることができます（P.48 ～ 100）。また，巻末には，令和４年度の各
分科会総会一覧もありますのでご活用ください。

（日本歯科医学会　理事　野本たかと）

⃝ インフォメーション ⃝

日本歯科医学会

研究テーマの募集

研究テーマの提案

専門・認定分科会へ
研究テーマに基づく
研究課題を公募，選考

研究開始
　⃝研究期間は最大２年間
　⃝研究費の交付
　⃝報告書の提出　等

日本歯科医師会，専門・認定分科会

日本歯科医学会で研究テーマを選定

プロジェクト研究課題の決定

本誌に「プロジェクト研究」報告書　掲載

プロジェクト研究

本誌に「集い」
事後抄録掲載集い（当年発表課題）

当日発表内容について，
斬新性・広範性・進展性・現実性・
共同研究性等を総合的に評価

賞状と記念品の授与

学術研究委員会で選考

優秀発表賞（４名）受賞者の決定

本誌にて「優秀発表賞」受賞者を発表

「歯科医学を中心とした総合的な研究を推進する集い」と「優秀発表賞」
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新型コロナウイルス感染の状況を踏まえ，当日は十分な感染予防対策を行ったうえで，座談会を開催いたしました。

参　加　者参　加　者

住友　雅人	 日本歯科医学会 会長／第24回日本歯科医学会学術大会 会頭

松村　英雄	 日本歯科医学会 副会長／第24回日本歯科医学会学術大会 準備委員長

小林隆太郎	 日本歯科医学会 総務理事／第24回日本歯科医学会学術大会 事務局長

松野　智宣	 日本歯科医学会誌編集委員会 委員長／司会

大久保力廣	 日本歯科医学会誌編集委員会 副委員長／オブザーバー（オンライン参加）

第24回日本歯科医学会第24回日本歯科医学会
学術大会からみえてきた学術大会からみえてきた

これからの歯科界これからの歯科界

◦◦  座 談 会座 談 会  ◦◦

とき ◦ 令和３年11月9 日（火）　　ところ ◦ 歯科医師会館　８階 801・802会議室／オンライン 併用開催

生涯研修コード 30 01

特 別 企 画 （参加者と松野委員長。オブザーバーの大久保副委員長はオンラインでの参加のため写真撮影は不参加）
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松野　本日はご多忙の中，また足元の悪い中，
2021年度日本歯科医学会誌特別企画の座談会にご
参集いただき，まことにありがとうございます。
　私は，日本歯科医学会誌編集委員長として本日
の座談会の司会進行を務めさせていただきます，
日本歯科大学附属病院の松野智宣です。どうぞよ
ろしくお願いいたします。
　なお，本座談会の開催が急遽決まりましたこと
で，先生方のタイトなスケジュールを調整いただ
きご迷惑をおかけしましたこと，おわび申し上げ
ます。
　さて，ウィズコロナという状況下で，第 24 回日
本歯科医学会学術大会が本年９月 23 日から 25 日
までの３日間オンラインでライブ配信され，さら
にその後の１カ月間はオンデマンドで配信され，
10 月 31 日に無事閉会しました。まずは，住友会
長をはじめ，本日ご参加いただきました大会役員
および大会関係者の方々，本当にお疲れさまでし
た。大会終了後まだ 10 日も経っておらず，本来で
あれば一息つきたいところかと存じますが，その
余韻が残っている中，本日の座談会にご参集いた
だきました。そして，「歯科界 2040 年への挑戦」
というテーマの 24 回大会を振り返って，それぞれ
のお立場からご感想やコメントをいただき，今後
につなげていきたいと思います。また，後半は，「第

24 回日本歯科医学会学会術大会からみえてきたこ
れからの歯科界」，そして「歯科界をさらなる高み
へ」というテーマで，活発にご討議いただく予定
です。限られた時間内ですが，実りある座談会と
なるよう努力いたしますので，ご協力のほどよろ
しくお願いいたします。
　本日のご出席者をご紹介します。
　日本歯科医学会会長で第 24 回大会会頭の住友雅
人先生，日本歯科医学会副会長で第 24 回大会準備
委員長を務められました日本大学歯学部歯科補綴
学第Ⅲ講座，松村英雄教授です。よろしくお願い
いたします。そして，日本歯科医学会総務理事で
第24回大会事務局長の日本歯科大学短期大学学
長，小林隆太郎教授です。よろしくお願いいたし
ます。
　また，オブザーバーとして，日本歯科医学会誌
編集委員会副委員長の鶴見大学歯学部有床義歯補
綴学講座，大久保力廣教授がオンライン参加され
ています。よろしくお願いいたします。
　さらに，日本歯科医学会誌編集委員会の先生方
にも加わっていただき，随時ご感想などを頂戴す
る予定です。
　では，初めに住友会長からご挨拶いただきたい
と思います。住友先生，よろしくお願いいたします。

終わりは次の始まり
住友　今日のタイトルは「終わりは次の始まり」と
いう話で挨拶をさせていただきます。
　この大会の「終わり」は，それぞれの立場で違
いますね。もう９月 25 日で終わったと思う人もい
るし，オンデマンド配信の 10 月 31 日で終わった
という人もいるし，来年の３月 31 日の準備委員会
の解散で終わったという人もいるでしょう。私の
場合は，「終わりは次の始まり」です。一旦そうい
う区切りはありますが，終わっていないというこ
とです。とにかく，多くの方々のご協力によりま
してここまで来ました。お礼を申し上げます。私
の「始まり」と「終わり」の想いを説明します。
　今回は，日本歯科医師会と日本歯科医学会が主
体で開催しました。最大の歯科団体と組織が社会
に歯科の方向性を示したわけで，これを社会実装

というか，具現化する必要があります。ここから
がスタートです。今回のテーマから言えば，2040
年という 20 年後の貢献を約束したことになりま
す。2025 年に開催される次の第 25 回大会までに，
歯科イノベーションロードマップで示した第Ⅰ期
の項目を成し遂げなければなりません。「始まり」
は目標達成という「終わり」を成さねばいけない
ので，このことが今回の会頭講演のポイントでも
ありました。
　今回注目いただきたいのは，大会記念誌です（図
１）。ホームページからオンライン配信しています
ので，皆さん方，すでにご覧になられたかもしれ
ません。従来は，冊子をコングレスバッグに入れ
て当日お渡ししていましたが，オンライン開催で
すので，参加者に学会ホームページにアクセスし

11
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ていただくことになりました。日本歯科医学会学
術大会のターニングポイントというタイトルで私
が前書きをしております。第１部は，日本歯科医
学会の歩みについて，専門分科会である日本歯科
医史学会の方々に作成をお願いしました。実に詳
細な内容から，改めて先達の努力を知ることがで
きました。そして，第２部は，座談会を開催し，
学術大会のニューノーマルというテーマで，これ
からの学術大会の方向性を示しました。今大会が
ターニングポイントという位置づけです。
　この記念誌の温故知新のコンセプトはとても重
要で，開会のプロモーション動画でも表現してい
ます。今回手をあげられた地区歯科医師会と分科
会には，それぞれの年次学術大会として開催して
いただきました。この歴史を振り返ってみると，
過去には分科会が総出で学術大会を，そのときは
総会と呼んでいましたが，開催していたこともあ
りました。このことは，意外と皆さんご存じない
ことなのかもしれません。
　1987 年の第 16 回大会から，学会会長から主幹
校に委嘱する形が採用されました。第16回大会は，
日本大学歯学部の佐藤三樹雄先生が会頭です。こ
のときは，東京医科歯科大学歯学部の砂田今男先
生が会長代行を務めておられたようです。
　第 23 回大会まではこのように主幹校という形で
開催されていました。日本歯科医学会規定の第６

節「学術大会の目的，開催時期等　第 22 条」には
以下のような記載がございます。ちょっとご紹介
しておきます。『第 22 条「学会は，歯科医学の科
学及び技術の研究成果を総合的に普及開発する目
的をもって学術大会を開催する。２　学術大会は
４年に１回開催する。」』
　今回は東京にオリンピック・パラリンピックの
誘致があった関係で，会場が確保できませんでし
た。また，ホテル代や色々なものの値上がりもあっ
て，１年遅らせて５年後の開催になりました。第
18 回から第 19 回の間も 2000 年の第 22 回アジア
太平洋歯科大会の同時開催のために５年空けたた
め，前例はあります。学術大会は規定で４年に１
回開催するということになっていますので，次は
2025 年ということになりました。
　「３　学術大会に会頭を置く。ただし，学会会長
が会頭となることができる。」ここですね。これで
今回，私が日本歯科医学会会長として会頭を務め
させていただきました。
　「４　会頭は，学会理事会の議を経て学会会長が
委嘱する。」ですね。
　「５　会頭は，学術大会会務を統括する。６　こ
の規程に定めるもののほか学術大会に関し必要な
事柄は，別に決める。」これに基づきまして，今回
の第 24 回学術大会の大会規程をつくり，今回のよ
うな形で開催いたしました。

図１　第24回日本歯科医学会学術大会　記念誌（表紙／第１部とびら）
学会ホームページ（QRコード）からダウンロードが可能。ぜひご一読いただきたい

https://site2.convention.co.jp/24jads/24jads_magazine.pdf
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　主幹校には，今日これほど大きな大会を開催す
る負担を，かけられないということはもちろんで
すが，過去の歴史からも，学会と日本歯科医師会
で開催するのが本来の姿だと言えます。このこと
は，再確認する必要があろうかと思います。主幹
校は東京と大阪で持ち回りでやっていた時代があ
ります。大阪は旧６校では，大阪歯科大学ですね。
東京は日本歯科大学，東京歯科大学，日本大学が
持ち回りで担当していました。その後，東京医科
歯科大学や福岡歯科大学にお願いをしました。今，
どの大学も，これだけの大規模な催しに人手を出
すということは大変厳しいのではないかと思いま
す。そこで今回は過去にならい，学会と日本歯科
医師会が主体的に開催いたしました。
　今大会の準備委員会は，2018 年５月９日に立ち
上がりました。従来との開催様式の変更，規模の
拡充もあり，準備委員会設置前の 2016年10月23日
の第23回日本歯科医学会総会の閉幕直後から検討
を開始しました。準備は順調に進んでいましたが，
コロナウイルス感染拡大により現地に大勢が集ま
るのは難しいとの判断で，2020年８月に，ご存じ
のように全面オンライン開催へと変更されました。
　学術大会の中身等については後ほどお話しいた
します。
松野　住友先生，ありがとうございました。これ
までの日本歯科医学会総会のあゆみと，どのよう
な体制で第24回学術大会を実施されたかというこ
とがよく理解できました。また，今回はコロナ禍
でのオンライン開催ということで，大変ご苦労さ
れたというお話でした。
　続きまして，小林事務局長から本大会の報告概
要をお願いしたいと思います。よろしくお願いい
たします。
小林　それでは私から，第24回学術大会の概要を
数字で見ていただきたいと思います。

　まず，今回，オンラインでの全面開催でした。
これは先生方もご存じのとおり，９チャンネルを
使いました。９チャンネルということは，多分，
当日オンサイトでは同時にすべて見られないとい
うことになりますので，この９チャンネルをいか
に今後有効利用するかというのが一つの今回の特
徴かなと思いました。私も色々な学会に所属して
おりますが，さすがに９チャンネルを同時にやる
ということはこの業界ではありませんので，いい
意味でこの９チャンネルを利用できたらなという
感想を持っております。
　セッションの演題数ですが，開会講演２，会頭
講演１，講演 14，企画講演１，シンポジウム 23，
日歯企画のシンポジウム２，国際セッション講演
２，国際セッションシンポジウム２，歯科技工士
講演２，歯科衛生士講演２，歯科衛生士シンポジ
ウム１，公開フォーラム１，公開講演１，ｅ-テー
ブルクリニック 35，ｅ- ポスターセッション 452，
ｅ-ランチョンセミナー 15，計 556 の演題です。
これが９チャンネルを使って行われたというのが，
数字からのご報告になります。
　また，参加登録者数は，２万 298 名となりました。
正直なところ，２万を超えたらいいな，本当は目
標を３万，会員数の３分の１である３万人以上が
登録して参加してくれたらいいなという希望があ
りました。当初の２万人は一応クリアできたので，
よかったなとは思っています。
　ここに関しましては，この１年半で私どもが，
いわゆるオンラインという今まであまり経験して
いなかったものを利用したわけですが，私も含め
て，個々の先生方のオンラインへの成熟度がやは
りどうもまだ違うようです。これは組織としてオ
ンラインに関して成熟していくことで，その利用
価値を上げるというのが私たちの目標だと今回は
思いました。
　それから，９チャンネルあったことによって，
隣の畑といいますか，今まで参加したことのない
他の学会をのぞくのは，やはりタイトルがものを
言うなと思いました。プログラムを見て，人に見
てもらう，自分が発表する際タイトルをうまくつ
けることによって人は見てくれるな，個々の演題
の登録者数もいろいろ見たのですが，タイトルづ
けも大切だなと。556 題全部を見るのはなかなか
厳しかったのですが，人はやはり先にタイトルに
目が行くなという気もしました。でも，「隣の畑を
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見る」という今回の大きな，特殊な，今までに味わっ
たことのないこのような学会をいかに有効利用し
ていくかという，前向きな形でこの９チャンネル，
556 の演題というものを今後どうつなげていくか
というのが私たちの課題であると思いました。興
味のない方は全く登録もしませんし，同じ歯科界
でありながら別の世界と感じ，興味のない方もい
たのは当然だと感じました。
　それから，参加人数の内訳では日本歯科医師会
の会員が 7,620 人，専門分科会が 6,807 人，認定分
科会が 1,068 人でした。その他を含めて２万を超え
ました。あと特徴的だったのが，歯科関連学生が
2,000 人を超えたことです。ここに関しましては，
興味を示さなければ参加しませんので，今回のタ
イトル「2040 年への挑戦」に，学生たちが，自身
がメインで働く時代に向けて興味を持っていると
いう一つの表れで，私はここは大きな価値があっ
たなと。若い人たちが 10年後，20 年後，自分たち
が歯科界で一番最先端で頑張っているときの未来
を予想するという，この歯科イノベーションロー
ドマップも含めて興味を示してくれて，多分学生
たちはみんな国家試験を目標としていますが，歯
科の目的のほうに目を向けてくれた。先に進む，
歯科界のその目的に関して目を向けてくださった
というのはとてもありがたい。
　だめな部分だとか反省すべきところも沢山ある
のですが，いい部分をいかに展開して，日本歯科
医学会が特別なものではなく，学術大会を歯科界
全員が参加するような歯科界の一番大きなイベン
トに持っていけること──これは個人的なことで
すが，私も日本歯科医学会の役員をさせていただ
くまで日本歯科医学会と全く無縁でした。日本歯
科医学会の仕事についていろいろなことがわかり，
勉強させていただきましたので，やはり歯科界に
かかわる人たちがみんな興味を持って，オールデ
ンタルとして何かやれることをつくるのが日本歯
科医学会の仕事なのかなというのを，今回の学術
大会で感じました。
　数も含めての報告となりましたが，以上です。
松野　小林先生，ありがとうございました。最後
にお話されました，学生の参加，これは非常に大
きな成果だったと思います。住友会長もお話しさ
れたように，これまでの歯科医学大会は各大学主
体で行われてきましたが，そうなるとどうしても
他人行儀のようなところも多かったのではないか

と思います。そこを日本歯科医学会，日本歯科医
師会がメインになって運営・実施されたこの第 24
回大会，これは今後の歯科界にとってもかなり大
きなターニングポイントになった大会であると思
います。今回の学生参加数の増加も，このような
運営体系が関与したと考えられますね。実際の参
加数は２万を超えたということですけれども，従
来はデンタルショー等も含んでの数字なので比較
はできませんが，オンラインでの新しい形での開
催，そして９チャンネルを利用してオンデマンド
で見られるという新しい学会のスタイルの礎に
なったのではないかなと感じました。私の手元に
は，それぞれの講演あるいはシンポジウムでオン
デマンドの視聴回数等の合計がありますが，これ
を詳細に見ていくと，どういった内容に興味を示
されていたかなども把握できるので，とても有用
なデータにもなると感じました。小林先生，どう
もありがとうございました。
　続きまして，松村先生，本学術大会を振り返って，
ご感想をいただきたいと思います。
松村　準備委員長を拝命しました日本大学の松村
でございます。よろしくお願いいたします。
　学術大会を振り返って準備段階から大会のオン
デマンド終了まで，総括的なことを幾つか申し上
げたいと思います。
　この第 24 回大会は，過去の５大会と大きく運営
形態等が変わって現在に至っております。
　会頭，事務局長からもご説明がございましたが，
まず会期です。ここしばらくは３日間の会期で，
金曜・土曜・日曜という設定が多かったと思いま
す。このたびの大会は木曜・金曜・土曜というこ
とで，その初日の木曜日が秋分の日の休日に当た
るという会期の設定でした。これは当初からの予
定でございまして，今までの大会ですと日曜日が
最終日で，地元にお帰りになって月曜にはすぐ仕
事を始めないといけないというハードスケジュール
でした。
　また，歯科医師会の先生方は木曜は診療がお休
みという先生も多いものですから，たまたまその
木曜日である９月 23 日が休日になっているという
ことを１つのキーポイントとして捉えて，初日の
午前中からプログラムを組みました。しかも休日
なので，その木曜日いっぱいは学術講演を視聴で
きる機会を設けるという企画です。
　これは最初から予定されておりましたので，開
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催形式がオンラインか否かというのは全く無関係
でございました。それが最近の大会との違いの第
１点目ですね。
　もう１点は，前回大会に対して５年後であった
ことです。これも感染症の拡大とは無関係で，東
京オリンピック開催のために１年先送りして予定
をしていました。ところが，オリンピック開催も
１年先送りになったので，結果的に同じ年に開催
されました。そのオリンピックイヤーというのは，
今まで閏年で同じ閏年に日本歯科医学会学術大会
も開催されていました。
　そのように予定されていた中で，２年ほど前か
ら感染症の拡大が社会問題となってまいりまして，
今度は開催形態が会場開催からオンライン開催に
変更となりました。これは予想外のことで，かな
り後で決まりました。ただし，オンライン開催を，
開催直前とかあるいは近くなってから決めますと，
非常に混乱を生じる可能性が多いことが懸念され
ておりました。そこで，学会としてはあらゆる場
面を想定して，かなり早い時期からほとんどの催
し物は初めからオンラインで開催するという大き
な決断をいたしました。この決断によって，その
後の準備状況が大きく混乱することなく，今に至っ
て開催もされ，オンラインのオンデマンド配信ま
でされて 10 月末日を迎えたということです。
　プログラムを掲載した日本歯科医師会雑誌７月
号は，開催のかなり前の段階から各種文面を用意
いたします。抄録は研究成果発表ですからほとん
ど変更はないのですが，日本歯科医師会の堀会長
や，会頭の住友先生，あるいは準備委員会が書く
挨拶文は，開催形式等が変更になりますとその文
面も変更を迫られることになります。経過報告も，
印刷前に内容を変更させていただきました。
　大きな変更点は，開催直前に併催の日本デンタ
ルショーを学術大会の会期中には開催しないとい
う決断がなされたことでした。今はまだ開催され
てはおりませんが，年度内の３月上旬に同じ横浜
パシフィコで開催するということです。覚えやす
い日付で，３月の４・５・６の３日間，パシフィ
コでデンタルショー開催予定です。いわば延期と
なったということですね。
　以上のようなことを含めて，ほぼ全面オンライ
ンへの変更，それに加えて併催学会学術大会，そ
して地区歯科医師会と日本歯科医学会の共同開催・
主催という変更も含めて開かれた大会でございま

す。そういった点をこれから検証して，次の大会
に向けて準備が進められていくと思いますが，よ
い点をなるべくピックアップしながら進めていた
だければと考えております。
松野　松村先生，どうもありがとうございました。
大会日の設定，なぜこの日にしたのかといったご
説明から，完全オンラインへの大幅な変更，それ
に伴うさまざまなご苦労話をいただきました。ま
た，デンタルショーの予定としては３月４～６日
の年度内に開催されるということで，是非，現地
に行って，見て，触ってといった本来のデンタル
ショーが開催できることを願っております。一方
で，今回の大幅な準備変更等をスムーズに実施し
て開催にこぎ着けたといったところは，次，また
その次の学術大会等にも大きく反映できるもので
はないかと思いました。
　それでは，開催準備にご尽力されました松村準
備委員長にお話しいただきましたので，住友会長
から本大会の会頭としての振り返りをお願いした
いと思います。
住友　第 21 回総会はパシフィコ横浜で開催され，
松村先生は事務局長でした。このときは，デンタ
ルショーに６万 2,000 人ぐらいの方が参加しておら
れます。事前の登録が約１万 9,000人で，実際に大
会に参加した人が約１万 5,000人ということです。
第 22 回総会の大阪は約３万1,000人の方がデンタ
ルショーに参加されました。事前登録が２万 1,000
人，大会の参加者が約１万 2,000人ですね。第 23
回大会の福岡はデンタルショーは約２万人の方が
参加されて，事前登録が約１万 1,000 人，大会の参
加者が約 9,200人です。今回は，先ほど小林事務局
長からお話があったように，２万 298 名の登録で
す。実際に参加された方は１万 5,360 名です。参加
というのは，サイトに入って何らかのプログラム
を視聴されているということです。この９月 25 日
の段階で，いわゆる参加登録者は 1 万 7,000 余人
だったんですね。その後，26 日からオンデマンド
配信になりました。最終的に２万 298 人というこ
とは，オンデマンド配信の期間に参加登録した人
が約 3,000 人プラスされたということだと思いま
す。やはり大会までに大勢の方が参加登録をされ
ているのは，従前と同じだということです。参考
までに。
　それから，三役企画のプログラムについてお話
をさせていただきます。開会講演１・２と，それ
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から特別企画の講演１です。
　開会講演１の小泉進次郎先生，開会講演２をお
務めいただいた松村真宏先生の講演は，ライブ配
信もオンデマンド配信においても大変多くのアク
セス回数が記録されていました。それから，三役
が提案した企画講演である明海大学の渡部茂先生
の講演も，学術講演の中では高いアクセス回数を
示していました。公開講演の池上彰氏のアクセス
回数は，一般の方々も視聴可能であったところか
ら，全プログラムのうち最高のアクセス数を示し
ておりました。
　今回の公開フォーラムは，従来のものとは異質
です。その目的は歯科大学・歯学部を選択する若
者を増やしたいということです。もちろん生涯ラ
イセンスの歯科医師免許を獲得することは当たり
前として，自分の持っている能力を，もう１つの
プロフェッショナルに育てていく場として活用し
ていただきたいと，そのモデルになる方々を紹介
しました。多様性のある歯科界を見据えての企画
です。目指すは，歯科界活性化です。現にダブルキャ
リアで活躍されているすばらしい方々をご紹介す
ることができました。
　今回特記すべきことは，多くの場面で大会テー
マの「逆転の発想」というキーワードが取り上げ
られておりました。小泉進次郎先生，松村真宏先
生の開会講演でも，また，池上彰氏の公開講演でも，
渡部茂先生の公開講演においても，その言葉は出
てまいりましたし，公募で選んだ一般の講演の中
にもたくさん「逆転の発想」という言葉が出てい
ました。
　今回のテーマ，すなわち「逆転の発想　歯科界
2040 年への挑戦」が決定した段階で，私の中で開
会講演をお願いすることに決めていましたのは，
大阪大学経済学部の工学博士，松村真宏先生。こ
の方の発想は，まさに逆転そのものです。日常，
何気なく存在しているものに注目して，人の心理
を読んで，さりげなくヒントを示すことを，「仕掛
学」というオリジナルの学問体系にしているとこ
ろにぜひ気づいていただきたいということでもご
ざいました。この方のお話を聞いて，ものの見方
が違ってくるのではないかと思います。
　松村先生は，実はAI の研究者なんですね。この
仕掛学は，ある意味，AI が気づかないところを補っ
ているように私には見えます。逆に言えば，その
ところをAI 技術にしていけば，AI がより社会の

役に立つものに進化するという，まことに逆転の
発想です。
　今後ますます期待できる若手科学者と思います
が，一つ，大阪人の発想のところ，最初にゴミを
たくさん捨てたところがありましたでしょう。こ
んなところに捨ててはいけないというようなこと
が書いてある看板があって，結論は，正論で言っ
てもみんな守らないよということなんだけれども，
あの 1枚のスライドが長い時間出ていました。彼
は，意識的にどうすればいいかということを一言
も言わない。その間にみなさんには，私ならこの
ようにするなど，対応を考える場にしている。そ
の間が憎い仕掛けです。そして，次の場面でしっ
かりと事例を示していた。
　海外の公園の音が出るゴミ箱だったり，バスケッ
トゴールネットから捨てられるゴミ箱などを紹介
していました。この１枚のスライドからいろいろ
なことを考えてみましょうということです。そこ
が逆転の発想なんです。あそこにこのような捨て
たくなるようなゴミ箱を置けば，皆さんがしっか
りとゴミ箱の中にゴミを捨てるわけですよ。正論
で行こうとする看板なんかあっても何の役にも立
たなかったというところを，彼は気づいてもらい
たかったのだと私は理解しました。松村先生は饒
舌ではないが，人間の心理を見つめて具体的な対
応を提示する素晴らしい研究者だと実感しました。
　小泉先生はいつものように切れ味の鋭い，たい
へん理解できるお話だったし，池上先生は広いも
のの見方ができている方で，アクセス回数の多さ
からも好評であったことが分かります。
　渡部先生に「イグ ･ノーベル賞からノーベル賞
へ」という話をしていただきました。歯科界から
ノーベル賞が出るとすると，唾液の研究に関する
ものではないかという期待感を持ちました。特に
今回，こういうコロナの状況のときに，唾液とい
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うものの，我々が関与するところの重要性という
ものを，私は渡部先生の講演から感じさせていただ
きました。
　皆さん方はどのような形でご理解されたか，そ
れは多様性でございますので，別に私のように思
えという話ではございません。参考までに，私の
思いをお伝えさせていただきました。ありがとう
ございました。
松野　住友先生，ありがとうございます。三役企
画のプログラムの中でも，開会講演２の松村先生
の仕掛学に関しては，昨年の座談会でも取り上
げさせていただきました。これは今大会の隠し
球ともいうべき目玉企画だったかと思いますが，
予想通り非常に面白い内容だったと感じました。
また，オープニングの小泉進次郎先生の講演は
Sustainable Development Goals（SDGs）に大きく
かかわってくる内容で，17 の取り組みのうちの 13
の気候変動対策を中心に歯科にかかわる項目につ
いてもお話しされていました。歯科と SDGs の関
わりについては，改めて注目しなくてはならない
と強く感じました。
　それでは，小林先生からも簡単にお振り返りい
ただければと思います。
小林　実は，会頭，そして準備委員長，私，思い
が一緒だったと思います。方向性がはっきりして
いたので，すべての決断がうまくいったのだなと
いうことがありました。そういう意味で，先ほど
準備委員長の松村先生がいろいろお話しされたこ
とに追加して，これは私の思いという意味での振
り返りなのですが，今回の学術大会はやはり，こ
のコロナ禍，世の中のこの状況において，４年間
の準備をしてきた中で，どうやって進めるかとい
う大きな意味のある学術大会だなと思います。「学
術大会」という名前を変えたこと自体も大きなこ
とですし，日本歯科医学会，日本歯科医師会が，

大学に頼らずみんなでやっていこうという１つの
スタート，ここからが本当のスタートだなという
意識で始まりました。
　コロナ禍に関してちょっとお話をしたいのは，
私が所属している色々なところでも，感染の状況
に応じて，どう判断していこうかという議論が多
くされていました。実は，私個人ではこれが全く
間違っていると思っていました。その感染の状況
に応じて判断を変えていくということは全く無意
味だろうと。これは決断をするしかないだろうと
いう意味で，住友会頭の色々な「逆転の発想」と
いう意味からしても，要は，これは「オンライン
への挑戦」ということだと感じました。実際に私
が所属しているほかの団体では，コロナ禍の状況
で，行事等を中止，延期する等があったのですが，
２年も経ってまだオンラインに移行できず，この
２年間全く中止している組織もあります。これで
は団体の意味がないということで，今回の大会は，
やはり「オンラインへの挑戦」ということが１つ
の大きな目標だったのではないかなと思います。
　それに加えて，私は専門ではなかったのですが，
たまたまコロナ感染症に関する役をいただいて，
コロナに関して色々と研究をさせていただきまし
た。そこでパンデミックをしっかり理解しようと，
分析をしました。パンデミックが起これば，２年間
は当然，状況は最悪なことが起きるわけですから，
この２年間のうちに開催する行事はすべて，どこ
までオンラインでできるかを考え，実施するとい
うことに意義があるのだろうなと考えております。
今後もこのようなことは起きていくでしょう。
　これは振り返ってというよりも，振り返りなが
らの，未来，先を見るという意味なのですが，小
泉環境大臣のお話にもありましたように，森林破
壊，それから温暖化による自然凍土の融解等々，
新たなウイルスが出てくるということが予想され
るわけです。私たちが今の生活を維持するために，
今回の「オンラインへの挑戦」というのは，私た
ちの医療界，医学的にも意味のあることで，「たま
たまオンラインを利用した」ではなく，「いざ何か
起きたときに全面的にオンラインで私たちがつな
がっている」ということの挑戦かなと，私はこの
コロナ禍で色々な仕事をさせていただいたので，
そういう印象を持っています。何かあればすぐに
みんなでスイッチをオンラインにかえて，自分た
ちの行っている活動を継続する。中止とか延期を
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しないという１つの挑戦かなと思いましたので，
先ほど松村準備委員長がおっしゃったとおり，私
たちの意思の中では，もう昨年の３月から，８月
にハイブリッドにしよう，それからもう全面オン
ラインにするという，かなり固い決断がしっかり
とした意思の下に決定できたと思います。
　デンタルショーは，同じ会場内で，集まって， 
直接対話できる状態で実施するのが主催者の希望
なので，延期になりました。業界としても今後に
ついて，主催者の方々も，次の時代でのデンタル
ショーのあり方を模索されています。これもやは
り今後のためのいい機会かなと思いました。
　それから，私はオンラインに 100％針を傾ける
という意思ではおりましたが，やはりデジタルで
は十分でない部分があり，アナログ的な抄録集が
とても活躍しました。
　同じ気持ちを持つ先生がいて，紙のプログラムを
見て，後でオンデマンドで参加する，日本歯科医師
会の先生方には日本歯科医師会雑誌７月号として抄
録集が配られました。学会の会員等にはこの抄録

集は送られていません。
　こういう抄録集が来るということで，気分はオ
ンサイトで参加している，少し足を踏み込める感
じもあって，抄録集があったらいいなという声も
ありました。
　住友会頭もこの後また考えられているのですが，
色々なアンケートをとって，第 25 回に向けてどの
ようなことが必要なのか，反省点も含めて，新た
な日本歯科医学会の学術大会のあり方を考えてい
く，たくさんの意見が出てきたらいいなという意
味で振り返ってみました。以上です。
松野　小林先生，ありがとうございます。事務局
長として 100％オンライン開催へ舵を取られ，そ
して今回，“フルオンライン学会への挑戦”として
開催された経緯などをお話しいただきました。小
林先生もお話しされていましたが，すべてがデジ
タルで済むわけではなく，例えば抄録集，このア
ナログ的なものはどうしてもまだ必要だと感じて
しまいます。そういったところで次回大会ではど
のように変化していくのか見守りたいと思います。

松野　さて，本編集委員会ではこれまでの２年間
に歯科イノベーションロードマップに関する座談
会を行い，日本歯科医学会として社会に発出して
きました。一方，先ほどもお話いたしましたが，
現在さまざまなシチュエーションで SDGs が注目
されています。そこで，この第 24 回大会で企画さ
れた講演，シンポジウムなど 50 程度のプログラム
に対して SDGs の 17 のゴール（目標）と歯科イノ
ベーションロードマップの３つの分類，１つは新
規検査技術・治療法，２つめは新規材料・機器，
そして３つめの健康長寿社会の実現・フレイル対
策を今回の企画講演・シンポジウムに当てはめて
振り返ることができないのかと考えました。
　例えば小泉進次郎先生の開会講演，「命と健康を
脅かす気候変動をくい止めよう」であれば，SDGs

の 13 番目の「気候変動」や７の「エネルギーをみ
んなに」に該当する等ですね。あとは，海や陸な
どいろいろ該当してくると思うんです。さらに「す
べての人に健康と福祉を」等にも該当するのでは
ないでしょうか。このように１つの講演やシンポ
ジウムに対して 17 のどのゴールに当てはまるかを
割り当てていただく。さらに，歯科イノベーショ
ンロードマップは，先ほどの３つの分類のどれに
該当するかを当てはめていただき，座談会の紙面
に一覧表にして掲載したいと考えています※。住友
先生，いかがですか。
住友　ちょっと別の方向からお話をさせていただ
きますが，実際，こういう学術大会の抄録集とい
うのは，常にお話しすることですが宝の山なんで
すね。これをどう活用するかということはとても

SDGsと歯科イノベーションロードマップ

※�後日，６名の編集委員にSDGsの17のゴール（目標）への割り当てを依頼した結果を図３に示しました。なお，イノベー
ションロードマップでは，Ⅰの新規検査・技術・治療法に関する講演が多く，次いでⅢの健康長寿社会の実現・フレイ
ル対策でした。

22
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図２　2040 年への歯科イノベーションロードマップ（2020年10月28日更新）

2040年への歯科イノベーションロードマップ
〈健康寿命の延伸〉

第１期
2019年～2025年

第２期
2026年～2032年

第３期
2033年～2039年

Ⅰ　新規検査・技術・治療法
（口腔歯科治療のイノベーション，口腔検査技術のイノベーション）

◆�歯周病で失われた歯ぐきの再生が可
能に。

◆�むし歯と歯周病を発症させる歯垢細
菌叢が判明。

◆�歯や歯ぐきの中を見ることができる
光センサー技術が実用化。

◆�スマートフォンによる舌・口腔粘膜
の検査が実用化。

◆�オンラインとオンサイトが創造する
ワンデートリートメント。

◆�善玉歯垢細菌群と悪玉歯垢細菌群と
の判定が可能になる。

◆�レーザー照射による削らないむし歯
予防が実用化。

◆�幹細胞と iPS細胞を使った歯の再生
が可能になる。

◆�口の病気の発症リスクのゲノム予測
診断が実用化される。

◆�歯の神経や歯ぐきを修復する薬剤が
開発。

◆�血液検査に代わる新たな唾液検査が
開発。

◆�口腔がんを発生させる遺伝子異常が
判明。

◆�幹細胞と iPS細胞を使って唾液腺の
再生が可能に。

◆�悪玉歯垢細菌群を善玉歯垢細菌群に
置き換えられる。

◆�子どもたちの口の中に理想的な善
玉歯垢細菌叢群を創る技術が開発
される。

◆�血液検査に代わる唾液検査が実用化
される。

◆�遠隔診断による早期がん塗り薬治療
が実用化される。

◆ �AI診断により最適治療法が確立する。

Ⅱ　新規材料・機器（Novel materials・Instrument・Device）
◆�むし歯抑制，歯を強くする機能性材
料が実用化される。

◆�歯の神経と歯周組織の再生技術が開
発される。

◆�天然歯に近い機能をもつ次世代バイ
オインプラントが開発。

◆�歯と一体化する修復機能材料が開発
される。

◆�歯の神経と歯周組織の再生技術が実
用化される。

◆�ヴァーチャルリアリティー技術による
遠隔歯科診療支援システムが実用化。

◆�デジタル歯科医院が登場する。

◆�歯と一体化する修復治療が一般化する。

◆�歯の神経と歯周組織の再生治療が一
般化する。

◆�天然歯に近い機能をもつ次世代バイ
オインプラント治療が一般化する。

◆ �AI ロボットによる遠隔歯科支援シス
テムが実用化される。

◆�デジタル高次歯科医院の登場。

Ⅲ　健康長寿社会の実現・フレイル対策
◆�オーラルフレイルの診断法と管理法
が開発される。

◆�オーラルヘルスのための画期的新材
料（歯磨剤，含嗽剤，歯のコーティ
ング，義歯用材料）が開発される。

◆�はめたらきれいになる歯磨き用のマ
ウスピースが開発される。

◆�口腔機能と認知症との関連について
の解明が進む。

◆�善玉菌の移植によるむし歯と歯周病
の撲滅が始まる。

◆�身体に優しい嚥下機能診断機器が開
発される。

◆�オーラルフレイル対策の充実により，
健康寿命の延伸。

◆�あらゆる世代においてむし歯，歯周
病の撲滅が進行する。

◆�歯科医療の革新的進歩により，健康
長寿社会が達成される。
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重要ですので，今，委員長からお話があったような
ことも必要なのではないかという想いがあります。
　何で SDGs が出てくるかというと，このメビ
ウスの輪，ご存じのように 2021 年から始まって
2040年に向かって進めていく。ここにイノベーショ
ンロードマップが存在している。これがいわゆる
SDGs の持続可能な開発目標ということなんです。
例えばスタートを 2040 年とし，目標達成を 2060
年とすれば，また持続していく。そこでメビウス
の輪というのは，この SDGs のシンボルマークと
いう位置づけと捉えています。
　このイノベーションロードマップはさまざまな
分野の方々がどう料理するかが，オープンイノベー

ションなんですね。オープンイノベーションは，
どなたがこれを活用してもいいですよと言ってい
るわけで，どこかの企業がこれを見て，これはう
ちが開発できると言ったら，どうぞやってくださ
いと答える。
　各分科会からいただいたものを整理しておりま
すので，これが必要であるということは歯科界の
合意と思っております。例えば歯科基礎医学会は，
自分のところで開発にかかわれるものを，各項目
から抽出して進めようとしていると伺いました。
各分科会がそれぞれ提案してくださったものも活
用可能です。例えば第Ⅰ期の歯や歯茎の中を見る
ことができる光センサー技術の実用化。これを日

図 3A　SDGsの17のゴール

図 3B　49の各企画講演の内容に該当するSDGsの中で上位５つのゴール
３の『すべての人に健康と福祉を』に該当する講演が圧倒的に多かった（６名の本誌編集委員による選考）
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本レーザー歯学会での開発テーマとしたならば，
まず，なぜそれが必要であるかということをみん
なで検討し，しっかりしたその工程表をつくって
社会実装というか具現化に向ける。そういう意味
で，このイノベーションテーマを提案した各分科
会がもう一回自分のところに戻して，それから一
つ一つこの流れで展開していけばいいのではない
か。そこではもちろん，分科会だけではなくてさ
まざまな企業と協力して進めていくことになりま
すね。
　今，日本歯科医学会連合で医療ニーズオンライ
ンマッチング会というものをやっています。そう
いうところにも提案して，色々な企業に手を挙げ
ていただくということが今後できるのではないか。
これをもとにして具現化する。例えば，「再生治療
が可能に」とロードマップで示しても，具体的に
どうするんですかと言われたらここでは明示され
ていないのです。ここでお話ししたような過程を
踏んで，さまざまな臨床現場で役に立つものが開
発されてくるということです。
　ロードマップの見方ですが，第Ⅰ期，2025 年ま
でには一応この目標に到達したいということです
から，例えば 2021年に目標が達成されてもいいわ
けだし，同じテーマをもっと先までやっていくこ
ともあるでしょう。7 年ごとのマイルストーンは
目安としています。１つのテーマに，３つ，４つ，
５つの色々なイノベーションができてくることも
あるでしょう。それはそれでいいということです。
　このイノベーションロードマップをいかに料理
するか，活かすかというところが，これから歯科
界に求められることです。社会に発信していって，
さまざまな分野と創造するというストラテジーで
す。2025 年大阪・関西万博での「共創パートナー」
というさまざまな分野からなる集まりが設けられ
ました。日本歯科医学会も手を挙げて，登録をさ

れました。今後これをベースにイノベーションを
推進して行くこともよいですね。
松野　住友先生，ありがとうございます。今お話
がありましたように，この歯科イノベーションロー
ドマップはいかようにも応用できる，発展性があ
るものだと思います。
　今回は，この第 24 回大会の講演・シンポジウ
ムに当てはめてみる。こういったことも歯科イノ
ベーションロードマップを見つめ直すきっかけに
なるのかなと思います。また，時代的に SDGs と
絡めると，違った発展性が見いだせるかと思いま
した。住友先生が最初にお話しされた今回の大会
ポスターのメビウスの輪ですけれども，これもサ
ステイナブル，要は，永遠に続くというものです。
2040 年がひとつのピリオドになっていますが，さ
らにどんどん広がっていくということなのかもし
れません。
　こういったところからも，歯科イノベーション
ロードマップを検証できるいい機会なのかなとも
思っております。編集委員の先生方にはちょっと
お手数をおかけいたしますが，大会で企画された
講演内容を検証して，SDGs とともに仕分けできた
らと思います。
住友　今回の学術大会の抄録の多くは今後論文に
なると思いますが，論文になればこういう開発の
ための根拠になるから，例えば開発したものを公
的医療保険の中に導入するというときに，根拠が
とても重要なんですね。そういう意味で，まだ論
文の前段階かもしれませんけれども，そういう可
能性のあるものを，先ほど松野先生が言われたよ
うにロードマップと突き合わせるというのは，大
変意味のあることだと思います。それは，松村先
生からコメントがあるかもしれない。
松村　抄録の活用というのは SDGs，それからイノ
ベーションロードマップの各キーワードの到達目
標，それを実現する上においての原点になると思
います。
　今，住友会長がおっしゃいましたように，抄録
が論文になっていくであろうと予想されます。そ
の論文の幾つかの蓄積が成果として，第Ⅰ期・Ⅱ期・
Ⅲ期における各項目の具現化，そういう流れは間
違いないところだと思います。
　法的にも，歯科臨床系の学科目あるいは歯科治
療行為は，保存における修復の治療と，補綴の治
療全般と，あとは歯科矯正治療などで，それ以外

松
ま つ

村
む ら

　英
ひ で

雄
お

日本歯科医学会 副会長
第24回日本歯科医学会学術大会
準備委員長



日歯医学会誌：41，9 − 24，2022 ◦ 21

の治療行為は医師でも担当し得る診療行為である
とされています。そこで，単独の歯学の分野から
離れたところにこの研究開発目標がございます。
　それから，医療機器であるとか薬品が出てきま
すと，医学というよりもむしろ，ノーベル賞の分
類でもございます化学，物理学，それを総括した
工学にもかかわってまいります。抄録から色々な
ものが具現化してくるというのは，歯学単独では
なかなか成し得ない項目が多いと思います。そこ
に ICTとかがかかわってきますので，そういった
ことも含めて色々な人たちがチームを組んで，色々
な職種の人，あるいは色々な学部の出身の人たち
をがっちりチームの中に組み込んでいただいて研
究開発を行っていくと，このロードマップの具現
化の内容が増えてくるのではないかというような
印象を持ちました。
松野　松村先生，ありがとうございます。
　大会が終わると抄録を見直すことというのは本
当に限られてくると思いますが，改めてこの第 24
回大会の抄録を見直していただいて，ロードマッ
プに当てはめていただければと思います。こういっ
たことの積み重ねが，将来的な歯科のさらなる高
みへつながっていく１つのステップなのかもしれ
ません。
　それでは，ここまでをオブザーバーの大久保先
生からコメントをいただきたいと思います。大久
保先生，よろしいでしょうか。
大久保　住友会頭の陣頭指揮のもとに，「逆転の発
想　歯科界 2040 年への挑戦」と銘打ち，超豪華な
講師とシンポジストで構成された今回の日本歯科
医学会学術大会が，４年に１度の大会にふさわし
い，本当にすばらしい内容であったと私個人も思っ
ています。歯科イノベーションロードマップで掲
げていた各種のキーワードが講演やシンポジウム
の随所に散りばめられていて，本学会の方向性が

しっかり会員に伝わったと思いますし，会員はそ
の方向性を確認することができたのではないかな
と思います。
　それから，気候変動，女性支援，教育ですとか，
今世界で問われている SDGs の目標にも合致して
いた学術大会ではないかなと思います。特に，小
林先生もおっしゃっていましたように，学生の参
加が 2,000 人を超えたというのは，歯科界の将来を
とても期待できる数字でありますし，これは専門
分科会や認定分科会の各学会も見習うべきことだ
なと思いました。
　また，松村先生は，この運営に向けてさまざま
なご苦労や大変な決断をされていたと状況をご報
告してくださいましたけれども，結果的に２万人
以上の参加者があったわけですから，準備委員会
の先生方のご努力の甲斐もあったのではないかな
と思っています。
　いずれにしましても，この厳しいコロナ禍にあっ
て，９チャンネルで 556 演題を配信した，完全オ
ンラインで行われた本学術大会は，小林先生はオ
ンライン学会のあり方に挑戦したと話されていま
したけれども，きわめて大きな成果を上げたので
はないでしょうか。
　冒頭，住友先生が，「終わりは次の始まり」とおっ
しゃっておりましたけれども，これから各種の専
門分科会，認定分科会，そして企業が，このイノ
ベーションロードマップを活用して歯科の未来を
創造していくべきだというふうに私は感じました
し，さらにこのイノベーションロードマップを拡
充していかなければならないと痛感しました。
松野　大久保先生，いつもながら的確なおまとめ，
ありがとうございます。ここで座談会が終わって
しまってもいいのではないかなというくらいきれ
いにまとめていただきました。

松野　続いては，第 24 回大会の住友会頭講演のタ
イトルの「歯科界をさらなる高みへ」をテーマに
進めていきたいと思います。第 24 回大会で見えて
きたものをいかに社会実装できるか，つまり第 24

回大会の終わりは，「歯科を通じた社会貢献」を社
会実装するスタートになり，歯科界の活性化につ
ながっていくものだと信じております。この「歯
科界をさらなる高みへ」について，住友先生から

歯科界をさらなる高みへ ～人材育成の重要性～33
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コメントをいただければと思います。
住友　日本歯科医師会も「歯科界の活性化」と言っ
ておられますが，今回，私はやはり人材だと思っ
ているところがあります。歯科の世界にできるだ
け多くの若者が，色々な能力を持った若者が来て
ほしいという思いがあって，公開フォーラムを企
画しました。
　あそこに登場された方々は，歯科というものが
コアになって，そしてダブルキャリア，プロフェッ
ションを別に持つと。そのときに言っておられた
のは，歯科医師というものと，自分のもう１つの
プロフェッショナルが支え合っているということ。
それが自信につながっているし，別分野に支持者
といいますか，サポーター，ファンもいるわけです
ね。歯科医師としての患者さんというファンがい
る先生もいる。それを２つ持っているということ。
　それから，自分が子供のころから色々養ってき
た能力を，歯科大学に入ることで終わりにするの
ではなくて，その能力を伸ばせる場所がある。す
なわち，多様性のある学生を採りたいという思い
があります。私は大学を離れていますけれども，
色々な，さまざまな能力のある人たちにぜひ歯科
大学・歯学部に来ていただきたい。そういう想い
があって企画しました。
　高校生はもちろんですが，小学生とか中学生と
か若い人たちと，その保護者の方をも対象にした
プログラムでした。ある大学受験の予備校が協力
してくれて，浪人生に歯科界が呼んでいるよと紹
介していただいたんです。あくまでも想像ですが，
小学生・中学生自身で登録して視聴されたのは稀
有だったでしょう。ご家族で見ている人はいたか
もしれない。対象とした保護者は別に一般の方で
なくて歯科の関係者でもいいわけです。今回の企
画によって，できるだけ多くの若い人材に歯科に
来ていただきたいということです。
　そしてもう１つ，とても重要なことなんですけ
れども，システム化ということですね。システム
というものがしっかりしていないと，何をやって
いいかがよくわからない。
　建物を建てるにしても，歯科の治療にしても，
すべて工程表があるんです。歯科の場合は，クリ
ニカルパスといいますね。行き当たりばったりで
はなくて，そういう工程表にのっとって物事をや
るという，システムとして考えるもの。あるもの
とあるものをくっつけるという，これが「新結合」

という日本語になっている。それもイノベーショ
ンなんですね。そういうものをこれから歯科界が
考えていかないといけない。もう縦の線というか
関係だけではなくて，横の線が特に必要なのでは
ないか。横の線というのは歯科だけではなくて，
歯科の分野においてももちろん横のつながりがあ
りますが，もっと違う世界の，そこにダブルキャ
リアを持っている人がいると，その世界はもっと
もっと広がるという，そういう想いもございます。
　それから，やっぱりスピード化が必要。時間が
かかってしまうものもあるでしょうけれども，や
はり早く何らかの形にしていかなければいけない
ということ。
　無駄もあってもいいように思う半面，やっぱり
効率的なシステム化と有効活用も考えていかなく
てはいけないでしょうね。
　例えば，私は趣味を通して，こちらの機械とこ
ちらの機械とこの機械をどういうふうに組み合わ
せて１つのシステムにしていくかということに，と
ても力を入れています。適当に持ってくればいいと
いうわけではない。
　SDGs の中のサステイナブルというのは「もっ
たいない」という考えがあるんですね｡ ですから，
生かしてあげなければいけない。人的・物的資源
をどういうふうに活かすかという，個々の組み合
わせもまた必要になってくるということです。す
べて高い能力を持った人ばかりではないけれども，
その人材をうまく組み合わせて物事をつくってい
くというか，進めていくということも必要ですね。
若者たちにそのような手法を身に付けてもらうと
すれば，小・中・高校は，直接的には関与できな
いけれども，少なくとも大学教育で，そういう手
法を身につけてもらうチャンスがある。多様な人
が活躍できる歯科界をつくることが，活性化にお
いて最も重要なことでしょう。改めて言えば，多
様な能力を持った学生に選んでもらえる受け皿を
構築する必要があります。
松野　住友先生から大変わかりやすいコメントを
いただけたと思います。
　まず，人材ですね。多様性のある学生，その人
材をいかに動かすか。これは，大学入学前の中・
高の段階から始まっているのかもしれませんが，
歯科大学に入ってからその個性・多様性を押し殺
してしまうことのないような教育をしていかなけ
ればいけないと感じました。
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　また，スピードと効率といった点，これはこの
活性化には欠かせないものであり，それが様々な
システム化につながっていくものと思います。
　松村先生，いかがでしょうか。この歯科界の活
性化，いかに歯科を通じた社会貢献を実装させる
かに関して，何かコメント，ご発言いただけます
でしょうか。
松村　活性化という点に関してですが，やはり教
育とか，いかに歯科の中に人材が入ってくるかが
大元の検討すべき内容と思います。
　今現在，歯科医師という職業をなりわいとして
いらっしゃる先生方のご家庭には，４代目の方は
明らかにもういらっしゃいますね。歯科医師と名
付かない時代も含めて５代目の方がいらっしゃる
としたら，初代から２代，３代，４代，５代と，
恐らく受けた教育が全く違うでしょう。科目の名
前も違うだろうし，臨床系の科目においては技術
も違うであろうし，使う材料，器械も違う。そういっ
たことで，１代ごとに，例えば親の世代に対して
子の世代が受ける教育とか，かなりの相違を持っ
た歯学教育を受けることになりますね。
　それとともに，患者層の変化であるとか，具体
的に申しますと幼少のころから高齢者になるまで
の間の口腔内の状態が非常に変遷をしているよう
な気がいたします。患者さんの状況の変化と，養
成課程の変化ということを鑑みますと，どのよう
な歯科医師を養成するか。そういったことを，今，
29 校，歯学部・歯科大学の先生方が常日ごろ考え
て行動されていると思います。そういう流れの中
に，いかに受験者の世代の人が入ってくるのか。
入ってくるには，その職種に対してはやはり魅力
がないといけないですよね。魅力とはどういう魅
力なのか。歯科医師になることにどういう魅力が
あるか。諸外国では入学者における学部の人気は
歯科が最上位という国もあります。そこと今現状
の日本との違いは何なのかといったことを，学会
あるいは歯科医師会の先生方がともに考えて行動・
活動していくことによって，なるべく有為な人材
に，たくさんこの世界に入っていただけると良い
と思います。
　この SDGs の５番目のところのジェンダーに関
しましては，今，歯学部は女性もかなり比率が増
えてまいりました。そういった変遷がございます
ので，色々なことを総括的に鑑みつつ，歯科界全
体でこれからの入学者の増強に努めるといった活

動を行っていくのがどうかなという気がいたして
おります。
松野　松村先生，ありがとうございます。人材に
ついては大学教育も色々変遷してきたわけですが，
今後，さらなる歯科界の活性化，つまり歯科の魅
力をいかに伝えていくか。それは，日本歯科医学
会の関連学会からもさまざまな発信をしていかな
ければいけない。そのまとめ役がこの日本歯科医
学会であり，そしてこの歯科イノベーションロー
ドマップなのかと思います。今後，患者層や社会
も変わってくる中で多様性を示していかなくては
ならないと思います。
　そして，SDGs の中の４番目，「質の高い教育を
みんなに」に関しては，「魅力ある歯科を」にする
ことを考えると，｢魅力ある大学教育｣ をしていく
努力をしなければならないと痛感しました。
　それでは，小林先生にも歯科界の活性化につい
てご意見，コメントをいただきたいと思います。
小林　歯科界の活性化，歯科を通じた社会的貢献
につながると思うのですが，歯科イノベーション
ロードマップは，歯学のすべての学会から未来予
想図として募ったものと考えます。このイノベー
ションマップは，住友会長が今までずっと色々な
ところで発言されていますが，マイルストーンな
わけですね。このマイルストーンとともに，少な
くとも 2040 年までの歯科の挑戦が明示された。そ
れが，ちょうど今回，2021 年のこの学会にもマッ
チして，各学会から「2040 年への挑戦」というタ
イトルが出たのだなと感じております。
　その中で，具体的な内容で言いますと，歯科界
の活性化というのは，１つは，私もそうですが，
各学会で発表をしたり論文を書いてきました。そ
こで終わっていた自分がいるのですが，住友会長
と仕事をして，色々な委員会で検討する際に，具
体的には一体何を検討するんだ，検討して何をす
るんだと言われました。何かというと，具現化し
なさいという意味です。私は歯科医療協議会を担
当させていただきましたが，それこそ歯科医療協
議会は具現化そのものでして，いわゆる公的保険
への収載，これが目的です。私たちの発表・論文
等の先にあるものは，国民の健康への寄与という
ことで，必ず具現化を目的としていく，それが保
険収載でありました。
　もう１つは，今，オーラルフレイルに関して，
日本歯科医師会，8020 財団とも連携して事業を進
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オブザーバーめています。このオーラルフレイル，口腔健康管
理ですが，保険には出てこない部分，いわゆる生
活の中で国民の健康を守るというところで，歯科
が絶対重要だと。健康寿命延伸のため重要な要素
４つの中のひとつが口腔健康管理であろうと，皆
さんが声を上げてくださっています。
　数年前，日本老年歯科医学会が「生きること，
食べること，老いること」ということをテーマに
された，あの題名そのもので，やはり生きること，
それは食べることであり，しゃべることです。「老
いていくこと」というのをテーマに，社会にどれ
だけ歯科医療が色々なことを提案，そして具現化
したものを医療として提案できるか。医療だけで
はなく，生活の中でいかに皆さんに生きる力を与
えるヒントを歯科界が提案するかということ自体
が社会貢献だなと。だから，歯科でやっている医
療行為，その他私たちの提案がすべて社会貢献と
して健康寿命延伸のためにつながる。生きる，そ
の機能の継続という意味で歯科医療が大切。「口腔
健康管理」という言葉を中心に今後進めていくこ
と自体が歯科界の活性化であり，歯科を通じた社
会貢献だなと思っております。
松野　小林先生，ありがとうございました。確か
に研究をやって論文を書いて終わり，色々な検討
会議をやってそれでおしまいといったところは
ちょっと耳の痛いところでもあります。やはり，
住友先生がよく口にされている，いかに具現化し
ていくかが重要であり，歯科が国民の健康へいか
に寄与できているか，つまり社会貢献できている
かなのだと思います。
　歯科イノベーションロードマップは歯科をさら
なる高みへ導く指南書とも言うべきもので，この
内容をどのように社会実装していくのかが歯科界
の活性化につながるのだと思います。
　他にもまだまだたくさんのアイデアや話し足り
ないところもあるかと思いますが，このあたりで
オブザーバーの大久保先生に最後のまとめのコメ
ントをお願いしたいと思います。

大久保　すばらしい座談会を聞かせていただきま
して，本当にありがとうございます。歯科界をさ
らなる高みへといいますか，要するに歯科界の活
性化のためには，住友先生がおっしゃいました，「基
本的には人材」だというご意見は，そのとおりだ
と思います。色々な能力を持った多様性のある若
者をたくさん集めて，そして歯学教育でそれを潰
すのではなく，どんどん能力を引き伸ばしていき，
人間的に魅力ある歯科医師を育成することができ
れば，歯科界も小さく閉じこもらずに，さらに拡
大していくのではないかなと思いました。これか
らは本当に歯科界全体ですばらしい人材の確保に
努めることが大切ですし，そのためには歯科の魅
力や可能性といったことを存分にアピールしてい
くべきだなと，今日の座談会を聞いて感じました。
以上でございます。
松野　大久保先生，どうもありがとうございまし
た。今回の座談会の出席者は全員歯科医師です。
我々は歯科の魅力を存分に伝えて歯科界の未来を
担う人材を育て，「歯科界をさらなる高みへ」と誘
わなければいけません。そのことをあらためて確
認できた有意義な座談会になったのではないかと
思います。
　本日は２時間にわたりさまざまなご意見をいた
だきありがとうございました。これをもちまして，
2021年度日本歯科医学会誌の特別企画座談会を閉
じさせていただきたいと思います。ご協力どうも
ありがとうございました。



日歯医学会誌：41，25，2022 ◦ 25

学 術 研 究

『令和３年度プロジェクト研究』

解説／日本歯科医学会常任理事　尾松素樹

　本学会事業計画において「歯科医療への学術的根拠の提供」を重点的に取り組むべき事業と位
置づけ，歯科医学・医術の進歩発展によって得られた学術的根拠を歯科医療現場に迅速に導入す
ることを目的に，本学会が競争的資金として研究費を提供する事業が「プロジェクト研究」である。
この事業は，平成19年（2007 年）度から研究の募集を開始し，令和３年度の募集で 15 回目となる。
令和３年度では，本事業に2,000万円の予算を計上している。
　この「プロジェクト研究」は学術的かつ高度な研究結果を診療報酬改定時の新技術導入のため
の一助とすることを主眼とし，平成26年（2014 年）度からは歯科医医療を変えるcutting-edge（最
先端）の研究についても選考対象としている。
　令和３年度プロジェクト研究公募テーマは，テーマＡ）「歯科界のニューノーマル（各種感染症
対策，高齢者の歯科治療体制の確立）」，テーマＢ）「これからの歯科医療の DX（AI・デジタルテ
クノロジーの応用）」，テーマＣ）「New for Old，疾病構造の変化を見据えた歯科ストックの確保
を目指して」で，テーマＡ）は６題，テーマＢ）は 10 題，テーマＣ）は６題，計 22 題の応募があった。
　学会執行部と学術研究委員会の委員長および副委員長が協議し，テーマＡ）からは①「微量唾
液を検体とした SARS-CoV-2 迅速スクリーニング検査法の確立と mobile 型 qPCR 装置（PCR1100）
の有用性の検討」（申請学会：日本口腔外科学会，研究代表者：里村一人　鶴見大学歯学部口腔内
科学講座）の１題，テーマＢ）からは②「デジタルフェノタイピングデータと生体データの組み合
わせを活用した歯科治療恐怖症の新しい診断法の開発」（申請学会：日本歯科麻酔学会，研究代表者：
鮎瀬卓郎　長崎大学歯学部歯科麻酔学）および③「Extended Reality 技術を応用し sustainable な
歯科教育を確立する」（申請学会：日本歯科医学教育学会・日本口腔診断学会・日本口腔外科学会，
研究代表者：片倉　朗　東京歯科大学口腔病態外科学講座）の２題，テーマＣ）からは④「高齢
者の医療・地域連携に貢献する高齢者対応型病院歯科の普及に向けた調査・研究」（申請学会：日
本老年歯科医学会，研究代表者：大野友久　浜松市リハビリテーション病院歯科）の１題，計４
題が採択された。
　研究期間は最大で２年間までで，中間報告書，総括成果報告書および収支報告書の提出がなされ，
その研究成果は本誌に掲載される予定である。
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■�公募テーマＡ「歯科界のニューノーマル（各種感染症
対策，高齢者の歯科治療体制の確立）」

　ニューノーマル（New Normal）とは，社会に大きな
変化が起こり，変化が起こる以前とは同じ姿に戻ること
ができず，新たな常識が定着することを指す。
　2020年年初から本格的に始まった COVID-19 の感染は
瞬く間に世界的大流行となった。
　COVID-19 の感染拡大に伴い，医療機関はこれまで以
上に感染防止対策に取り組んでいるところであるが，こ
れまで通院されていた方，生活様式が大きく変化し不
調を来した方が感染リスクを恐れて，医療機関への受
診を控えたり，先延ばしするといった現状が顕著であ
る。COVID-19 は唾液中にも存在し，この唾液に暴露す
る機会の多い歯科診療では特段の感染対策を講じ，必要
がある。このような状況下，歯科医療を担う私たち医療
人にとって，これまでに蓄積したデータを基に，安全か
つ安心な歯科医療を提供できるシステム構築が急務であ
る。また，現時点で歯科界では大規模なクラスターが発
生していないことが報告されており，歯科界から独自の
COVID-19 に対する感染対策を提言をすることは，歯科
界全体が総力を上げて取り組むべき重要な課題である。
　一方，超高齢社会である我が国において，高齢者に対
して訪問診療・摂食嚥下障害およびオーラルフレイルの
予防を行うことは，健康長寿を実現させるためには極め
て重要なことである。今後ますます進行するであろう超
高齢社会において，さらに適切な医療を提供すること，
また，それに加えて得られる副次的効果としての医療費
削減を目指すことは，我々が取り組むべき重要な課題で
ある。
　本プロジェクトでは，これから求められる歯科界の
ニューノーマル（新たな常識）を想定した COVID-19 を
はじめとする各種感染症対策，および高齢者に対する歯
科治療体制確立を中心課題とした研究を公募する。

■�公募テーマＢ「これからの歯科医療のDX（AI・デジ
タルテクノロジーの応用）」

　DX（Digital Transformation，デジタルトランスフォー
メーション）は，2018 年に経済産業省が，有識者による

「デジタルトランスフォーメーションに向けた研究会」を
設置した以降，急速に拡がった用語であり，その注目度
は拡大している。
　DX の意味は，デジタル技術を浸透させることで人々
の生活をより良いものへと変革すること，既存の価値観

や枠組みを根底から覆すような革新的なイノベーション
をもたらすものとされている。また，経済産業省が平成
30 年に発表した「DX 推進ガイドライン Ver.1.0」では，
企業がビジネス環境の激しい変化に対応し，データとデ
ジタル技術を活用して，顧客や社会のニーズを基に，製
品やサービス，ビジネスモデルを変革するとともに，業
務そのものや，組織，プロセス，企業文化・風土を変革し，
競争上の優位性を確立することと定義している。
　現在，歯科の多くの分野でデジタル化が進んでいるが，
遠隔診療，診断における AI 導入，診療・教育における
VR（仮想現実），AR（拡張現実），MR（複合現実）の導
入等で，患者・社会のニーズの意識変化とともに，歯科
医療の提供サービス，ビジネスモデルの変革，即ち，業
界文化の変革が期待される。さらに，歯科医学界への AI
やデジタルテクノロジーの導入は，提供する歯科医療の
改善のみならず，医療費の削減にも影響するので，歯科
医学界にも極めて重要な課題である。
　本プロジェクトでは，前述の DX の概念に基づいた歯
科医療の DX につながる，AI 導入，デジタルテクノロジー
の開発・応用等，これらに関係する幅広い研究を公募する。

■�公募テーマＣ「New for Old，疾病構造の変化を見据え
た歯科ストックの確保を目指して」

　昨今，歯科医療における疾病構造の変化は目覚ましい
ものがある。また，それを取り巻く歯科医療環境も大き
く変化している。また，歯科点数表においても，検査，
画像診断，処置，手術，麻酔，歯冠修復および欠損補綴
等で，現状に不一致な項目や算定頻度の低い項目は削除
されるようになった。
　「削る」，「詰める」，「被せる」に代表された歯科治療は，
硬組織疾患に対するものであるが，前述のように疾病構
造の変化にともない，今が正しく，大きな変曲点を迎え
ており，歯科医療に対する現在のニーズに合致した新た
な価値観で，さまざまな検査や治療法を導入すべき時期
に直面している。
　本プロジェクトでは，既存検査の再考，保険収載に向
けた新しい各種治療，多様化する歯科治療に対する新規
検査，また，ますます進む超高齢社会における高齢患者
および有病者の歯科治療体系構築について，比較的早期
に具現化可能と思われるもの，先を見越した長期的に視
野に立ったものについて，大局的なものから近視眼的も
のまで幅広い研究を公募する。

現在遂行中の令和３年度プロジェクト研究課題
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１．�はじめに：
　　人生 100 年時代に向けて口腔健康を
　　支えるための視点とは

　在宅歯科医療対象者である在宅療養高齢者の介
護が必要となった原因は，１位：認知症（18.7％），
２位：脳血管疾患（15.1％），３位；高齢による衰
弱（フレイル）（13.8％），さらにフレイルが主原
因で生じる転倒・骨折（12.5％）が４位である（平
成 30 年内閣府）。要介護の原因の約３割を占める
「認知症」および「フレイル」のリスクを有する高
齢者に対する包括的な歯科専門職の対応方法は標
準化されておらず，検討する上での知見も十分と
は言えない。本研究の別調査結果においても，要
介護高齢者において歯科治療の必要性を認めた者
は 64.3% いたにもかかわらず，そのうち１年間で
実際に歯科治療を受けた者は 2.4％に留まっていた

（図１）。
　現在の高齢者の口腔に目を転じると，8020 運動
の奏功により高齢者の現在歯数は増加の一途をた
どり，う蝕や歯周病への対応も求められる。さら
に欠損補綴としてインプラント治療経験を有する
高齢者の数も増加しており，今後はこういった多

フレイルおよび認知症と口腔健康の関係に焦点化した
人生100年時代を見据えた歯科治療指針作成に関する研究

生涯研修コード 34 06
学 術 研 究

平成31年度（令和元年度）採択プロジェクト研究
Ａ．人生100年時代を見据えた歯科治療指針に関する研究

平野浩彦１，＊），佐藤裕二２），飯島勝矢３），小玉　剛４），古屋純一２），上田貴之５），
恒石美登里６），渡邊　裕７），岩崎正則８），小原由紀８），枝広あや子８）

　本研究は口腔健康を阻害する因子としてのフレイル・認知症の位置付けを明確にするこ
とを目的に，地域在住高齢者（1,819 人）を対象に検討した。本研究から得られた知見は，
口腔機能評価項目の特性（加齢，現在歯数の影響など），さらには現在歯数別の対象者の
特性（身体機能，認知機能など）を視野に入れ，個々の状況に応じた口腔機能管理の必要
性を示すものであった。つまり，高齢期口腔機能管理を実施する上で，現在歯数は可逆性
が無く（一度失った自身の歯は回復できない）それに大きく影響される口腔機能の特性を
再認識すること，さらに，健康寿命延伸施策で注目されている，フレイルと認知機能も包
含した対応の必要性が示唆された。

抄　　　録

現在歯数，フレイル，高齢者，口腔機能，栄養キーワード

受付：2021年12月19日	 （＊：研究代表者）
１）	 東京都健康長寿医療センター　歯科口腔外科
２）	 昭和大学歯学部　高齢者歯科学講座
３）	 東京大学　高齢社会総合研究機構
４）	 日本歯科医師会

５）	 東京歯科大学　老年歯科補綴学講座
６）	 日本歯科総合研究機構
７）	� 北海道大学　大学院歯学研究院　口腔健康科学分野　

高齢者歯科学教室
８）	 東京都健康長寿医療センター研究所

対象：要介護高齢者　290名（平均年齢　86.9±6.6歳）
特定地域の，在宅療養，認知症グループホーム，通所サービス，療養病棟，
老人保健施設，特別養護老人ホームの入所，利用者など

歯科治療（義歯・う蝕・歯周疾患・粘膜疾患・保湿）の必要性の有無を
歯科医師が判定

64.3％ 35.7％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
必要性あり 必要性なし

歯科治療が必要な64.3％のうち１年間で実際に歯科治療を受けた者は2.4％

図１　要介護者の口腔状態と歯科治療の必要性と治療実施状況



28◦平野浩彦ほか：フレイル，認知機能に焦点化した高齢者口腔機能管理

様化した高齢者の口腔環境に応じた適切な口腔管
理を行うことが求められている。しかしながら，
認知症およびフレイルに焦点を当てた歯科的ニー
ズに関する知見の集積はなされていない。人生 100
年時代を見据え，高齢者が住み慣れた地域でその
心身状態に応じた適時適切な歯科医療を享受する
ためには，通院が可能な時期からの予防的かつ予
知性を持った対応を標準化することが必要である。
以上の現状を踏まえ，本研究の目的は，要介護と
なり歯科通院が困難となった高齢者の口腔の健康
を維持・回復するための具体的な歯科治療指針の
作成に資する基礎的知見を，健康寿命延伸プラン１）

の基本的方向性と目標に示される，「認知症」およ
び「フレイル」に焦点化し蓄積することと設定し
た（図２）。

２．研究の概要

　8020 運動達成者の割合が５割を越え，高齢期歯
科口腔保健活動の目途の一つにオーラルフレイル
管理２）が加わった。高齢者の口腔環境（現在歯数，
機能歯数など）は多様化しており，その多様性に
応じた口腔機能管理に資する疫学データ作成は重
要と考える。特に現在歯数は不可逆で回復するこ
とが無い項目であるため統計学的処理を行う場合，

年齢，性別と同様に調整変数（影響を除外する項目）
として扱われることが多い。本研究では，現在歯
数を，０本，１～９本，10 ～ 19 本さらに 20 本以
上の４群に分け各群の特性を検討した（結果の表
示は現在歯数０本群，20 本以上群とした）。現行
の口腔機能低下症のアウトカムが栄養状態（簡易
栄養状態評価表［Mini Nutritional Assessment Ⓡ 
Short-Form：MNAⓇ-SF］）３）であることから，
栄養状態（MNAⓇ-SF）に影響する因子を現在歯
数群別に解析した。

１）目　的
　多様化した高齢者の口腔環境を視野に入れた高
齢期口腔機能管理に向けた基礎的資料の作成を目
的とした。

２）方　法
　本研究は，65 歳以上の高齢者を対象として実施
しているコホート研究（主催：東京都健康長寿医
療センター）参加者の統合データを用いた。草津
研究は群馬県草津町の，お達者研究および高島平
スタディは東京都板橋区の地域在住高齢者を対象
として継続的に実施されている。参加者のうち，
すべての調査項目の実施に協力を得られた1,819 名
（女性 1,110 名，男性 709 名，平均年齢 76.1 ± 6.3 歳）
を解析対象者とした。本研究では，現在歯数，機
能歯数，Tongue coating index（TCI），口腔粘膜湿
潤度（口腔湿潤計），咬合力（咬合力測定システム
用フィルム），Oral diadochokinesis（ODK）/ta/，
咀嚼機能（咀嚼能力測定用グミゼリー），嚥下機
能（基本チェックリスト），日本語版フレイル基準
（Japanese version of the Cardiovascular Health 
Study：J-CHS），握力，歩行速度（５m通常歩行
速度），MNAⓇ-SF，Body mass index（BMI），血
清アルブミン値（Alb），骨格筋量指数（Skeletal 
Muscle Mass Index：SMI），精神状態短時間検査－
改 訂 日 本 版（Mini Mental State Examination-
Japanese：MMSE-J）を評価した。また，J-CHS
基準に従ってプレフレイルとフレイルの判定を，
Asian Working Group for Sarcopenia：2019 のア
ルゴリズムに従ってサルコペニアと重症サルコペ
ニアの判定を行った。群間の連続変数に関する解
析にはMann–Whitney の U 検定，あるいは対応
のない t検定を，カテゴリ変数にはカイ二乗検定
を用いた。また，加齢との関連を評価するため，

図２　�口腔健康を阻害する因子としてのフレイル・認知症の位置
付け（イメージ）

　要介護の原因として脳卒中などの疾患だけではなく「フレイル」
が注目され，フレイル予防が国家戦略として位置付けられた。口
腔機能低下（オーラルフレイル）さらにフレイルの重度化にとも
ない，様々な社会的および身体的な課題（サルコペニア，運動機
能障害，低栄養など）が生じる。またその加速因子として「認知症」
が大きな問題となっている。これらの過程での歯科的課題等を把
握することにより，要介護高齢者などに対する在宅歯科医療に至
る継続的な歯科医療提供を円滑に実施する上での基礎的知見作成
を実施した。
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年齢と各項目の相関係数を算出し，さらに年齢と
Mantel-Haenszeltest for trend を実施した。そし
て，MNAⓇ-SF による低栄養リスク判定を従属変
数としたロジスティック回帰分析を実施した。

３）結　果
⑴前期後期高齢者群比較
　男女別に前後期高齢者の歯数を比較した結果，
現在歯数は年齢とともに有意に減少していること
が示された（図３）が，機能歯数は前後期高齢者
間で有意差を認めなかった。この結果は，本研究
のほとんどの対象者は，歯の欠損部に対して補綴
治療が行われていることを示している。舌の巧緻
性を表す ODK /ta/（図４）や舌の筋力を表す舌
圧（図５），食品をかみ砕く力を示す咀嚼機能（図６）
は後期高齢者の方が低値を示しており，年齢とと
もに機能が低下することが明らかとなった。その
一方で，舌苔の付着度を示すTCI や咬合力，嚥下
機能は前後期高齢者間で明確な差は認められず，
加齢以外の要因の影響が強いことが伺える。特に
咬合力は，女性において後期高齢者の方が高い値
を示すという逆転現象が起きており，加齢や現在
歯数以外の要因の方が強く影響している可能性が
示された。年齢と調査項目との関係を検討した結
果では，口腔粘膜湿潤度，ODK /ta/，舌圧，咀嚼
機能は年齢との間に有意な負の相関関係が示すが，
関連の強さは弱かった。TCI，咬合力は年齢と無
相関であった。

⑵現在歯数群別比較
　本調査対象後期高齢者の現在歯数 20 本以上群は
女性 55.8%，男性 53.4％，その一方現在歯数０本群
は，女性 9.4%，男性 10.5％であった（図３）。現在
歯数０本群では，男女に共通して前後期高齢者間
で有意差を示す口腔機能は認められなかった。口
腔機能のうち，舌圧のみ男性後期高齢者で有意に
低値を示した。現在歯数が 20 本以上群では，咬合
力，ODK /ta/，舌圧が男女に共通して前後期高齢
者間で有意な差を認めた。ODK /ta/ と舌圧は，前
後期高齢者に比べて後期高齢者の方が低値であっ
た（図４，５，６）。

⑶ロジスティック回帰分析結果
　現在歯数群別の低栄養の口腔機能も含めた関連
因子を検討することを目的に，現在歯数群別に解

2.8 6.8

17.5

73.0

女性・前期高齢者

5.6
5.2

13.9

75.3

男性・前期高齢者

9.4

16.2

18.6
55.8

女性・後期高齢者

10.5

16.9

19.2

53.4

男性・後期高齢者

（図中数字は％）

０本 １～９本 10～19本 20本以上

図３　現在歯数 4群の前後期高齢者別割合（男女別）
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析を行ったが，紙面の制約で現在歯数０本群と 20
本以上群の多変量解析結果のみ掲示した（図７）。
現在歯数０本群の後期高齢者と 20 本以上群の前後
期高齢者の集団に共通して，口腔機能のうち舌圧
の低下が低栄養状態に関連していることが示され
た。また，現在歯数が 20 本以上群の前期高齢者で
は咀嚼機能の低下が，後期高齢者ではサルコペニ
アや認知機能の低下も低栄養状態に関連している
ことが明らかとなった。

３．高齢者口腔機能管理の展望

　本研究では，超高齢社会に向け後期高齢者栄養
障害リスクに関して口腔関連項目，さらに健康寿
命延伸に深く関与する，フレイル（サルコペニア）
さらに認知機能の関係について検討した。口腔機
能低下症の診断に使用する７項目（嚥下機能は診
断基準以外の評価）と年齢の関係は，TCI，咬合力，
嚥下機能以外は弱いものの有意な相関を認めた。
このような各口腔機能の加齢変化の様相を理解し，
高齢期口腔機能管理を進めることが必要である。
現在歯数と口腔機能の関連性はこれまでの多くの
調査知見があるものの，現在歯数別に各機能の様
相を整理した知見は少なく，本研究の結果は口腔
機能管理計画を作成する際に現在歯数の重要性を
示唆するものである。8020 運動が円滑に進み達成
者は５割を越えたが，今回の調査では後期高齢者

群において，現在歯数 20 本未満群が約４割，さら
に０本群※は約１割認めている（図３）（※本研究
のデータの現在歯数０本群の平均機能歯数は 28 本
であることから事実上総義歯群である）。本稿では，
20 本以上群と０本群の結果のみ示したが，現在歯
数と各口腔機能関連項目との相関の強さは異なっ
ていた（未掲載）。例えば，ODK，舌圧と，咀嚼
機能の加齢変化（前後期高齢者比較）と，20 本以
上群と０本群との差（図４〜６）は異なる。つまり，
口腔機能関連項目の多くは加齢の影響を受けてい
るが，咀嚼機能に代表されるように加齢に加え現
在歯数の影響を強く受ける特性を持つ項目がある。
このことは口腔機能管理を行う上で，現在歯数を
把握することの重要性を示唆するものである。
　本研究は口腔健康を阻害する因子としてのフレ
イル，認知症の位置付けを検討することを目的と
した研究であるが，現在歯数 20 本以上群において，
フレイルの構成因子であるサルコペニア，認知機
能（MMSEスコア）が，舌圧とともに加齢の影響
を除外しても栄養障害のリスクとなっていること
が示唆された。つまり，現在歯数を多く維持して
いる高齢者は，口腔機能だけでなくフレイルおよ
び認知機能低下も視野に入れた包括的な管理の必
要性があることを示しており，日本歯科医師会か
らのオーラルフレイル概念との整合性も取れた結
果と言えよう。一方で，現在歯数０本群（総義歯群）
では，栄養障害のリスクとして舌圧が統計学的に
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図７　現在歯数群別低栄養リスク（MNA）因子の検討（多変量ロジスティック回帰分析：有意な項目のみ提示）
　栄養障害を生じるリスクをオッズ比で示した。
　現在歯数 20 本以上群：栄養障害のリスクとして，女性であること，舌圧が下がること，サルコペニアであ
ること，MMSE（23 点以下）低下する，以上が有意なリスクとして示唆された。現在歯数０本群：栄養障害
のリスクとして，女性であること，舌圧が下がること，以上が有意なリスクとして示唆された。
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有意な項目として確認され，現在歯数を多く維持
している群とは異なる結果であった。
　今回，本研究から得られた知見として，口腔機
能評価項目の特性（加齢，現在歯数の影響）が把
握され，さらには現在歯数別の対象者の特性（身
体機能，認知機能など）を視野に入れた高齢期口
腔機能管理の必要性が確認された。現在の高齢者
の口腔環境は多様化していることから，大規模デー
タによる，より詳細な検討が必要である。特に回
復が困難な現在歯数に大きく影響される口腔機能
の特性を踏まえ，健康寿命延伸施策で注目されて
いる，フレイル，認知機能も包含した口腔機能管

理ニーズの整理が急務であると考える。
◆

　本項に関し，開示すべき利益相反はない。
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１．はじめに

　超高齢社会における健康寿命の延伸には，口腔
機能の維持が重要であり，歯科的な対策を講じる
ことの必要性が高まっている。口腔機能低下に対
しては，直接口腔機能の面からのアプローチが多
い。このことは機能低下を来した場合の対処に
加え，予防としての口腔機能への対処も含まれ

る１）。高齢者の機能賦活に関しては，直接機能に
対する介入のみならず，間接的なアプローチの重
要性も示唆されており，その一つに化粧療法２）が
ある。化粧をした高齢者が元気になり，周囲の高
齢者にも活気が漲ったという話を耳にする。この
ことは審美性に関心を抱くことで精神面での賦活
化が影響しているものと考えられている。一方，
このような点に関し，口腔の審美という歯科の視
点に着目した研究はほとんどなされていない。そ

AI 活用によるオンライン口腔健康管理システムの
構築に関する研究

生涯研修コード 26 05
学 術 研 究

平成31年度（令和元年度）採択プロジェクト研究
Ｂ．オンラインシステム等を用いた新規診断法の確立

藤澤政紀１，＊），三浦賞子１），磯貝知範１），新谷明一２），前野雅彦３），小峰　太４），
保坂啓一５），峯　篤史６），佐藤洋平７），大久保力廣７），大槻昌幸８）

　超高齢社会における健康寿命の延伸には，口腔機能の維持が重要である。口腔機能低下
に対しては，機能の面からのアプローチが多い一方，予防の観点から口腔の審美に着目し
た研究はほとんどなされていない。そこで，「口腔機能低下症，オーラルフレイルに対す
る予防手段として，口腔の審美に関心を抱くことが関与する」という仮説を設定し AI 活
用による新しい口腔健康管理システムを用いて検証することとした。なお，本発表では中
間結果の報告を行うことで本研究の妥当性を検討した。
　一般社団法人日本歯科審美学会会員の所属する病院および歯科医院に通院している 60
歳以上の患者のなかで調査の主旨に同意が得られた 54 名（男性 26 名，女性 28 名，年齢
60 ～ 91 歳，平均年齢 71.2 ± 6.9 歳；mean ± SD）を対象に 20 項目の質問票ならびに口腔
内所見，全身状態の関連を AI により解析した。本研究は明海大学（承認番号 11000689-
A1930），日本歯科審美学会（承認番号 2020-001）の倫理審査で承認を得て実施した。
　機械学習を実施するため，データの 75％を解析対象とし，25％を検証用に分割しデータ
の標準化を行った。サポートベクターマシンによる学習曲線の解析結果をもとに，特徴量
の重要度を最適化した結果，「審美性に対する関心」の質問項目に高い関心を示す場合，「口
腔内の問題による活動制限」，「見た目の良くない歯の存在」等の項目に対し「全くない」
と回答する傾向が高い結果となった。AI 解析では主観を排除して関連項目を検出するこ
とから，本手法が経年的な変化を追跡するコホート研究に対しても応用できると考える。
　AI 解析はオーラルフレイル予防に効果的なポピュレーションアプローチのエビデンス
となる調査を行う場合，今回の手法が利用できるものと期待される。

抄　　　録

AI，口元の審美意識，健康寿命，咀嚼機能，バーセルインデックスキーワード

受付：2020 年 10 月 10 日	 （＊：研究代表者）
１）�明海大学歯学部　機能保存回復学講座　クラウンブリッ

ジ補綴学分野
２）日本歯科大学生命歯学部　歯科理工学講座
３）日本歯科大学生命歯学部　接着歯科学講座

４）日本大学歯学部　歯科補綴学第Ⅲ講座
５）徳島大学大学院医歯薬学研究部　再生歯科治療学分野
６）�大阪大学大学院歯学研究科　クラウンブリッジ補綴学分野
７）鶴見大学歯学部　有床義歯補綴学講座
８）東京医科歯科大学大学院　う蝕制御学分野
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こで，口腔機能低下症，オーラルフレイルに対す
る予防手段として，口腔の審美に関心を抱くこと
が関与する，という仮説を設定した。本研究の最
終的な目標は，患者の口腔内情報と，質問票に
よる口腔に関する意識を入力することで artificial 
intelligence（AI）によるオーラルフレイル防止に
関する患者個々の適切な指導プログラムを提示す
ることにより，健康寿命延伸に寄与することであ
る。今回の報告内容は，システム構築に必要な基
礎的データを蓄積し，AI の学習に有効なデータの
収集と解析方法の検証を行ったものである。

２．研究方法

１）調査方法
⑴�対象者：一般社団法人日本歯科審美学会会員の
所属する病院および歯科医院に，歯科治療のた
めに通院している 60 歳以上の外来患者に対し，
図１に示す手順に従い，調査の主旨に同意が得
られた 54 名（男性 26 名，女性 28 名，年齢 60
～ 91 歳，平均年齢 71.2 ± 6.9 歳 ; mean ± SD）
を対象とした。
⑵�審美意識調査：Larsson ら３）の Orofacial Esthetic 
Scale ならびに Slade ら４）の oral health impact 
profile ならびにその日本語版５）を参考に作成し
た，歯および顎口腔の審美に対する関心を調査
する 20 問の質問票（図２）を用いた自己記載に

よる調査を実施した。
⑶�咀嚼スコア：平井ら６）の摂取可能食品アンケー
トを用いた自己記載による調査を実施した。
⑷ �Barthel Index：ADL（activities of daily living）
に関する調査項目として 10 項目の質問票から
なる Barthel Index７）を用いた自己記載による
調査を実施した（図３）。

⑸�全身状態：アンケート形式で基礎疾患等の既往
の有無を自己記載による調査で実施した。
⑹�診療録記載内容調査：口腔内所見を診療録から
抽出し歯式，歯周組織所見を記入した（図４）。
記入された情報から，残存歯数，機能歯数，咬
合支持歯数，咬合支持域数，平均プロービング
デプス値，BOP（bleeding on probing）率，平
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図１　調査の流れ

１：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，発音しにくい
ことがありますか ?

２：	「見た目がよくない歯があるな」と思うことはありますか ?
３：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，あなたの外観

に影響していると感じることがありますか ?
４：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，味覚が悪くなっ

たと感じることがありますか ?
５：	 口の中にズキズキした痛みがありますか ?
６：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，食べづらいな

あと思うことがありますか ?
７：	 歯科の問題で悩んだことがありますか ?
８：	� 歯・お口あるいは入れ歯のために，人前を気にしたこと

がありますか ?
９：	� 歯・お口あるいは入れ歯の見た目が気に入らなかったこ

とはありますか ?
10：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，緊張するよう

なことがありますか ?
11：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，食事が楽しく

なかったことがありますか ?
12：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，笑うことをた

めらってしまうことがありますか ?
13：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，食事を中断す

ることがありますか ?
14：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，リラックスし

にくいと感じることがありますか ?
15：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，少し恥ずかし

い思いをしたことがありますか ?
16：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，ほかの人に少

しおこりっぽくなることがありますか ?
17：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，日常の家事・

仕事にさしさわるようなことがありますか ?
18：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，人生を不満に

思うことがありますか ?
19：	� 歯・お口あるいは入れ歯に問題があって，十分に活動で

きないようなことがありますか ?
20：	⻭ ・⼝元の⾒た⽬に関⼼がありますか ?（０から 10 で選択）

図２　質問票
項目 1～ 19 は５段階（いつも，しばしば，ときどき，ほとんどない，
まったくない）で回答し，20 には 11 段階（０：全くない～ 10：
非常にある）で回答する
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均動揺度を算出した。
⑺�口腔内写真撮影：５枚法による口腔内写真を撮
影した。

２）集計方法ならびに解析方法
⑴集計方法
　全ての項目を，Google フォームに入力し，個
人が特定できないよう暗号化したデータとして集
計した。なお，審美意識，咀嚼スコア，Barthel 
Index，全身状態等の質問票に関しては，被検者自
身がGoogle フォームに入力し，口腔内所見に関し
ては研究協力者がGoogle フォームに入力した。口
腔内写真データは被検者 IDを付与して匿名化し研
究代表者のサーバーに格納した。なお，調査に際
しては，研究代表者が所属する明海大学の研究倫
理審査委員会の承認（承認番号A1930）を得，そ
の後一般社団法人日本歯科審美学会の倫理審査委
員会の承認（承認番号 2020-001）を得て実施した。
⑵解析方法
　本来経年的な調査結果を前向きコホート調査と
して行う予定であるが，コロナ感染拡大に伴い，
調査開始が遅れたため，初年度分の 54 名のデータ
について質問票の結果を横断的に解析した。機械

学習によるAI 解析を行い，質問項目#20，即ち
「歯・口元の見た目に関心がありますか？」という
質問に最も関連のある項目を検出することを試み
た。この方法は，本研究の最終的な目標を達成す
る際の解析手法としての妥当性を確認するという
点でも意味のある解析と考える。
　解析にはパーセプトロン，ランダムフォレス
ト，サポートベクターマシン，Ｋ近傍，ロジス
ティック回帰などが適応できるが，今回はサポー
トベクターマシンにて学習した。また，Recursive 
Feature Elimination により有用な特徴量を選択し
解析の最適化を図った。

３．結果と考察

１）サポートベクターマシンによる学習の検証結果
　機械学習を行うためには，データの 75％を解
析対象とし，25％を検証用に分割しデータの標準
化を行う。適切な学習が行われると，学習デー
タ（training accuracy）の学習サンプル数が増加
するにつれ精度は低下し，検証データ（validation 

バーセル・インデックス（Barthel Index）の
10 項目の配点・判定基準

①�食　事
　　10点：自立，５点：見守りや介助を要する，０点：全介助
②�移　乗
　　�15 点：介助無しで動作可能，10 点：軽度の介助や監視・

声掛けが必要，５点：座ることはできるがほぼ全介助，
０点：全介助・不可能

③整　容
　　５点：自立，０点：部分介助・不可能
④トイレ動作
　　10 点：自立，５点：部分介助，０点：全介助・不可能
⑤�入　浴
　　５点：自立，０点：部分介助・不可能
⑥�歩　行
　　15 点：45m 以上の歩行，10 点：45m 以上の介助歩行
　　５点：45m 以上車いすでの操作可能，０点：全介助
⑦階段昇降
　　10 点：自立，５点：介助または監視必要，
　　０点：不能（全介助）
⑧着替え
　　10 点：自立，５点：部分介助，０点：全介助
⑨排　便
　　10 点：失禁なし，５点：ときに失禁あり，０点：全介助
⑩排　尿
　　10 点：失禁なし，５点：ときに失禁あり，０点：全介助

図３　Barthel Index の項目と配点 図４　口腔内所見の入力例
上段：歯式，中段：ペリオチャート（下段左：歯式からの集計結果例，
下段右：ペリオチャートからの集計結果例）
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accuracy）では精度が増加することが知られてい
る。サポートベクターマシンによる学習曲線の解
析結果では，今回のデータ数では学習データの低
下がみられないことから，過学習であることが理
解できる（図５）。この解決方法としてはパラメー
タの最適化（ハイパーパラメータの探索），特徴量
選択の最適化，データ数の増加が考えられるが，
今回の研究での対応策としては調査対象者数を増
員する必要があることが理解できた。

２）特徴量選択の最適化
　特徴量の重要度をもとに最適化したところ，12
の要素が選択され学習データが 45％まで低下し検
証データの上昇が確認できた（図６）。
　今回の解析結果から「歯・口元の見た目に関心
がありますか？」という質問に高い関心を示すと
答えた人は，質問項目 #19 の「歯・お口あるいは
入れ歯に問題があって，十分に活動できないよう
なことがありますか？」，２の「見た目がよくない
歯があるな」と思うことはありますか？」，９の「歯・
お口あるいは入れ歯の見た目が気に入らなかった
ことはありますか？」に対し，いずれも「全くない」
の選択肢への回答と強い関係があることが分かっ
た（図７）。この結果は当然と捉えられるが，一般
的に質問の内容を理解し，主観的に判断すること
が「当然」と捉える理由であろう。一方，AI によ
る機械学習では主観が入る余地がなく，（その関連
性の高くなる理由はさておき）関連性が高いこと
を客観的に示したものである。その意味では，本
研究の最終目的である，前向きコホート調査の解
析にも十分応用できるものと考えられる。AI によ
る客観的な判断とヒトによる主観的な考察，理由
付けが将来，本研究の本当の目的を達成すること
に繋がるものと期待したい。

４．まとめ

　60 歳以上の歯科治療を希望して来院した 54 名
を対象に，口腔内所見，自己記入式質問票による
調査を行った。作成した質問の入力システム，口
腔内情報を数値化するデータ入力システムの有用
性が確認できた。調査内容を機械学習によるAI 解
析で調べた結果，口腔の審美に関心があることに
深く関与する質問項目を抽出できた。さらに調査
を発展させることにより，オーラルフレイル予防
としてポピュレーションアプローチを行う根拠と
なるエビデンスが得られることが期待される。
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亮祐，本田順一，宮内修平，宮前守寛，六人部慶彦，米倉
和秀（敬称略，五十音順）
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図７　学習モデル
質問項目の#19，#2，#9 などが関連の高い項目として抽出された

図５　学習曲線
学習データ（実線）の正解率が高く検証データ（破線）の正解率
が低い

図６　自動抽出後の学習曲線
学習データ（実線）の正解率が低下し検証データ（破線）の正解
率が若干上昇した
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Development of a Novel Oral Health Management System 
Utilizing AI

Masanori Fujisawa1), Shoko Miura1), Tomonori Isogai1), Akikazu Shinya2), Masahiko Maeno3),
Futoshi Komine4), Keiichi Hosaka5), Atsushi Mine6), Yohei Sato7), Chikahiro Okubo7), Masayuki Otsuki8)

1) �Division of Fixed Prosthodontics, Department of Restorative & Biomaterials Sciences, Meikai University School of 
Dentistry

2) Department of Dental Materials Science, School of Life Dentistry at Tokyo, The Nippon Dental University
3) Department of Adhesive Dentistry, School of Life Dentistry at Tokyo, The Nippon Dental University
4) Department of Fixed Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry
5) Department of Regenerative Dental Medicine, Tokushima University Graduate School of Biomedical Sciences
6) Osaka University Graduate School of Dentistry, Department of Fixed Prosthodontics
7) Department of Removable Prosthodontics Tsurumi University School of Dental Medicine
8) �Cariology and Operative Dentistry, Graduate School of Medical and Dental Sciences, Tokyo Medical and Dental 

University (TMDU)

abstract
Maintaining oral function is important for extending the healthy life expectancy in a super-aged society. Although there are 

many functional approaches to oral dysfunction, few studies have focused on oral esthetics from the prevention perspective. 
Therefore, a survey was conducted based on the hypothesis of "consciousness of oral esthetics can prevent oral hypofunction 
and oral frailty" with a new oral health management system utilizing artificial intelligence (AI). In this interim result report, 
the validity of this study was examined.

Fifty-four patients aged 60 and over (26 males, 28 females, average age 71.2 ± 6.9 years old) who were treated and/
or cared for at dental clinics employing members of the Japan Academy of Esthetic Dentistry were surveyed. A 20-item 
questionnaire, including oral findings, dental records, periodontal status, and general health condition, was analyzed by AI. 
This study was conducted after approval by the ethics committee of Meikai University (11000689-A1930) and the JAED 
(2020-001).

In order to carry out machine learning, 75% of the data was analyzed and 25% was divided for verification, and the data 
were standardized. 

 After optimizing the importance of features based on the analysis of the learning curve by the support vector machine, 
those with a high interest based on the question item of "interest in esthetics" had a high rate of answering “not at all” to 
the items of "activity restrictions due to problems in teeth or oral cavity" and "existence of unsightly teeth". As AI analysis 
excludes subjectivity and detects related items themselves, this method is expected to be applied to cohort studies that track 
changes over time to provide evidence of a population approach to prevent oral frailty.

keywords : �AI, Esthetic Consciousness for the Dental Appearance, Healthy Life Expectancy, Masticatory Function, Barthel 
Index
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学 際 交 流

第37回歯科医学を中心とした総合的な研究を推進する集い
開催日：令和４年２月 15 日（火）
会　場：オンライン（ライブ）配信 
主　催：日 本 歯 科 医 学 会

『歯科医学を中心とした総合的な研究を推進する集い』
解説／日本歯科医学会常任理事　尾松素樹

　「集い」は，臨学産協同を含めた学際分野との交流の
場として，昭和 59 年（1984 年）に第１回が開催され，
以降毎年開催されている。第 37 回集いは，令和３年 10
月に全国の歯科大学・大学歯学部，都道府県歯科医師会，
医科大学・大学医学部などに演題募集を開始し，12 月上
旬に応募締め切りがなされた。
　演題の選考は，臨学産協同を含めた学際分野との交流
を通して，研究者が互いのジャンルを超え，協同してグ
ループをつくることができる内容であること，また異な
る視点から新しい要素を加え，研究の活性化をはかるこ
とができる内容であることを考慮して審査され，応募の
あった９題の中から上位８題が本学会学術研究委員会に
よって選考された。
　選考された８題は，新型コロナウイルス感染症の影響
のため昨年と同様，オンラインでのライブ配信による開
催となった。
　「集い」は午後２時から馬場一美理事の司会進行で始
まり，松村英雄副会長の開会の辞，住友雅人会長の挨拶，
尾松素樹常任理事の経過報告の後，20 分の発表，10 分
の質疑応答で進められ，通信環境の設定不備のため進行

が遅れた演題があり，定刻より 10 分程度遅れての閉会
となった。
　本誌に，当日の日程と発表された８題の事後抄録を掲
載する。また，第 30 回「集い」からの新しい取り組み
として，当日の発表内容について，斬新性・広範性・進
展性・現実性，共同研究性を総合的に評価し，特に優秀
な４題を優秀発表賞として選考している。ここに栄えあ
る受賞演題を紹介する（掲載は演題番号順，数字は演題
番号）。
①�「『見つける』・『清める』・『護る』の概念を取り入れ

た with/post コロナ社会における安心・安全な環境づ
くり」演者：足立哲也（京都府立医科大学 大学院医
学研究科 歯科口腔科学）

②�「歯周炎による糖尿病性腎症増悪メカニズムの解明」
演者：新城尊徳（九州大学大学院歯学研究院 口腔機
能修復学講座 歯周病学分野）

③�「アルカリフォスファターゼの硬組織結合制御による
新規歯周組織再生療法の開発」演者：長崎敦洋（東北
大学大学院歯学研究科／分子・再生歯科補綴学分野）

⑦�「AI を活用した暑熱環境下での脱水予測システムの
開発―口腔水分量や舌状態，顔色などの身体データ情
報による最適指標の探索―」演者：田邊　元（東京医
科歯科大学大学院医歯学総合研究科）

オンライン講演の様子
（左：右上から時計回りに住友雅人会長，松村英雄副会長，馬場一美理事，尾松素樹常任理事）

（右：質疑応答の様子。演者（上）・長﨑敦洋氏，座長（下）・横瀬敏志氏）
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	 司　　会	 日本歯科医学会 理事	 馬場　一美
	 開会の辞	 日本歯科医学会 副会長	 松村　英雄
	 挨　　拶	 日本歯科医学会 会長	 住友　雅人
	 経過報告	 日本歯科医学会 常任理事	 尾松　素樹

	 �『見つける』・『清める』・『護る』の概念を取り入れた
	 with/post コロナ社会における安心・安全な環境づくり
	 演　者：足立　哲也（京都府立医科大学大学院 医学研究科 歯科口腔科学）

	
	 座　長：山本　龍生（日本歯科医学会学術研究委員会委員，神奈川歯科大学 教授）

	 歯周炎による糖尿病性腎症増悪メカニズムの解明
	 演　者：新城　尊徳（九州大学大学院歯学研究院 口腔機能修復学講座歯周病学分野）

	
	 座　長：高柴　正悟（�日本歯科医学会学術研究委員会委員，岡山大学学術研究院医歯薬学域 教授）

	 アルカリフォスファターゼの硬組織結合制御による
	 新規歯周組織再生療法の開発
	 演　者：長﨑　敦洋（東北大学大学院歯学研究科／分子・再生歯科補綴学分野）

	
	 座　長：横瀬　敏志（日本歯科医学会学術研究委員会委員，明海大学歯学部 教授）

	� 予知性の高い骨増生法の開発を目的とした
	 抗酸化物質エダラボンによる移植細胞の生存率向上と機能温存
	 演　者：江口　香里（新潟大学医歯学総合病院 冠・ブリッジ診療科）

	
	 座　長：江草　　宏（�日本歯科医学会学術研究委員会委員，東北大学大学院歯学研究科 教授）
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歯 科 医 学 を 中 心
総 合 的 な 研 究 を 推 進 す る 集 い 日 程

と し た第
37
回

日 時  令和４年２月 15 日（火）午後２時 ◦ 場 所  オンライン（ライブ）配信 ◦ 主 催  日本歯科医学会

2
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《16：10 ～ 16：20　休　憩》

	� VR技術を活用した歯科治療時の
	 全身的偶発症対応シミュレーションコースの開発
	 演　者：岸本　直隆（新潟大学大学院 医歯学総合研究科 歯科麻酔学分野）

	
	 座　長：水田健太郎（�日本歯科医学会学術研究委員会委員，東北大学大学院歯学研究科 教授）

	 Additive Manufacturing による
	 ジルコニアクラウンの臨床展開へ向けた色調再現法の確立
	 演　者：三浦　賞子（�明海大学歯学部機能保存回復学講座 クラウンブリッジ補綴学分野）

	
	 座　長：二瓶智太郎（日本歯科医学会学術研究委員会委員，神奈川歯科大学 教授）

	� AI を活用した暑熱環境下での脱水予測システムの開発
	 ―口腔水分量や舌状態，顔色などの
	 　身体データ情報による最適指標の探索―

	 演　者：田邊　　元（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科）

	
	 座　長：田口　　明（日本歯科医学会学術研究委員会委員，松本歯科大学歯学部 教授）

	 SARS-CoV-2 へのエタノール，次亜塩素酸水，オゾン水の
	 不活化効果検証と不活化メカニズム解明
	 　―�WHO（世界保健機関）と CDC（米国疾病対策センター）の
	 　　手指衛生ガイドラインへの提言―

	 演　者：王　　宝禮（大阪歯科大学歯学部）

	
	 座　長：増田　宜子（日本歯科医学会学術研究委員会委員，松本歯科大学歯学部 教授）

	 閉会の辞	 日本歯科医学会 理事	 馬場　一美
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１．『見つける』・『清める』・『護る』の概念を取り入れた
with/post コロナ社会における安心・安全な環境づくり

	 ⃝足立哲也，扇谷えり子，宮本奈生，新屋政春，
	 山本俊郎，Giuseppe Pezzotti，松田　修 ，金村成智 
	 京都府立医科大学 大学院医学研究科 歯科口腔科学

①研究の背景（これまでの実績を含む）と目的
　新型コロナウイルス感染症（COVID-19）では，
新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）が飛沫を介
し，“ヒト” から “ヒト” へ伝搬する。SARS-CoV-2 は，
ステンレスやプラスティックの表面で最大 72 時
間，サージカルマスク上では最大７日間，感染力を
維持していることが知られている（Doremalen NV
等．NEJM.2020），（Chin A 等．Lancet Microbe.  
2020）。COVID-19 の感染拡大を防止するには，『見
つける』・『清める』・『護る』技術の最適な配備が
必須となる。
　本研究は，SARS-CoV-2 だけでなく様々な病原
体を検出し，抗ウイルス活性を有する機能性材料
を創生することで，with/post コロナ社会における
安心で安全な医療環境の構築を目指す。
②研究内容の斬新性
　病原体を『見つける』技術として，ラマン分光法
に着目した。ラマン分光法は，核酸の抽出を行わず
に，リアルタイムで分子レベルの解析が可能である。
ラマン分光法を用いることで，SARS-CoV-2 の従
来株と変異株の識別に成功した。
　さらに，新規バイオセラミックス窒化ケイ素や
アニオン交換機能を有する層状複水酸化物ハイド
ロタルサイトは，SARS-CoV-2 従来株および変異
株に対し抗ウイルス活性を有することを見出し，

『清める』・『護る』技術として有望であることが示
唆された（Pezzotti and Adachi T 等．CTM. 2020, Adv 
Sci, Mater Today Bio. 2021）。
③研究の発展性・進展性
　抗ウイルス活性を有するハイドロタルサイトを
パルプにコーティングすることで，機能性粉体担
持シートの作製に成功した。この担持シートをマ

スクやガウン等の医療製品や衛生用品へ応用する
ことで，COVID-19 の感染拡大の防止が期待でき，
変異ウイルス対策にも資するものとなる。

④関連領域とのグループ形成の有用性
　窒化ケイ素は，抗ウイルス活性だけでなく，抗
菌・抗真菌活性を有する。このことから，窒化ケ
イ素を金属（チタン）へのコーティングや，ポリ
マー（PEEK や PMMA）との複合化により，歯科
および整形外科分野のインプラント，義歯や骨セ
メント等の医療用品だけでなく，日用品への応用
が期待できる。また，様々な病原体のラマンスペ
クトルのデータを構築することで，診断だけでな
く，生活環境の汚染をモニタリングが可能である。
　本法の社会実装を実現するには，インプラント
メーカー，衛生雑貨の企画・製造・販売する企業，P3
施設を有する研究施設との共同研究が必須となる。
希望する協力分野
整形外科・歯科理工学・ウイルス学・材料学
連絡先：	〔電　話〕075-251-5641
	 〔E-mail〕t-adachi@koto.kpu-m.ac.jp

図　『見つける』・『清める』・『護る』の概念を取り入れた
with/post コロナ社会における安心・安全な環境づくり
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２．歯周炎による糖尿病性腎症増悪メカニズムの解明

	 ⃝新城尊徳，佐藤晃平，西村英紀
	 九州大学大学院歯学研究院 口腔機能修復学講座 歯周病学分野

①研究の背景（これまでの実績を含む）と目的
　本邦の慢性腎臓病罹患者は約 1,300 万人にのぼり，
そのうち約４割が糖尿病を原疾患とする糖尿病性腎
症（Diabetic nephropathy：DN）である。DN は，
腎不全による新規透析導入原因の第一位であり，循
環器系疾患発症リスクが高い（心腎連関）ことから，
QOL の著しい損失に加え医療経済的に大きな負担
をもたらす。それゆえ，DN 重症化対策は急務の課
題である。
　糖尿病では歯周病が増悪しやすく，また重症化し
た歯周病は血糖コントロールをはじめ，全身に様々
な悪影響をもたらす。近年，慢性腎臓病患者で，歯
周病の進行と腎機能低下に相関があることが示唆さ
れ（Chang et al., Am J Med 2017），歯周病 / 腎臓病
連関に注目が集まっているが，因果関係は不明であ
る。動物実験レベルでも，DNモデル動物に実験的
歯周炎を惹起させ，実際に腎機能障害が増悪するか
どうかを検証した報告は皆無である。
　申請者は，これまで DNモデル動物や DN患者検
体を用いた研究に携わった経験を持ち（Gordin et 
al., Diabetes Care, 2019），その過程で様々な DN病態
解析手法を習得した。本研究は，DNモデル動物に
実験的歯周炎を併発させ，歯周炎によるDN増悪化
の検証とその分子基盤の解明を目的とする。

②研究内容の斬新性
　これまでの基礎研究では，腎臓の病理的変化や糸
球体・尿細管分画における遺伝子発現の変動といっ
た，専門的手法に基づいて歯周炎が DN病態に影響
することを示した報告は出ていない。これに対して，
本研究では「歯周炎がDN病態を増悪する」ことを
in vivoモデルを用いて直接的に検証しようとする
点，また腎機能の中で最重要なろ過機能の中心を担
う糸球体に着目し，歯周炎と DN の連関に重要な因
子（Ｘ因子）を網羅的解析により同定し，分子メカ
ニズムを明らかにしようとする点が斬新である。

③研究の発展性・進展性
　C57BL/6 マウスと２型糖尿病モデル KK-Ay マウ
スを用いて，それぞれに絹糸結紮による実験的歯周
炎を惹起した群と惹起しなかった群との比較検討に

より，DN病態の増悪に関与するＸ因子を同定でき，
同因子を標的とした新たな DN 病態分子基盤の解明
や DN 治療薬の開発につながる。また，臨床的には
歯周病合併 DN患者の腎機能低下予測や歯科未受診
DN患者の歯周病進行予測マーカーとしての応用が
期待される。究極的に，糖尿病性腎症重症化予防プ
ログラムの一環として，医科歯科連携のさらなる強
化が期待できる。

④関連領域とのグループ形成の有用性
　Ｘ因子の同定には，網羅的解析手法に基づいた解
析を必要とするため，情報工学分野との連携が必要
となる。また，マウスにおける DN病態の変化や得
られた解析結果を，臨床に基づいて正確な解釈を得
る必要があり，そのためには糖尿病・腎臓内科学分
野との連携が必要となる。これらの関連領域との研
究グループの形成により，研究のさらなる発展が見
込める。

⑤今後の展望
　歯周炎によって糸球体のＸ因子が亢進するメカニ
ズムについて，バイオインフォマティクス分野との
連携によってキーとなる因子を探索していく。
　また，糸球体内のＸ因子発現亢進が DN 病態に及
ぼす影響について，糖尿病内科・腎臓内科学分野の
研究者と連携を行い，基礎・臨床研究の両面から解
明を行っていく。
　将来的には，Ｘ因子を標的とした新たな DN 病態
分子基盤の解明や DN 治療薬の開発，臨床的には歯
周病合併 DN 患者の腎機能低下予測や歯科未受診
DN 患者の歯周病進行予測マーカーとしての応用に
つなげ，医科歯科連携のさらなる強化によって糖尿
病性腎症重症化予防プログラムのより効果的な遂行
に貢献したいと考えている。

希望する協力分野
糖尿病内科・腎臓内科学・情報工学分野
連絡先：	〔電　話〕092-642-6358
	 〔E-mail〕�takanori.shinjo@dent.kyushu-u.

ac.jp
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３．アルカリフォスファターゼの硬組織結合制御による
新規歯周組織再生療法の開発

	 ⃝長﨑敦洋，江草　宏
	 東北大学大学院歯学研究科／分子・再生歯科補綴学分野

①研究の背景（これまでの実績を含む）と目的
　セメント質および歯槽骨は歯牙の植立に不可欠
な硬組織である。我々はこれまで，セメント質や
歯槽骨の再生が，リン酸（Pi：石灰化促進）／ピ
ロリン酸（PPi：石灰化抑制）代謝によって制御さ
れていることを明らかにした。特に，PPi から Pi

を産生するアルカリフォスファターゼ（ALP）の
アイソザイムの１つである “ 組織非特異的アルカ
リフォスファターゼ（TNAP）” の局所投与が，歯
槽骨およびセメント質の再生を強力に促進する
ことを明らかにした（Nagasaki et al., J Dent Res. 
2020, 2021，図）。
　また，ALP は細菌由来病原因子であるリポ多糖
を脱リン酸化する抗炎症作用を有し（Shingh et 
al., Sci Rep. 2020），さらに，複数のアスパラギン酸

（Asp）を付加した TNAP（Asp TNAP）は陰性
に帯電し，陽性に帯電した硬組織に強力に結合す
ることが明らかになっている（Nishioka et al., Mol 
Genet Metab. 2006）。そこで，硬組織結合能を有し，
歯周組織再生能および抗炎症効果の両効果を有す
る Asp TNAP の作製を着想した。本研究の目的は，
新規 Asp TNAP による新たな歯周組織再生療法を
開発することである。

②研究内容の斬新性
　Pi/PPi 代謝を利用した歯周組織再生療法は存在
せず，本研究戦略の新規性は極めて高く，本タン
パク質の構造決定から得られる成果には知的財産
権が期待される。局所投与の効果を高めるために，
帯電という極めて簡便な原理に着目した歯周組織
再生研究は斬新かつ独自性が非常に高い。

③研究の発展性・進展性
　本タンパク質は歯科領域のみならず骨疾患の治
療を行う内分泌学や整形外科領域への応用が期待
できる。

④関連領域とのグループ形成の有用性
　構造および投与方法について，生命・遺伝子工
学分野とのグループ形成が必要不可欠である。ま
た，臨床への応用を鑑みた時，早期から医療経済
学や産学連携分野との連携が必要である。

希望する協力分野
生命工学，遺伝子工学，内分泌学，整形外科学，
医療経済学，産学連携分野
連絡先：	〔電　話〕022-717-8363
	 〔E-mail〕�atsuhiro.nagasaki.a5@tohoku.

ac.jp

図　TNAPによる骨組織再生の促進

Ａ：再生歯槽骨，Ｒ：歯根
局所投与後 45 日のMicroCT像。

（Nagasaki et al. J Dent Res. 2021）
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骨シアロタンパク欠損マウス

Ａ：再生歯槽骨, Ｒ：歯根
局所投与後45日のMicroCT像.
Nagasaki et al. J Dent Res. 2021
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４．予知性の高い骨増生法の開発を目的とした
抗酸化物質エダラボンによる移植細胞の生存率向上と機能温存

	 ⃝江口香里１），秋葉陽介１），グエン＝ヴアン＝クアン２），
	 　工藤莉奈１），高岡由梨那１），魚島勝美２）

	 １）新潟大学医歯学総合病院　冠・ブリッジ診療科，
	 ２）新潟大学大学院医歯学総合研究科　生体歯科補綴学分野

①研究の背景（これまでの実績を含む）と目的
　歯科治療において，その質を高めるために顎骨
欠損，吸収部位に対する骨増生が必要となること
は珍しくない。細胞移植を伴う骨増生法は，移植
細胞による骨形成を期待するものであるが，移植
細胞の多くは移植直後の酸化ストレスにより，ア
ポトーシスや機能不全に陥ると言われている。エ
ダラボンは，フリーラジカルスカベンジャーおよ
び抗酸化物質として知られており，脳虚血疾患に
おける活性酸素種（ROS）からの神経細胞保護に高
い効果が報告されている。そこで，我々はエダラ
ボンを細胞移植併用の骨増生法に応用することに
より，骨増生部で生じる ROS を除去して移植細胞
のアポトーシスや機能不全を抑止できる可能性に
着目した。これにより，移植細胞の長期生存およ
び機能温存が可能となれば，治療期間の短縮や増
生骨量の制御，増生骨の長期安定の獲得に寄与す
ることが予想される。本研究の最終目的は，細胞
移植を伴う骨増生において，移植部位の環境調整
による予知性の高い骨増生法を開発することであ
る。

②研究内容の斬新性
　本研究は骨増生部位の細胞移植環境を改善する
ことによって移植細胞の生存率を上げると共に生

存期間を延伸させ，これらの機能維持により骨形
成を促進しようとする点で斬新性が高い。

③研究の発展性・進展性
　エダラボンは人工生体材料，生理活性物質，細
胞の機能亢進を目的とした他の因子などとの併用
が可能で，既存の骨増生法との併用も可能である。
本研究の成果は，各種歯科治療の適応症拡大や予
知性の向上に大きく寄与するばかりではなく，移
植を伴う医療分野での応用の可能性を秘めている
ことから発展性があり，社会的な貢献度は高いと
思われる。

④関連領域とのグループ形成の有用性
　細胞移植を伴う骨増生におけるエダラボンの作
用機序の解明やエダラボンの応用方法を探索する
にあたり，薬理学，口腔再生医学，生体材料学，
歯科医用工学との異分野融合，グループ形成の有
用性は高い。

希望する協力分野
薬理学，口腔再生医学，生体材料学，歯科医用工学
連絡先：	〔電　話〕025-227-2900
	 〔E-mail〕kaori-mic@dent.niigata-u.ac.jp
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５．VR技術を活用した歯科治療時の
全身的偶発症対応シミュレーションコースの開発

⃝岸本直隆，瀬尾憲司
新潟大学大学院 医歯学総合研究科 歯科麻酔学分野

①研究の背景（これまでの実績を含む）と目的
　超高齢社会を迎えたわが国では，歯科患者の多
くが全身疾患を有しており，治療中にその急性増
悪による全身的偶発症を引き起こす可能性がある。
われわれは患者の急変に対応するための study 
group「AneStem（アネステム）」を設立し，歯
科医療従事者に対して偶発症対応シミュレーショ
ンコースを開催してきた。また同コースの教育効
果を調査し，受講者の偶発症診断・治療スキルが
向上することを報告しており（Eur J Dent Educ. 
2018;22:e350-7.），さらにオンラインで受講可能な
遠隔シミュレーションコースも開発した（J Dent 
Anesth Pain Med. 2021;21:179–81.）。しかし対面お
よび遠隔シミュレーションでは蕁麻疹やチアノー
ゼといった患者の病態表現に限界がある。したがっ
て Virtual Reality（VR）技術を活用することで，
よりリアルな急変の状況を再現できると考えた。
本研究の目的は VR 技術を活用した偶発症対応シ
ミュレーションコースの開発とその教育効果を評
価することである。

②研究内容の斬新性
　われわれが既に開発した遠隔シミュレーション
コースでは，指導者は遠隔地より指導するが，受
講者は臨床現場を模した環境下で偶発症の診断や
治療を体験するため，歯科医院に集合してコース
へ参加する。一方，VR 技術を活用すれば，各受講
者が自宅からヘッドマウントディスプレイを使用
して，仮想空間内の歯科医院に没入し，自身のア
バターを介して学ぶことができる。また仮想空間
内の患者は蕁麻疹，チアノーゼ，失禁，嘔吐，け
いれんなど様々な臨床症状を呈することが可能で，

発生頻度が非常に低い偶発症であっても，その再
現は容易である。このように VR 技術の導入によっ
て完全に 3 密を避けつつ，リアルな環境下で学べ
るシステムの構築を目指す点が斬新性である。

③研究の発展性・進展性
VR 技術の導入で偶発症対応スキルが向上するこ
とが証明されれば，科学的に有用性が認められた
コースとして広く普及する。ひいては急変時に適
切に行動できる多数の歯科医療従事者を養成する
こととなり，歯科医療の安全性向上へつながる。
また基盤となる VR 技術を応用すれば医師，薬剤
師，看護師など患者に携わるあらゆる職種のスキ
ルアップを図ることができ，日本の医学教育に対
する発展性が期待される。

④関連領域とのグループ形成の有用性
　われわれは歯科治療時の偶発症対応やその教育
に関する専門家であるが，VR コンテンツ制作の経
験はない。VR 制作に長けた情報工学を専門とする
研究者とグループを形成すれば，われわれが作成
したアナフィラキシー，過換気症候群，急性冠症
候群などの偶発症シナリオを基に，両者の専門性
を活かした質の高い教育コンテンツの開発が期待
できる。

希望する協力分野
Virtual Reality（VR）コンテンツの制作に長けた情
報工学の専門家
連絡先：	〔電　話〕025-227-2972
	 〔E-mail〕kishimoto@dent.niigata-u.ac.jp
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６．Additive Manufacturing による
ジルコニアクラウンの臨床展開へ向けた色調再現法の確立

⃝三浦賞子，藤澤政紀
	 明海大学歯学部 機能保存回復学講座 クラウンブリッジ補綴学分野

①研究の背景（これまでの実績を含む）と目的
　歯科医療におけるデジタル化の進展で，印象採
得から切削加工法を応用した補綴装置製作までの
デジタルワークフローが確立され，日常臨床にお
いて一般的となりつつある。しかしながら，補綴
装置の色調選択や色調再現については，未だアナ
ログ技術が主流である。
　Additive Manufacturing（AM；付加製造）は，
材料の無駄を省き必要最小限の材料で高精度の補
綴装置を製作できることが最大の特徴である。我々
はこれまでに，付加造形時の造形方向の違いがジ
ルコニアの機械的性質（曲げ強さ，ヤング率，ポ
アソン比，ビッカース硬さ，破壊靭性）に与える
影響について検討し，曲げ強さについては，造形
方向の影響を受けることが明らかとなった。した
がって，臨床応用時にはその影響が最小となるよ
うな設計の構築が求められる。一方で，AM で応
用されるジルコニア材料は白色であるため，審美
性に優れているとはいえない。また，歯冠色を付
与するための色調再現法については明らかになっ
ていない。
　本研究では，AM により製作したジルコニアク
ラウンの色調再現法について確立し，実用化を目
指すことを目的とする。

②研究内容の斬新性
　AM で使用するジルコニアはペースト状の白色

であり，歯冠色を得るためのカラーリング法など
は確立されていない。またそれに関する研究報告
も見当たらない。

③研究の発展性・進展性
　AM を応用したジルコニアクラウンの色調再
現法が確立すれば，その臨床応用の可能性が高
まると考えられる。将来的には Computer color 
matching を応用することで最適な色調の配合計算
や色調管理が可能になると考えられ，技工操作や
臨床工程の効率化・可視化，データの共有・統合・
再活用を可能にする技術としてさらなる進展が期
待される。

④関連領域とのグループ形成の有用性
　本研究を遂行するためには歯科領域だけではな
く，コンピュータ技術，光学技術や色彩技術に特
化した工学系分野との連携は必須である。これら
の領域と密に連携することにより，生体親和性や
審美性に優れ，材料効率の良い AM 補綴装置の製
作が可能になると考えられる。

希望する協力分野
工学系分
連絡先：	〔電　話〕049-279-2751
	 〔E-mail〕miuras@dent.meikai.ac.jp
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７．AI を活用した暑熱環境下での脱水予測システムの開発
―口腔水分量や舌状態，顔色などの身体データ情報による最適指標の探索―

	 ⃝田邊　元，隅田由香，上野俊明 
 東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科

①研究の背景（これまでの実績を含む）と目的
　スポーツ現場では，脱水症状を検知し，未然に
防ぐことが最良なパフォーマンス発揮や安全確保
の観点から重要であり，脱水症状の非侵襲的かつ
簡便なモニタリング法が求められている。我々は，
トップアスリートの協力下に暑熱環境下での口腔
内の生理的・生化学的変動を捉えるべく，口腔内
水分計を用いたフィールド調査を実施した。その
結果，口腔内水分量のモニタリングによって脱水
症状を予測できる可能性を見出した（Tanabe ら．
Chemosensors 2021）が，予測精度に改善の余地
があった。そこで，口腔内水分量に加え，唾液流量，
唾液の粘性，脱水時に特異的に減少する細菌・ウ
イルス，舌状態や口腔写真，顔面写真（顔色），熱
分布データや血流データといった口腔顎顔面情報
が，脱水の指標としての妥当性を有するか検証す
ることとした。また，各種身体所見を多角的に集
積し，AI を活用することで脱水の指標としての最
適な組合せを探る総合的な研究を企図した。

②研究内容の斬新性
　既存の脱水の指標には侵襲性，時間・場所的制限，
コスト，簡便さ，精度において課題がある。口腔
顎顔面領域は，比較的アクセスが容易で，侵襲性

やコストの面から現場実測での親和性が高い指標
である。これに全身の多角的所見を組み合わせ，
最適指標を確立することができれば，ライフサイ
エンスにおける歯科医学の新たな価値創出となる。

③研究の発展性・進展性
　初動が重要となる救急の現場での活用，学校保
健室や救護所への配置，幼児や高齢者などの生活
弱者の脱水の検知・予防への応用も想定でき，社
会への波及効果は大きい。

④関連領域とのグループ形成の有用性
　医学専門家による脱水症状の診断・評価が必要
である。研究遂行上 AI 専門家との連携が不可欠で
ある。スポーツ科学者や競技団体のコーチ，体育
教諭や養護教諭，救急救命士との協力のもとフィー
ドバックをうけることで，社会実装へ大きく前進
できる。

希望する協力分野
医学分野（内科，救急医学），AI 分野，スポーツ
サイエンス分野，学校安全分野
連絡先：	〔電　話〕03-5803-5867
	 〔E-mail〕genspmd@tmd.ac.jp
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８．SARS-CoV-2 へのエタノール，次亜塩素酸水，オゾン水の
不活化効果検証と不活化メカニズム解明

―WHO（世界保健機関）とCDC（米国疾病対策センター）の手指衛生ガイドラインへの提言―

	 ⃝王　宝禮１），金子明寛２），松野智宣３）

	 １）大阪歯科大学歯学部
	 ２）池上総合病院 歯科口腔外科
	 ３）日本歯科大学附属病院 口腔外科

①研究の背景（これまでの実績を含む）と目的
　2020 年１月に，新型コロナウイルス感染症

（COVID-19：coronavirus disease 2019）の国内初
の感染症患者が報告された。COVID-19 の感染経
路は主に飛抹感染と接触感染であり，そのふたつ
の経路を遮断することが予防の基本になる。これ
らの感染予防は，飛抹感染に対してマスクの着用，
接触感染に対して手指衛生が基本である。
　さて，COVID-19のウイルスであるSARS-CoV-2

（Severe acute respiratory syndrome coronavirus 2）
はウイルス表面をエンベロープ（脂肪の膜）で包
まれていて，エンベロープはアルコール消毒薬
によって破壊され感染力が失われる。そのため，
COVID-19 が拡大するなかで，手指衛生で消毒用
アルコール（エタノール）が急速に消費され，街
の薬局からアルコール消毒液が消えた。このよう
な背景から私達の研究プロジェクトはエタノール
に変わる不活化剤を探求する中で以下の４点を明
らかにできた。
① �SARS-CoV-2に対して70％エタノール（EtOH），

34ppm 次亜塩素酸水（SAEW），3-10ppm オゾ
ン水（OW）が不活化を確認した。

② �SAEW と OW は有機物によってウイルス不活
化活性が減弱するために，実臨床では流水下が
有効である。

③�これまでの研究報告から，手指衛生において，

従来からの石鹸（ハンドソープ）や水，擦式
EtOH 法（15 〜 20 秒）を用いなくても，流水下
で 34 〜 35 ppmSAEW あるいは 4 ppmOW で 30
秒以上が有効であると考えられた。

④�但し，EtOH の代替としては，安全性が確立さ
れている「手指消毒の医療機器認可」のある生
成機を用いた SAEW と OW が「効果的手洗い」
といえる。

　上記の発見を，現在私達は WHO（世界保健機関）
や CDC（米国疾病予防管理センター）の手指衛生
ガイドライン委員会に提言している。

参考文献

⃝ �Yohe i  Takeda ,  Houre i  Oh  e t  a l .　Comp le t e 

republication：Inactivation Activities of Ozonated 

Water, Slightly Acidic Electrolyzed Water and Ethanol 

against SARS-CoV-2. Molecules 26 ⒅，5465, 2021.

⃝�王　宝禮．新型コロナウイルスパンデミックに対する有

効な手指衛生消毒剤のエビデンス．―エタノール，次亜

塩素酸水，オゾン水―．日歯医師会誌 74, 929-937, 2022.

希望する協力分野
機能水関連学会・次亜塩素酸水企業・オゾン水企業
連絡先：	〔電　話〕072-864-3171
	 〔E-mail〕ohoh@cc.osaka-dent.ac.jp
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会 務 報 告

日本歯科医学会
小林　隆太郎

（日本歯科医学会総務理事）

　令和３年度の本学会会務運営は，事業計画に基づき，幅
広い諸施策を推進するとともに活発な事業展開を行った。

○医療問題の検討
　歯科医療協議会（座長：小林隆太郎）は，学術的根拠に
基づき社会保険医療の在り方を提言し，適切な診療報酬に
ついて検討を行うことを設置目的としている。
　令和４年度診療報酬改定では，日本歯科医学会分科会か
らの 84 件の医療技術評価提案書を提出し，中医協総会に
て，そのうちの 17 項目が診療報酬改定において対応する
優先度が高い技術と評価された。
　エビデンスレベルの高い提案書の作成・提出は，国民の
公的医療保険のもとでの健康の維持・増進の手段として重
要な役割を果たすものである。

○歯科診療ガイドライン ライブラリーの整備
　専門分科会および認定分科会が作成した歯科分野の診療
ガイドラインを歯科診療の現場で広く活用できるよう，平
成 21 年に「日本歯科医学会・歯科診療ガイドライン ライ
ブラリー」を本学会ホームページ上に設置した。令４年１
月末現在，47 編の「診療ガイドライン」ならびに 57 編の「そ
の他の指針等」が掲載されている。
　また，歯科診療ガイドラインライブラリー協議会（座長：
平田創一郎）では次年度の研修会を企画し，特定非営利活
動法人 日本コクランセンターの協力を得て，令和４年５
月 14 日（土）に「系統的レビューワークショップ」（ラン
ダム化比較試験の Risk of Bias について）を開催する予定。

○歯科医療技術革新の推進
　歯科医療技術革新推進協議会（座長：興地隆史）は，「令
和４年版新歯科医療機器・歯科医療技術産業ビジョン」の
策定に向けて検討を進めている。
　また，令和４年版新歯科医療機器・歯科医療技術産業ビ
ジョン作成 WG（座長：宮崎真至）を設置して，本学会専
門・認定分科会学術大会・総会の抄録集の中から，歯科医
療技術として大きく展開できるものを委員各位が選定し，
本協議会としてとりまとめを行っている。

○会員の顕彰
　本学会最高の顕彰である日本歯科医学会会長賞の授賞式
が第 107 回評議員会（令和４年２月 18 日（金）開催）に
おいて執り行われ，５名の方が受賞された。栄えある受賞
者は次のとおり。
（研究部門）
　田上　順次（東京医科歯科大学名誉教授）
　米山　武義（静岡県歯科医師会会員）
（教育部門）
　荒木　孝二（東京医科歯科大学名誉教授）
　矢島　安朝（東京歯科大学名誉教授）
（地域歯科医療部門）
　中村　譲治（福岡県歯科医師会会員）

○日本歯科医学会誌の発行
　本学会の機関誌である「日本歯科医学会誌」第 41 巻は，
日本歯科医学会誌編集委員会（委員長：松野智宣）で，編
集作業を行い，令和４年３月に発行した。本誌は第 34 巻（平
成 26 年度）よりオンライン化へ完全移行され，本学会ホ
ームページ上で利用者に無料公開している。

○ The Japanese Dental Science Review の発行
　本学会の英文機関誌「The Japanese Dental Science 
Review」は，インパクトファクター（IF）を取得したレ
ビュー誌として国際的に活躍する研究者のレビューを掲載
している。
　令和元年から出版形態を変更し，年１巻のオンラインジ
ャーナルとして，利用者にオンライン上で随時，レビュー
を無料公開している。
　英文雑誌編集委員会（委員長：土持　眞）では，Vol.57（令
和３年 11 月）を発行した。
　なお，Clarivate Analytics 社より 2021 年６月に 2020 
JOURNAL IMPACT FACTOR が発表され，JDSR の初回
IF 値は 5.039（歯科分野で 11 位／ 91 誌）であった。
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○歯科学術用語の検討
　「文部省学術用語集歯学編増訂版」を平成４年 11 月 20
日付で，さらに平成８年度には補足的にまとめた資料編（補
遺集）を発行。この増訂版について，歯科学術用語委員会
において削除，訂正，追加の用語を集積し，また補遺集と
の整理・整合を図り，そのデータを基に，「日本歯科医学
会学術用語集（日本歯科医学会編）」として平成 20 年 11
月に医歯薬出版株式会社が発行し，第２版を平成 30 年 12
月に発行している。
現在，利用者の利便性を高めていくために，学術用語集
WEB 版の作成について検討している。
　また，厚生労働省大臣官房統計情報部長より協力要請の
あった ICD-11 への改訂に向けた対応については，平成 30
年６月に ICD-11（国際疾病分類）の英語原稿（案）が公
表されたことに伴い，本委員会で分担し，日本歯科医学会
学術用語集をもとに和訳作業を行った。改訂に係る概要に
ついては，厚生労働省 国際分類情報管理室が集大成版

「ICD-11 改訂と日本」を発行している。歯科学術用語委員
会が ICD-10 以前から検討を行っている日本口腔科学会と
協力体制をとりつつ作業にあたっている。

○学術研究の推進および実施
　本学会事業の大きな柱である学術研究事業は，学術研究
委員会（委員長：上條竜太郎）で，第 37 回「歯科医学を
中心とした総合的な研究を推進する集い」（令和４年２月
15 日開催）の発表演題（８題）の選考，企画および当日
運営，優秀発表賞の選考，プロジェクト研究事業について
協議を行った。
　「優秀発表賞」は第 30 回（平成 26 年度）の “集い” より
新設したもので，斬新性・広範性・進展性・現実性・共同
研究性等の観点から発表内容を総合的に評価し，特に優秀
な発表を行った４名に授賞した。（P.37 参照）。
　プロジェクト研究事業は，事業計画の「重点計画－歯科
医療への学術的根拠の提供」に基づき，歯科医学，医術の
進歩発達を歯科医療現場に迅速に導入することを目的とし
て平成 19 年度に新設された公募型の競争的資金である。
学術的かつ高度な研究結果を診療報酬改定時の新技術導入
の一助となる研究課題や歯科医療を変える cutting-edge
研究を選考対象とするもので，分科会より申請のあった研
究課題から慎重審議の上，プロジェクト研究課題（令和３
年度）を選考した。
　また，前述の公募型研究とは異なり，学会執行部が主体

令和３年度日本歯科医学会会長賞受賞者と本学会役員及び評議員会正・副議長
	 （上段左から）田上順次氏，米山武義氏，荒木孝二氏，矢島安朝氏，中村譲治氏
	 （下段左から）小林総務理事，簗瀬副議長，宇尾議長，住友会長，松村副会長，川口副会長

令和３年度日本歯科医学会会長賞
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性をもって行う研究テーマについて，重点研究委員会（委
員長：天野敦雄）で検討している。
　日本歯科医学会の最重要課題である「2040 年への歯科
イノベーションロードマップ」を，さまざまな広報手段を
駆使し，本学会から社会に効果的に発出する方法を引き続
き検討し，また，2025 年大阪・関西万国博覧会出展に向
けて，「2040 年への歯科イノベーションロードマップ」を
実装させた出展内容の検討を併せて行っている。

○�歯科医学研究等における研究倫理および
　利益相反（conflict of interest：COI）状態の
　適切な管理に向けた対応
　歯科医学研究等の円滑な実施にあたっては，研究対象者
等の尊厳や人権等を守るために，研究倫理に関する指針等
の策定と遵守，ならびに当該指針等に基づき研究倫理審査
委員会の設置が求められる。また，研究の公正性，信頼性
の確保の観点から，研究者の利益相反について，その透明
性を確保し適切に管理するための利益相反指針の策定と遵
守，ならびに当該指針に基づき利益相反指針の設置が求め
られる。
　本学会研究倫理審査委員会（委員長：清水典佳）および
利益相反委員会（委員長：関根秀志）で申請案件を審査し，
会員の歯科医学研究等に係る研究倫理および利益相反状態
を適切に管理するための対応を図るとともに，所属分科会
に対しても必要な対応を要請している。

○学術講演会の実施
　本学会と都道府県歯科医師会の共催形式による学術講演
会は平成 26 年度をもって発展的解消し，平成 27 年度以降
は，歯科医学に係る学術研究団体との連携のもとに，各種
の学術上の問題をとらえたフォーラムやシンポジウムなど
を積極的に開催している。
　現在，学術講演委員会（委員長：本田和也）にて新企画
案を検討中である。

○働き方改革および歯科医療の新機軸の検討
　働き方改革について，日本歯科医師会が「歯科医師の勤
務実態等の調査研究」を取りまとめて公表した。また，日
本歯科専門医機構の設立により，新歯科専門医制度の下で
の増加が予想される歯科専門医，加えて，現に増加してい
る女性歯科医師の活躍の場として，多機能の歯科診療所（い
わゆる 1.5 次歯科医療機関）が期待されている。
　新歯科医療提供検討委員会（委員長：立浪康晴）におい
て，前執行部の本委員会の答申を基として，1.5 次歯科医
療機関（診療所）について，具体的な形に進める手段の検

討，モデルケースの構築，女性歯科医師と歯科専門医の活
躍の場という可能性について，多面的に検討している。

○歯科におけるコンプライアンスについて
　コンプライアンス調査・普及委員会（委員長：真鍋厚史）
は，社会に発出されているあらゆるコンプライアンスに関
する情報を俯瞰しつつ，医療分野のコンプライアンス情報
をまとめることとし，特に歯科においてはこれまで問題と
なっている事例は網羅，整理し，とりわけ卒前教育に資す
る大，中，小項目からなるカリキュラムを作成すること，
また，その成果は分科会からや公開フォーラムなどで意見
を聴取して活用性の高いものに仕上げ，社会で低いと言わ
れる歯科界のコンプライアンスレベルを高めることを目的
に設置された。

〇�「口腔健康管理」および「オーラルフレイル」の定義 
定着について

　日本歯科医師会が歯科医療・歯科口腔保健の展開の一環
として推進している「口腔健康管理」および「オーラルフ
レイル」について，用語が定着していないことなどから，
国や地方公共団体において用語の使用を控える動きが散
見されるとして，日本歯科医師会より本学会に対し，それ
らの定義定着，活性化に向けた対応の検討について依頼が
あった。
　それを受け，本学会は「口腔健康管理」および「オーラ
ルフレイル」の定義定着に関する協議会（座長：小林隆太
郎）を設置し，検討を行っている。

○第 24 回日本歯科医学会学術大会の準備・実施
　第 24 回日本歯科医学会学術大会の準備は，住友雅人会
頭，松村英雄準備委員長および小林隆太郎事務局長のもと，
従来の会場参加型に加えて一部のセッション（ポスター，
テーブルクリニック）にオンライン参加するハイブリッド
形式での開催の方向で進めてきたが，新型コロナウイルス
感染症の世界的規模での拡大により，パシフィコ横浜を使
用しての通常の大会形式での開催ではなく，原則無観客と
し，パシフィコ横浜の一部会場を利用したオンライン会議
システムを使用するかたちで開催することを決定した。
　オンラインでの開催に伴い，会頭招宴会の実施は見送る
こととなったが，開会式，開会講演，公開フォーラム，公
開講演，公募から採択された講演，シンポジウム，国際セ
ッション，e- テーブルクリニック，e- ポスターセッショ
ンのすべてのプログラムを開催し，大会期間後には，約１
カ月間のオンデマンド配信も行い，最終的な参加登録者数
は 20,298 名であった。
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《第24回日本歯科医学会学術大会　計画概要》
■名　称
　（和文）第 24 回日本歯科医学会学術大会
　（英文）The 24th Scientific Meeting of the Japanese
	 Association for Dental Science
■メインテーマ
　（和文）逆転の発想　歯科界 2040 年への挑戦
　（英文）�A Brand New Take：Dentistry’s Challenge in 

the Lead-Up to 2040
■主　催
　日本歯科医師会，日本歯科医学会
■後　援
　文部科学省，厚生労働省，日本歯科医学会連合，
　日本学術会議，神奈川県，横浜市，
　国際歯科研究学会日本部会，日本歯学系学会協議会
■協　力
　関東地区歯科医師会・東京都歯科医師会
■会　期　
　□ �LIVE 配信期間
　　2021 年９月 23 日（木），24 日（金），25 日（土）
　□�オンデマンド配信期間
　　2021 年９月 26 日（日）～ 10 月 31 日（日）17 時
■会　場
　�パシフィコ横浜
　（講演，シンポジウム等を現地からオンライン配信）
　〒 220-0021　神奈川県横浜市西区みなとみらい 1-1-1
　TEL：045-221-2155

■行　事
　・開会式
　・開会講演
　・公開講演
　・講演
　・シンポジウム
　・国際セッション
　・ e -テーブルクリニック
　・ e -ポスターセッション
　・公開フォーラム
■共催行事
　関東地区歯科医師会学術大会
　2021 年日本口腔衛生学会特別学術大会
　日本歯科放射線学会第 2 回秋季学術大会
　第 49 回日本歯科医史学会学術大会
　日本歯科医療管理学会特別大会
　第 41 回日本歯科薬物療法学会学術大会
　第 38 回日本障害者歯科学会学術大会
　第 40 回日本接着歯学会学術大会
　第 42 回日本歯内療法学会学術大会
　日本スポーツ歯科医学会第 32 回学術大会
　第 39 回日本歯科東洋医学会学術大会
　第 31 回日本磁気歯科学会学術大会
　第 21 回日本外傷歯学会学術大会
■併催行事
　日本デンタルショー 2021
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専 門 分 科 会

１．学術大会・総会の開催について
　第 63 回歯科基礎医学会学術大会は，神奈川歯科大学を
主管校として 2021 年 10 月９日～ 11 日（オンデマンド配
信期間：2021 年 10 月 11 日～ 17 日）の期間で Web 開催さ
れた。メインテーマは「R/Evolution 歯科基礎医学，再生
から進化へ」である。大会長は松尾雅斗教授（神奈川歯科
大学口腔解剖学分野），準備委員長は髙橋俊介教授（神奈
川歯科大学歯科薬理学分野）である。ロッテ基金特別講演
１では，高井研先生（国立研究開発法人 海洋研究開発機構
超先鋭研究開発部門）から「歯科基礎医学者の皆様に聞い
て頂きたい極限環境生物や地球外生命の面白さ」という題
名で，ロッテ基金特別講演２では内藤裕二先生（京都府立
医科大学大学院医学研究科生体免疫栄養学講座）から「腸
内微生物叢最前線 with/post コロナ時代の生命科学」とい
う題名で，それぞれ最新の話題をご提供いただいた。その
他歯科基礎アカデミーシンポジウム，日韓シンポジウム，
先端歯学国際教育研究ネットワーク共催シンポジウム，日
本歯科理工学会共催イノベーションロードマップシンポジ
ウム，日本唾液腺学会共催シンポジウム，日本骨形態計測
学会共催シンポジウム，３つのメインシンポジウム，６の
アップデートシンポジウム，教育講演，市民公開講座が開
催された。一般演題（ｅ- ポスター）も 232 題が行われた。

２．学会活動について
　2021 年度歯科基礎医学会の主な事業は，①学術大会なら
びに総会の開催，②歯科基礎医学会機関誌（Journal Oral 
Biosciences）の刊行，③歯科基礎医学会学会賞，歯科基礎
医学会ライオン学術賞，歯科基礎医学会学会奨励賞，歯科
基礎医学会ベストペーパー賞，歯科基礎医学会モリタ優秀
発表賞の選考および授与，④韓国 KBDSSA との学術交流
事業などである。なお学会機関誌 Journal of Oral Biosciences
は 61 巻１号から PubMed に掲載されている。

本年度のトピックス

　本学会では日本歯科医学会が「健康寿命の延伸に貢献す
る歯科イノベーションロードマップ」を作成して社会にお
ける歯科のプレゼンスを示すことを提唱したことを受け，
１．口腔・全身の健康増進を目指す口腔マイクロバイオー
ムの解明，２．健康長寿社会を目指す口腔機能低下の予防
と回復法の確立，３．早期口腔癌の発生・進展メカニズム
と診断・治療法の確立，４．新たな再生医療・バイオマテ
リアルの開発の４つのテーマを選定し，2019 年度より学術
大会においてシンポジウムを開催している。
　2021 年度は第 63 回歯科基礎医学会学術大会において，

「４．新たな再生医療・バイオマテリアルの開発」をテー
マに日本歯科理工学会と合同でシンポジウムを開催した。
塙隆夫教授（東京医科歯科大学生体材料工学研究所金属生
体材料学分野）から「再生医療における金属材料の役割と
課題」，岸田晶夫教授（東京医科歯科大学生体工学研究所
物質医工学分野）からは，「新しいバイオマテリアル：脱
細胞化組織の可能性」，江草宏教授（東北大学大学院歯学
研究科分子・再生歯科補綴学分野）からは，「次世代の再
生補綴歯科治療に向けたイノベーションロードマップ」，
美島健二先生（昭和大学歯学部口腔病態診断科学口腔病理
学部門）からは，「唾液腺３次元培養法の開発」というタ
イトルでそれぞれご講演いただいた。
　次年度は「２．健康長寿社会を目指す口腔機能低下の予
防と回復法の確立」をテーマにシンポジウムの開催を予定
している。

（文責：二藤　彰／総務委員会委員長）

一般社団法人　歯科基礎医学会
　理事長　井上　富雄

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9
	 駒込 TS ビル（一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］1,968 名（2021年11月30日現在）
［設立年］1959 年（昭和 34 年）
［�機関誌］「Journal of Oral Biosciences」を年３回発行

http://www.jaob.jp/

http://www.jaob.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　春季学術大会（第 154 回）は，６月 10 日〜 11 日に川商
ホール（鹿児島市民文化ホール）で西谷佳浩 鹿児島大学大
学院医歯学総合研究科顎顔面再建学講座歯科保存学分野教
授を大会長として開催予定であったが，新型コロナウイル
ス感染症の感染状況を鑑み，前大会と同様に「Web 開催」
で６月 10 日～ 30 日に開催された。「シンポジウム１」「シ
ンポジウム２」「教育講演」「学会主導型プログラム」等の
プログラムは，大会会期中にオンデマンド方式で視聴でき
るようにした。特に「教育講演」は 41 講演が開催され，
Web 開催の特性が活かされる形となった。また，「研究発
表（ポスター）」は E ポスターとしてデータ掲載した。
　秋季学術大会（第 155 回）は，大会長の野杁由一郎 新潟
大学大学院医歯学総合研究科口腔健康科学講座う蝕学分野
教授により，春季学術大会と同様に「Web 開催」（オンデ
マンド方式）で 10 月 28 日～ 11 月 17 日に開催された。「特
別講演」「基調講演」「シンポジウムⅠ」「シンポジウムⅡ」「シ
ンポジウムⅢ」の他に，歯科衛生士との連携および認定歯
科衛生士制度推進の観点から「歯科衛生士シンポジウム：
う蝕予防管理と歯科衛生士の和み」が開催され，歯科衛生
士発表（ポスター）を新設した。

２．学会活動について
　保存修復・歯内療法・歯周治療の三領域の連携のもと，
歯の保存を通じて人々の健康長寿を支えることを目標とし
て，学術研究活動，教育活動，医療・予防活動，国際活動，
関連団体との連携などの取り組みを重ねている。すなわち，
機関誌６冊の刊行，国際学術交流（大韓歯科保存学会，台
湾牙體復形学会，トルコ歯科保存学会など），う蝕治療ガ
イドライン作成，指導医・専門医・認定医の養成，教育ガ
イドラインの策定，学術用語集の編纂などを，コロナ禍で
可能な方法で行った。また，例年，社会貢献活動として市
民公開フォーラムを年２回開催しているが，新型コロナウ
イルス感染症の感染状況を鑑み開催方法を検討している。

本年度のトピックス
　本学会は，「口腔疾病構造の変化に対応する新しい歯科
保存治療の推進」をテーマに積極的に学術活動を継続して
いる。本テーマの社会活動を具現化するためには，超高齢
社会における歯科医療の対応が必須であり，本年度は歯科
保存学関連学会や多職種との連携を深めることに注力し
た。日本歯科衛生士会との連携による認定歯科衛生士（認
定分野Ｂ：う蝕予防管理）の審査を開始し，昨年 2020 年
度は５名の合格者であったが，本年 2021 年度は 103 名の

合格者が誕生した。今後も日本歯科衛生士会との連携によ
って口腔疾病構造の変化に対応する歯科医療体制の礎とし
たい。さらに，本年秋季学術大会（155 回）より，歯科衛
生士シンポジウムや歯科衛生士発表が設けられ，多職種と
の連携プログラム拡充が実施され，今後も関連学会と共に
魅力ある学会プログラムを通じて歯科保存学の普及・周知
を目指している。
　本学会機関誌は年間６冊の刊行を継続してきたが，本年
12 月に英文雑誌の刊行を開始し，初の英文誌となる

「Operative Dentistry, Endodontology and Periodontology」
（略称：ODEP）１巻１号が発行された。
　本学会は，関連学会（日本歯内療法学会，日本接着歯学会，
日本レーザー歯学会，日本歯科審美学会）と連携協定を締
結し，歯科保存専門医（仮称）の設立へ向け，日本歯科専
門医機構との交渉を進めている。これまでに 13 回の意見
交換会を重ね，本年 12 月に日本歯科専門医機構への申請
許可が得られ，歯科保存専門医実現に向けて大きな一歩を
踏み出すことができた。

（文責：石井　信之）

特定非営利活動法人　日本歯科保存学会
　理事長　石井　信之

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込TSビル4F
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］4,591 名（2021年11月30日現在）
［設立年］1955 年（昭和 30 年）
［�機関誌］和文誌「日本歯科保存学雑誌」第 64 巻２～

５号，英文誌「Operative Dentistry, Endodontology 
and Periodontology」第１巻１号を発行（電子ジャー
ナル）春季および秋季学術大会抄録は HP に掲載

［�認定医］584 名（2021 年 11 月現在）
［�専門医］745 名（うち指導医 280 名を含む。2021 年

11 月現在）

http://www.hozon.or.jp/

http://www.hozon.or.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　　第 130 回記念学術大会は 2021 年６月 18 日〜６月 20 日
に，水口俊介教授（東京医科歯科大学大学院医歯学総合研
究科高齢者歯科学分野）を大会長として開催した。本学術
大会の参加者総数は，2,561 名であった。メインテーマを「食
力向上による健康寿命の延伸―補綴歯科の力を示す―」と
し，海外特別講演１セッション，メインシンポジウム２セッ
ション，シンポジウム10セッション，医療問題検討委員会
連携企画１セッション，臨床リレーセッション２セッショ
ン，歯科医療安全対策推進セッション１セッション，歯科
専門医機構　理事長講演１セッション，専門医研修会１セ
ッションを実施した。また課題口演９題（コンペティショ
ン），ポスター 151 題が発表された。本年度の学術大会は，
当初は神奈川県民ホールにて開催する予定であったが，新
型コロナウイルス感染症拡大の影響により，誌上ならびに
Web にて開催した。
　本会は事務局を港区に置き，全国に９支部を有する。
2021 年度は，各支部が支部学術大会と総会を，誌上，
Web，あるいは対面との併催にて開催した。

２．学会活動について
　本会は歯科補綴学の専門学会として国民の健康・口腔保
健の向上のための国民，行政，学術団体への情報発信，提言，
ならびに歯科医学・歯科医療の発展，向上に資する公益社
団法人日本歯科医師会，日本歯科医学会，関連学会への情
報発信，提言を，積極的，効果的に行うことを目標として
いる。これらの基盤となる歯科補綴学，補綴歯科医療の発
展，向上に向けて，学術活動，教育活動，国際学術交流の
更なる充実，活性化，ならびに学会運営の効率化などを図
っている。出版では，英文誌 Journal of Prosthodontic 
Research がインパクトファクター 4.642 を獲得した。また，
国際学術活動として，世界各国の補綴関連学会と活発に交
流を行っている。社会貢献活動としては，市民フォーラム
を開催し，補綴歯科治療の啓発活動を行っている。

本年度のトピックス

１．老年精神医学会との連携
　超高齢社会における補綴歯科治療の貢献を目指して，（公
社）日本老年精神医学会と「認知機能の口腔機能との相関」
について医科歯科連携研究を推進している。その一環とし
て，医師歯科医師の相互理解を深め，新たなリサーチクエ
スチョンを探索することを目的とした双方向アンケートに
よる質的研究を実施した。

２．専門医制度
　本会専門医制度が（一社）日本歯科専門医機構によって
認定されること，つまり広告可能な補綴歯科専門医制度の
実現を目指し，制度設計と認定・研修要件について検討し，
2022 年４月より新たな専門医制度へ移行することとした。

３．Journal of Prosthodontic Research（JPR）
　本会英文誌 JPR は，本年度 4.642 のインパクトファクタ
ーを獲得し，歯科分野のジャーナルにおける上位 25％の地
位（Q1）を５年連続で維持した。本会のグローバルなプレ
ゼンス向上と国際的な学術プロモーションに貢献するた
め，2021 年から完全なオープンジャーナルとして新たなス
タートをきった。

４．日本臨床歯科学会（SJCD）との連携
　インターディシプリナリーアプローチを基盤に歯科臨床
を展開するSJCDとの協定に基づく学術連携を予定してお
り，両学会にとって有益な関係の構築を目指す。第一歩と
して，第 131 回日本補綴歯科学会学術大会（大阪）で共催
シンポジウムを開催予定である。

（文責：馬場　一美）

公益社団法人　日本補綴歯科学会
　理事長　馬場　一美

《問い合わせ先・事務局》
〒 105-0014　東京都港区芝 2-29-11　高浦ビル４階
TEL：03-6722-6090，FAX：03-6722-6096

［会員数］6,768 名（2021 年９月 30 日現在）
［設立年］1933 年（昭和８年）
［�機関誌］英文誌「Journal of Prosthodontic Research」

を年４回，和英混交誌「日本補綴歯科学会誌」を学
会特別号（抄録集）を加えて年５回発行

［�認定医・専門医など］専門医 1,187 名（うち指導医
661 名），認定研修機関は 103 か所が認定されている

（2021年９月30日現在）

http://www.hotetsu.com/

http://www.hotetsu.com/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 66 回総会・学術大会は，原田浩之教授（東京医科歯
科大学）を大会長として，新型コロナウイルス感染症拡大
防止策を可能な限り講じた上で，幕張メッセ国際会議場に
於いてハイブリッド方式（現地開催およびライブ配信の併
用）で，特別講演，シンポジウム等は同会場からのライブ
配信，一般口演，ポスター発表等についてはオンデマンド
配信，さらにライブ配信を録画しアーカイブ化したものを
配信する形式で 2021 年 11 月 12 日～ 14 日に開催された。
大会のテーマは「口腔外科学の現在までの進歩・未来の進
歩を考える」であり，演題数は 723 演題，参加者は 5,338
名で特に正会員の参加者は 4,845 名と過去最高を記録した。
　この学術大会においては，テーマに沿って，海外招聘講
演，特別講演，教育講演等に加え，シンポジウム 12 題，
市民公開講座等を開催した。ハイブリッド方式での利点と
して現地参加，また，現地に行かなくても参加できること
で，個々のプログラムの視聴者数から，職務の都合等で参
加が難しい会員が多数参加されたものと考えている。なお，
次回の第 67 回総会・学術大会は 2022 年 11 月４日～６日
に幕張メッセで開催予定となっている。

２．学会活動について
　COVID-19 防止のため，例年春と夏に開催している教育
研修会が延期となっていたが，本年２月より Web 開催に
て実施している。全国６支部会においては，支部学術集会
と歯科臨床医リフレッシュセミナーを例年開催している
が，同様の理由によりいったん開催延期としていたが，
Web 開催に切り替えて開催している。専門医制度では，認
定医 234 名，専門医 59 名，指導医 47 名が新たに資格認定
された。
　国際口腔顎顔面外科学会，アジア口腔顎顔面外科学会に
おける活動や各国学術団体との交流をこれまで積極的に行
っているが，COVID-19 の影響を受け Web 主体による交
流となっている。

（文責：外木　守雄 / 第67回大会長）

本年度のトピックス
　歯科診療の中でも口腔外科は唾液を含むエアロゾルが発
生する手術を伴うため，2020 年は Covid-19 の影響を受け，
日本全国の各病院で外科手術の中止・延期を余儀なくされ
た。学会員も手術の適否について混乱していたので，何ら
かの指針を学会員に発出しようということになり，東京大
学医学部口腔顎顔面外科・矯正歯科の星　和人教授を委員
長として新型コロナウイルス感染症対策検討小委員会を発

足させ，2021年１月 15 日に「新型コロナウイルス感染症
流行下における口腔外科手術に関する指針」（第１版）を
学会ホームページに公開した。この指針では７つのクリニ
カル・クエスチョンを掲げて方針を示した。例えば，

「COVID-19 感染後の患者に対しては，いつから院内感染
を懸念せずに口腔外科手術を実施することができるか？」，

「口腔外科手術における直前のポビドンヨードによる洗口
は，COVID-19 感染リスク低減に有効か？」などがある。
　また，この指針を海外にも知ってもらうため，「Guide 
for surgical procedures in oral and maxillofacial areas 
during coronavirus disease 2019 pandemic」のタイトルで
本学会の国際機関誌であるJournal of Oral and Maxillofacial 
Surgery, Medicine, and Pathology（Available online 28 
October 2021）に発表した。
　医科の外科系の学会と同じく，本学会も後進の人材確保
が大きな課題である。そこで数年前から若手口腔外科医委
員会を立ち上げて，若手口腔外科医の交流会を企画し，若
手同士の情報交換とお互いを刺激し合う場を提供してい
る。そのような中で歯学部の学生や研修歯科医に口腔外科
の魅力を知らせ口腔外科専門医を目指してもらえるように
プロモーションビデオを作製した。会員なら誰でもダウン
ロードができる。このビデオを利用して，学生にさらに国
民にもアピールしたいと考えている。
　コロナ禍の中で，都会と地方との医療情報格差も浮き彫
りとなった。地方の口腔外科医の意見を吸い上げ，学会の
問題として対応するために病院歯科口腔外科医療連携委員
会を立ち上げて活動を始めた。

（文責：池邉　哲郎／常任理事，広報・IT 委員会委員長）

公益社団法人　日本口腔外科学会
　理事長　桐田　忠昭

《問い合わせ先・事務局》
〒 108-0014　東京都港区芝 5-27-1　三田 SS ビル 3F
TEL：03-5422-7731，FAX：03-6381-7471

［会員数］11,073 名（2021 年８月 31 日現在，正会員）
［設立年］1933 年（昭和 8 年）
［�機関誌］和文誌「日本口腔外科学会雑誌」年 13 回，

ニューズレターを年２回発行，英文誌「Journal of 
Oral and Maxillofacial Surgery, Medicine, and 
Pathology」年４回発行

［�認定医・専門医など］認定医 2,806 名，専門医 2,158 名，
指導医 989 名，研修施設 311 施設，准研修施設 298
施設（2021 年 10 月１日現在）

https://www.jsoms.or.jp/

https://www.jsoms.or.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　2021 年 11 月３日〜５日にかけて第 80 回日本矯正歯科学
会学術大会 & 第５回国際会議がパシフィコ横浜を会場と
し，オンラインを併用したハイブリッド形式にて開催され
た。槇 宏太郎大会長（昭和大学歯学部歯科矯正学講座 教授）
のもと，「望まれる矯正歯科の未来」をメインテーマに，
教育講演，特別講演，シンポジウム，ラウンド・テーブル
ディスカッション，臨床セミナー，スタッフ & ドクターセ
ミナー，学術展示／症例展示，生涯研修セミナー，サテラ
イトセミナーなど多彩なプログラムが実施された。第５回
国際会議記念シンポジウムでは，近年社会的関心が高まる

「アライナー矯正」についてグローバルな視点で意見交換
が行われ，JOS フォーラムでは，一般社団法人 日本歯科専
門医機構の今井 裕 理事長をお招きし，歯科専門医制度の
動向についてご講演いただき，矯正歯科の明るい未来を創
造していくためのディスカッションの場として，有意義な
記念大会となった。

２．学会活動について
　医療・社会面では，2018 年４月に設立された，（一社）
日本歯科専門医機構の指導のもと，関係各所と緊密に連携
しながら，「国が広告可能と認める矯正歯科専門医制度」
の実現にむけて取り組んでいる。また，「医療広告ガイド
ライン」の遵守を目的とし，会員への周知と徹底を行うと
ともに，抵触している会員にホームページ掲載内容の改善
指導を目的とした「ホームページ倫理審査」を実施してい
る。さらに，設立 100 周年事業（2026 年）の一環として，
学術研究プロジェクトの公募を開始した。また，学会ホー
ムページをリニューアルし，レスポンシブ対応を行った。
学 術 面 で は 2022 年 よ り 学 会 誌 名 を “Clinical and 
Investigative Orthodontics（CIO）” へ変更し，MEDLINE 再
収載およびインパクトファクター取得に向け引き続き検討
を行っている。

本年度のトピックス
１．�「広告可能な矯正歯科専門医制度の実現」への取り組み
　2018 年４月に設立された，（一社）日本歯科専門医機構
の指導のもと，関係各所と緊密に連携しながら，「国が広
告可能と認める矯正歯科専門医制度」の実現に向けて取り
組んでいる。
２．学会誌名の変更
　現在，英文の学会誌（ODW）の MEDLINE 再収載とイ
ンパクトファクター獲得に向けた活動の一環としてわかり
やすい学会誌名にすることとなり，2022 年より学会誌名を

“Clinical and Investigative Orthodontics（CIO）” へ変更する。
３．ホームページ倫理審査の実施
　会員の規範となる立場である臨床指導医（旧専門医）・
認定医・指導医の更新（一部新規）申請において，申請者
のホームページの内容を審査し，ガイドラインに違反する
場合は修正を求める「ホームページ倫理審査」を 2017 年
より実施しているが，本年度も「2021 年度ホームページ倫
理審査指針」をアップデートし，学会ホームページに掲載
した。
４．ホームページのレスポンシブ対応
　患者さんを含む一般の方々の 70％以上がスマートフォン
でホームページを閲覧していることから，2021 年１月より
本学会ホームページをリニューアルし，レスポンシブ対応
を行い，スマートフォンでも閲覧しやすいようにした。
５．100周年記念事業
　本学会は 2026 年に 100 周年を迎えるが，記念学術大会
の実施，公募による学術調査研究，記念基金の設立，記念
誌の発刊，学術雑誌記念号の発刊，など 100 周年に向けて，
様々な記念事業の準備を進めている。

（文責：森山　啓司）

公益社団法人　日本矯正歯科学会
　理事長　森山 啓司

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9-3F
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］7,201 名（2021年11月現在）
［設立年］1926 年（昭和元年）
［�機 関 誌 ］ 和 文 誌「Orthodontic Waves-Japanese 

Edition」年２回，英文誌「Orthodontic Waves」年４
回発行，Information letter 年２号発行

［�認定医など］認定医 3,429 名，指導医 551 名，臨床指
導医（旧専門医）364 名（2021 年 11 月現在）

http://www.jos.gr.jp/

http://www.jos.gr.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 70 回日本口腔衛生学会・総会は，2021 年５月 27 日～
６月 10 日に岡山大学の森田学教授を学会長として沖縄コ
ンベンションセンターで開催を予定していたが，新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のため Web 開催となった。「地域・
社会から求められる口腔衛生学の専門性とは何か」をテー
マに，70 周年記念講演１題，シンポジウム７題，学術賞
LION AWARD 受賞講演４題，論文奨励賞受賞講演３題，
国際セッション１題，モーニングセッション１題，共通セ
ミナー３題，ミニシンポジウム１題，一般講演 75 題（学
部学生発表含む）と国内外から 300 名余の参加者を得た。
　第 71 回総会・学会は，2022 年５月 13 日～ 15 日，鹿児
島大学郡元キャンパスにて，鹿児島大学の於保孝彦教授を
学会長として開催を予定していた。しかし，オミクロン株
の急速な感染拡大のため，オンディマンドの Web 開催に
変更となった。

２．学会活動について
　18 委員会を中心に活発な学会活動を行い，その成果は，
会員の研究論文と共に機関誌である口腔衛生学会雑誌やホ
ームページで公表している。また，北海道，東北，甲信越・
北陸，関東，東海，近畿・中国・四国，九州の７地域の関
連学会等とも連携して，地域と個人の口腔保健の推進に努
めるとともに，その中核となる認定医・指導医，認定歯科
衛生士を養成し，Oral Health Promotion 普及に努めている。
　「健康な歯とともに健やかに生きる　―生涯 28（ニイハ
チ）―」を学会声明として掲げ，2011 年８月に制定された

「歯科口腔保健法」や各地で制定されている「口腔保健条例」
を科学的・技術的に支援することを目標としている。また，

「第 74 回 WHO 総会議決書を踏まえた口腔衛生学会の提
言」，「認知症に対する口腔保健の予防的役割」などの政策
声明を発出するなど，すべての人が健全な口腔と高い QOL
を享受する社会の実現をめざしている。
　国際交流：韓国予防歯科・口腔衛生学会（Korean 
Academy of Preventive Dentistry and Oral Health）とは，
毎年交互に代表を派遣し講演と情報交換を行っている。本
年 10 月 31 日に開催された同学会の年次大会では理事長・
天野がWeb講演を行った。また，Global Oral Healthに関し，
WHO（世界保健機関）との緊密な連携を図っている。

本年度のトピックス
１．歯科公衆衛生専門医
　本学会は，2021 年５月にわが国で初めての社会歯学系の
専門医となる歯科公衆衛生専門医をはじめとする新たな認

定制度を設立した。この新認定制度は，地域口腔保健実践
者，認定医，歯科公衆衛生専門医，および指導医から成る。
2021 年度は旧認定制度からの移行期間とし，本年度から新
制度下の申請および認定が始まる。
　健康の増進には，個人の要因だけでなくその環境要因が
関わる。これらの要因を解明し個人から集団・地域までを
含む包括的なアプローチと政策がなければ健康の不平等は
解決されない。そのため地域に密着した歯科医師，行政職
に従事する歯科医師，そして大学等の研究者の３者を橋渡
しし，効果的な公衆衛生施策および地域における活動の展
開に向けて指導的役割を果たせる人材を育成し，国民誰も
がどのような地域・環境に暮らしていても健康でいられる
ための支援をしていくことが本制度の主旨である。

２．�第74回WHO総会議決書を踏まえた口腔衛生学会の提言
　第74回 WHO 総会において oral health に関する強い議決
がなされた。その議決を受け日本口腔衛生学会は以下の学
会提言を発出した。
　「“ 全ての年齢層の全ての人のために健康な生活を確保
し，幸福を促進すること ” を目標に，Universal health 
coverage の一環として口腔保健の推進に取り組む努力を強
化して，持続可能な社会の実現を目指す。その目標達成の
ため，口腔疾患の予防とリスクファクター対策など７つの
課題に取り組む」（詳細は本学会HPを参照されたし）。
　本学会は「生涯 28」を提唱している。この意は「歯を失
わない」ではなく，「健康な歯とともに健やかに生きる」
社会を作ることである。本学会は生涯28の実現に向け今後
とも着実な歩みを重ねる。

（文責：天野　敦雄）

一般社団法人　日本口腔衛生学会
　理事長　天野　敦雄

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込 TS ビル
	 一般財団法人口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］2,150 名（2021 年 11 月１日現在）
［設立年］1952 年（昭和 27 年）
［�機関誌］口腔衛生学会誌を年４回発行
［�認定制度］口腔衛生学会認定医 297 名，指導医 55 名，

認定医研修機関 24 施設，認定歯科衛生士 44 名（い
ずれも 2021 年 11 月１日現在）

http://www.kokuhoken.or.jp/jsdh

http://www.kokuhoken.or.jp/jsdh
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１．学術大会・総会の開催について
　第 77 回日本歯科理工学会学術講演会は，2021 年４月 10
日〜 11 日に鶴見大学歯学部歯科理工学講座（大会長：早
川　徹）が担当し，Web ライブ配信とあわせて，タワーホ
ール船堀（東京）でライブビューイングも実施した。一般
演題の他は特別講演１題，学会主導型シンポジウム１題，
スポンサードセミナー１題であった。初日に定時社員総会・
会員総会を実施した。
　第 78 回日本歯科理工学会学術講演会は，2021 年 10 月 16
日〜 17 日に岡山大学学術研究院医歯薬学域生体材料学分
野（大会長：松本　卓也）が担当し，Web ライブ配信およ
び 10 月 18 日～ 25 日の間に一部のプログラムをオンデマ
ンド配信した。一般演題の他は特別講演１題，学会主導型
シンポジウム１題，シンポジウム１企画であった。シンポ
ジウムは「歯科理工学 東西対抗戦」として，全国の歯科理
工学分野または生体材料学分野の教授が自身の研究を紹介
し，新しい研究トレンドや共同研究の創出するきっかけと
なった。
　コロナ禍においても，会員の研究発表と交流の機会を絶
やさない企画を試みることができた。

２．学会活動について
　会員の研究発表や交流の場として，様々なかたちで５つ
の地方会でセミナーが開催された。また，学術講演会や地
方会セミナーの企画の一部は Dental Materials Adviser/
Senior Adviser のための特別セミナーとしても併催して
いる。
　日本歯科医学会に所属する学会を中心に，さまざまな他
学会との連携強化を図っている。
　また，学会の国際的プレゼンスの向上を目指して，定例
の学術講演会に加え，４年ごとに国際学会（International 
Dental Materials Congress）を開催し，昨年延期となった
IDMC2020 は IDMC2022 として来年度開催予定である。

本年度のトピックス
１．DMJの IFが２を超える
　本学会が発行している英文機関誌（Dental Materials 
Journal）は我が国の歯科界で初めてインパクトファクター
を獲得した権威ある学術雑誌である。今年度は，2020 年
IF 値：2.012，５年 IF 値：2.214 と IF 値が２を超えた。今
後 IF 値のさらなる向上を目指していく。

２．DEでホットな特集
　日本歯科理工学会では，その時のホットな話題を DE

（The Journal of Dental Engineering）で特集している。
ただ単に新しい材料や器械を紹介するのではなく，歯科
臨床の現場で問題となっている事，歯科医が知りたい情
報などを，歯科理工学研究者だけではなく，臨床の先生
などそれぞれの分野の先生に解説して頂いている。今年，

「DE」で取り上げた特集は以下の通り。
　①「各種シミュレーション技術の歯科応用」
　②「歯内療法における材料・器械の新展開」
　③「歯科と色彩」

３．国際歯科材料会議2022年度開催決定
　本学会では，アジアの歯科理工学の発展に貢献するとと
もに，アジアの歯科理工学の研究者とのネットワークの構
築を目指しており，その一環として，今までにタイ（2007
年），韓国（2011 年），インドネシア（2016 年）で，約４年
毎に国際歯科材料会議と称して国際学会を開催してきた。
2020 年には台湾での開催を予定していたが，コロナ禍によ
り延期となり，2022 年度開催を決定した。

４．学術講演会開催の見直し
　今年度，学術大会の開催方式を見直した。現在は春秋年
２回の学術講演会を開催しているが，本学会を構成する各
地方会の活性化を図るために，2023 年度から全国的な学術
講演会の開催を年１回（春期）に開催し，秋期は地方会主
催のセミナーなどを活性化させ，大学や研究機関に所属す
る研究者のみならず，臨床家や学生，企業関係者に至るま
で，会員の研究成果発表の機会を広げることにした。

（文責：早川　徹）

一般社団法人　日本歯科理工学会
　理事長　早川　　徹

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込 TS ビル
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］1,625 名（2021 年 12 月１日現在）
［設立年］1982 年（昭和 57 年）
［�機関誌］和文誌「日本歯科理工学会誌」（年３回，

Special Issue 年２回），英文誌「Dental Materials 
Journal」（年６回）

［�称　号］Dental Materials Adviser 96 名，Dental 
Materials Senior Adviser 202 名

http://www.jsdmd.jp/

http://www.jsdmd.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　NPO 法人日本歯科放射線学会第 61 回学術大会・第 17 回
定例総会は倉林　亨大会長（東京医科歯科大学）のもと，
2021 年５月 21 日～ 23 日，「もっと知りたい，歯科放射線」
をテーマに Web 開催（Zoom ウェビナー）された。日本歯
科放射線学会第２回秋季学術大会は，荒木和之大会長（昭
和大学）のもと，Zoom 配信による Web 大会として，2021
年 10 月 29 日～ 31 日，「ニューノーマルにおける歯科放射
線―コロナ後の世界で歯科放射線専門医に必要とされる能
力を考える」をテーマに開催された。日本歯科放射線学会
第 62 回学術大会第 18 回定例総会・第 13 回アジア口腔顎
顔面放射線学会は勝又明敏大会長（朝日大学）・新井嘉則
大会長（日本大学）のもと，2022 年６月３日～４日，じゅ
うろくプラザ（岐阜市橋本町１丁目 10 番地 11）で併催（一
部オンライン）されることになった。

２．学会活動について
　日本歯科放射線学会は歯科放射線学およびこれに関連す
る学術研究の促進を 18 の委員会を中心に推進し，歯科放
射線学の普及を図り，もって学術および医療の進展に寄与
することを目的としている。和欧文学術雑誌の発行，欧米
やアジア各国の歯科放射線医との連携協力，また関連学会
との連携協力も継続的に行っている。歯科放射線専門医制
度の下，準認定医，認定医，歯科放射線専門医，指導医の
認定や一般開業医への啓発活動として，教育委員会を中心
に，歯科医師生涯学習研修会，実技研修会，等を開催して
い る。 こ れ ら の 活 動 の 多 く は 2021 年 度 に お い て は
COVID-19 の影響を受け中止あるいは Web 開催となって
いる。そのような中 ICDMFR（International Congress of 
DentoMaxilloFacial Ragiology，国際歯顎顔面放射線学会）
第 23 回大会は 2021 年４月 28 日〜５月１日まで韓国
Gwangju で開催された。COVID-19 の影響で，現地と
Web のハイブリットで催され，海外からの現地参加は難し
かった。

本年度のトピックス

　⑴ CBCT の臨床利用指針，⑵顎関節画像診断ガイドライ
ン，⑶インプラント画像診断ガイドライン，⑷パノラマＸ
線画像による全身疾患スクリーニングのガイドライン，（⑸
MRI の医療安全に関するガイドライン（「MRI 検査におけ
る over denture の磁性体の取り扱いに関する見解」），⑹携
帯型口内法Ｘ線装置による手持ち撮影のためのガイドライ
ンの改定・策定を進めている。保険点数の改定に向けて，
① Oral Radiology に収載された「Clinical guidelines for the 
application of panoramic radiographs in screening for 
osteoporosis 」を基盤としてパノラマ X 線写真の下縁皮質
骨による顎骨脆弱度評価，②薬剤関連顎骨壊において骨密
度が上昇することから，口内法Ｘ線撮影による骨塩定量検
査，③ COVID-19 に対応して，口内法の代替えとして部分
パノラマ断層撮影法の導入に向けて技術提案書を作成し
た。Oral radiology は 2021 年 Volume 38 Number 1-4 計
719 ページ掲載した。詳細は Review articles ８編，Original 
Article 66 編，Case Reports 10 編，Technical Reports １編，
Rapid Communication １編，Letters to the Editor ７編であ
った。Impact Factor は 1.852 で，歯科放射線学分野では
Medline 掲載誌としては現在DMFRと２雑誌のみである。

（文責：浅海　淳一）

特定非営利活動法人　日本歯科放射線学会
　理事長　浅海　淳一

《問い合わせ先・事務局》
〒 135-0033　東京都江東区深川 2-4-11
	 学会事務センター内（担当：並河　宏樹）
TEL：03-5620-1953，FAX：03-5620-1960

［会員数］1,498 名（2021 年 10 月 19 日現在）
［設立年］1960 年（昭和 35 年）
［�機関誌］和文誌「歯科放射線」年２回，英文誌「Oral 

Radiology」年４回発行
［�認定医・専門医など］准認定医 572 名，認定医 476 名，

専門医 255 名，指導医 101 名，PET 核医学歯科認定
医 30 名，口腔放射線腫蕩認定医 22 名

https://www.jsomfr.org/

https://www.jsomfr.org/
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１．学術大会・総会の開催について
　本年度，第 59 回日本小児歯科学会大会は，山﨑要一教
授（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科小児歯科学分野）
を大会長とし，「新しい時代の小児歯科，維新の風は南から」
をテーマに Web 開催された。2021 年６月６日に開会式，
特別講演，教育講演，シンポジウムの先行配信を行い，６
月７日～ 22 日に全プログラムの Web 配信を行った。参加
登録者は 1,941 名となり，成功裏に終了した。また，秋に
は６ブロックの地方会をすべて Web 開催で行った。
　次回の第 60 回日本小児歯科学会大会は，2022 年５月 19
日〜 20 日に，幕張メッセ国際会議場にて，白川哲夫教授（日
本大学歯学部小児歯科学講座）を大会長とし，「心をつな
ぎ支えよう，子どもたちの明日を」をテーマに開催される。

２．学会活動について
　日本小児歯科学会は，25 の委員会で組織され，日本の小
児歯科医療と国民の皆様の福祉の発展のために活動を行っ
ている。
　主な活動方針は，①すべての会員が参加しやすい学会運
営の構築，②専門医制度の確実な施行と新たな認定制度の
拡充，③新たな時代に適した会議やセミナー等の開催方法
の検討，④学術雑誌の充実，⑤チームアプローチによる研
究成果の向上，⑥公益社団法人としての学会事業の展開と
法人支部の組織運営の充実，⑦諸外国との学術交流，⑧成
育基本法への小児歯科としての具体的施策提示と小児の保
険・医療に関連する学術団体との連携強化，⑨広報活動，
⑩災害時おける迅速な対応である。本年度は，より多くの
学術情報の発信のため，学会開催のほかにオンデマンドに
よる学術セミナーを定期的に開催している。また，若手支
援プログラムを構築し，より多くの会員が参加しやすい環
境を提供している。さらに，本会専門医制度が日本歯科専
門医機構に認証され，小児歯科学に関する知識，技術を有
する専門医を育てるだけでなく，その情報を随時更新して
いる。
　学会会員のみならず，広く国民の期待に添え，未来の日
本を担う子どもたちの健康を支えるための活動を継続して
行っている。

本年度のトピックス

　新型コロナ感染拡大の影響により，大会および地方会の
Web 開催が余儀なくされたが，多数の参加者を得ることが
できた。また，オンラインシステムの充実に伴い，オンラ
インシンポジウムを 2021 年 11 月より 2022 年５月まで毎月
開催し，会員への学術情報発信を行っている。11 月のオン
ラインシンポジウムでは，再生回数が 300 回以上に達した。
　小児保健に関しては，コロナ感染予防のために，園や学
校現場などにおける歯みがき・うがい・食べ方について，
学会ホームページにて提言を行うとともに，リーフレット
を作成した。歯みがきリーフレットでは，楽しく安全な歯
みがきを行う方法と幼児に多い歯ブラシ事故への注意喚起
を示し，食べ方についてのリーフレットでは，口腔機能の
育成に役立つ情報を掲載し，患者教育に役立つ媒体となっ
た。さらに，日本学校歯科医会とともに，コロナ禍におけ
る児童生徒の調査研究や歯ブラシの実態調査を行い，子ど
もたちの健康増進に関する調査を行っている。
　また，アレクシオン社からの依頼で，「気づいてあげて！ 
特徴的な乳歯の早期脱落がある遺伝性の難病」というタイ
トルで難治性疾患である低フォスファターゼ症に関する教
育映像の監修を行った。
　災害対策委員会では，災害に見舞われた会員に対して迅
速な対応をしている。
　来年度は，若手支援プログラムの実施，国際小児歯科学
会開催の誘致活動を行う予定である。

（文責：西田　郁子／庶務担当常務理事）

公益社団法人　日本小児歯科学会
　理事長　牧　　憲司

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9 駒込 TSビル 3F
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［�会員数］会員総数 5,069 名（内訳：名誉会員 39 名，
正会員 4,569 名，準会員 432 名，賛助会員 29 社）（令
和３年 11 月 30 日現在）

［設立年］1963 年（昭和 38 年）
［�機関誌］和文誌「小児歯科学雑誌」を年４回，英文

誌「Pediatric Dental Journal」を年３回発行
［�認定医・専門医など］専門医指導医 234 名，専門医

1,163 名，認定医 80 名，認定歯科衛生士 145 名。認
定医の認定制度は廃止し，更新のみを継続している

（令和３年 11 月 30 日現在）

http://www.jspd.or.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　COVID-19 感染拡大の影響により，第 64 回春季学術大
会は八重柏 隆大会長（岩手医科大学歯学部教授）のもと「今，
求められる歯周治療　～研究から臨床へ～」として，2021
年 5 月 21 日～６月 22 日に Web 開催，第 64 回秋季学術大
会は三谷章雄大会長（愛知学院大学歯学部教授）のもと「歯
周治療で美味しい人生をサポート」として，2021 年 10 月
15 〜 16 日に名古屋国際会議場で対面形式，終了後の 11 月
１日～ 30 日にオンデマンド配信によるハイブリッド方式
で開催した。春季学術大会は 4,739 名，秋季学術大会は，
現地参加 804 名，オンデマンドで 4,712 名の参加者があり，
今後の学術大会のあり方を示す記念すべき学術大会とな
った。

２．学会活動について
　日本歯周病学会は，科学者がリーダーシップを執る信頼
される学会として，継続的に学会のあり方および発展の方
策を検討している。
⑴�研究：「歯科診療における臨床検査の新規開発」を継続し，

新しい臨床検査法や臨床指標の開発を進めている。また，
侵襲性歯周炎患者のデータベースの充実化を図るためス
クリーニング法を作成し，本疾患の診断の定義付けや治
療効果の検証を推進している。

⑵�医療：診療ガイドラインの改訂の実施，新たなガイドラ
イン（歯周病患者における抗菌薬適正使用にガイドライ
ン）の発刊。医療技術評価提案に関する恒久的な検討を
実施している。

⑶�教育：歯周病学基礎実習動画の HP での公開，歯周病学
基礎実習用顎模型の開発を行っている。 

⑷�臨床：専門医試験，認定医試験，認定歯科衛生士試験を
年２回開催している。COVID-19 感染拡大の影響により，
臨床研修会の開催方式を検討するとともに，歯科医師に
対する歯周治療の啓発活動に取り組んでいる。

⑸�地域貢献：専門医，認定医の適正配置を図るとともに，
都道府県歯科医師会との連携を推進している。地域活動
賞の授与等，地域との連携を強化している。 

⑹�国際貢献：アメリカ歯周病学会との学術大会を 2022 年
に共同開催予定である。また，韓国・中国・ヨーロッパ・
インドなど，各国の歯周病学会との交流を展開している。

⑺�その他：歯周病の予防および治療法の更なる国民への周
知（国民向けホームページの新設，学会キャラクター，
ビデオ作製等）に注力している。

本年度のトピックス

　第 64 回秋季学術大会（名古屋国際会議場）を２年ぶり
に対面で現地開催した。会期終了後，初の試みとして，オ
ンデマンド配信よるハイブリッド開催を行った。今後の学
術大会においても，同様の開催方式が一般的になるのでは
ないかと考えている。
　ガイドラインの改訂および新指針の発刊については，①
歯周治療の指針 2015 の改定，②歯周病患者における再生
治療のガイドライン 2012 の改定，③糖尿病患者に対する
歯周治療ガイドライン改定第 2 版 2014 の改定，④高齢者
に対する歯周治療の指針の作成と発刊に向けて作業を行っ
ている。
　歯周病の予防および治療法の更なる国民への周知のため
に，国民向けホームページの新設，学会キャラクター，国
民向けビデオ作製等を進めている。
　歯科医師に対する歯周治療のさらなる啓発のために，歯
周基本治療，歯周外科治療の術式および進め方の解説 pdf
を臨床研修委員会で作成している。
　第 64 回春季学術大会（2021 年５月 21 日～６月 22 日
Web 開催）では，韓国歯周病学会（KAP）理事長を招聘し，
代表講演を実施した。
　若手研究者への支援強化の一環として，第 64 回春季学
術大会時に第 54 回若手研究者の集いを Web 形式で，第 64
回秋季学術大会時（2021 年 10 月 14 日）に第７回若手合宿
研修を現地（名古屋）で各々実施した。
　臨床データベース委員会を新設し，歯周病臨床データベ
ースの構築に向けて検討を開始した。

（文責：小方　賴昌）

特定非営利活動法人　日本歯周病学会
　理事長　小方　賴昌

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込１-43-9　駒込TSビル
TEL：03-3947-8891

［会員数］12,178 名（2021 年 10 月 31 日現在）
［設立年］1958 年（昭和 33 年／ 2003 年３月法人格取得）
［�機関誌］「日本歯周病学会会誌」年４回発行（2015 年

よりオンラインジャーナル），ニュースレター年２回
発行

［�認定医・専門医など］専門医 1,178 名，指導医 289 名，
認定医 1,242 名，認定歯科衛生士 1,303 名，指定研修
施設数 174 箇所（2021 年 10 月 31 日現在）

http://www.perio.jp

http://www.perio.jp


62 ◦会務報告

１．学術大会・総会の開催について
　第 49 回学術集会・総会が藤澤俊明会長（北海道大学大
学院歯科麻酔科学分野教授）のもと，2021年10月８日～
11月21日までオンデマンド形式によってオンライン開催さ
れた。特別講演２，教育講演３，久保田康耶記念講演，宿
題報告，シンポジウム４，認定講習会，学会企画教育講座，
実習型バイタルサインセミナー，および共催セミナーが企
画され，最優秀発表賞候補演題，一般演題と合わせて 129
題が発表された。参加者総数は 1,408 名であった。日本歯
科麻酔学会の会員総会では，会務報告がされた。

２．学会活動について
　社員総会（10 月８日）において，第 17 期会計決算，第
18 期補正予算案，第 19 期事業計画案・予算案，役員選出
細則の改定，専門医制度規則の改定等が承認された。また，
第 52 回総会・学術集会の会長として瀬尾憲司氏（新潟大学）
が承認された。また，社員総会終了後に開催した理事会に
おいて，次期理事長として飯島毅彦氏（昭和大学）の再任
が承認された。
　教育研修活動として，第 35 回リフレッシャーコースを
７月 12 日から９月 15 日まで，Web 上で開催した。各種資
格認定事業については，認定歯科衛生士 31 名，登録医７名，
専門医15名が資格審査に合格した。認定医試験については，
コロナ禍のために来年３月に延期とした。
　地域医療の推進活動として全国で３か所の歯科医師会で
バイタルサインセミナーを開催した。その他の活動として，
診療ガイドライン・診療ステートメントの作成などを行
った。
　日本麻酔科学会理事会において歯科麻酔についての正
しい理解を深めるために理事長が提案を行った。

本年度のトピックス

　日本歯科麻酔学会専門医制度は 2021 年度に日本歯科専
門医機構の登録第１号として認定された。歯科麻酔専門医
は現在 300 名余りが登録されている。日本での麻酔管理を
必要とする患者は現在行われている麻酔件数の数倍いると
考えられている。歯科治療恐怖症の患者さんや障碍者で歯
科治療を受けられない患者さんの他に深部埋伏智歯の抜歯
を必要とする方や小児の患者さんである。多くの患者さん
が麻酔のできる施設が整備されることを願っている。その
ためには麻酔が施行できる施設を増やす必要がある。日本
歯科麻酔学会は専門医を増やすだけではなく，その専門性
を生かせるインフラの開拓を進めている。
　安全な歯科治療を進めるためには患者さんの状態を客観
的に評価するモニターが整備され，歯科医療スタッフがそ
れを使いこなせるようにする必要がある。日本歯科麻酔学
会は地域医療委員会で地域の歯科医師のためにバイタルサ
インセミナーを開いてきた。コロナ禍でも今年は全国３か
所で遠隔講習会を開催した。今後もこの活動を広げていく。

（文責：飯島　毅彦）

一般社団法人　日本歯科麻酔学会
　理事長　飯島　毅彦

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込TSビル4F
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］2,759 名（令和３年８月 31 日現在）
［設立年］1973 年（昭和 48 年）
［�機関誌］和文誌「日本歯科麻酔学会雑誌」年４回（論

文号）年１回（抄録号），Anesthesia Progress（アメ
リカ歯科麻酔学会発行，日本歯科麻酔学会機関誌）
年４回，「ニューズレター」年４回発行

［�認定医・専門医など］認定歯科衛生士 119 名，登録
医 50名，認定医 1,334 名，専門医 339名

http://kokuhoken.net/jdsa/
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日歯医学会誌：41，48 − 98，2022 ◦ 63

１．学術大会・総会の開催について
　2021年度の学術大会は，会長　渋谷　鑛（日本歯科医史
学会理事長）のもと，第 49 回日本歯科医史学会学術大会
は第 24 回日本歯科医学会学術大会と併催で執り行われた。
歯科医学会は黎明期においては，各分科会が併催されてい
た史実の再現でもあった。リモート開催（誌上発表）で行
われ，会長講演にかえて「日本歯科医学会の回顧と発展」，
一般演題は 12 題とした。
　次年度，第 50 回歯科医史学会総会および学術大会は
2022 年 10 月１日，会長高山直秀（本学会理事）で東京ガ
ーデンパレスにて開催予定である。

２．学会活動について
１）月例研究発表会
　�　本学会では設立以来，月に１回を目途に形式にとらわ

れない自由な発表討論と会員相互の親睦を図る目的から
「月例会」を開催している。本年は新型感染症の影響から，
いずれもリモート開催で１月～ 12 月（通算 474 ～ 482 回）
実施された。

２）�日本医史学会，日本歯科医史学会，日本薬史学会，日
本獣医史学会，日本看護歴史学会，洋学史学会の六史
学会 12 月例会は新型感染症の影響で中止となってい
る。

３）第 24 回日本歯科医学会学術大会関係
　�　第 24 回日本歯科医学会学術大会記念誌の編纂に「第

一部歯科医学会のあゆみ」として携わった。

本年度のトピックス

　本年度は，「第 24 回日本歯科医学会学術大会」（日本歯
科医学会主催で原則として４年毎）が行われた。その一企
画として記念誌の Web 発刊が計画され，編集に当学会と
して協力した。「学術大会記念誌　第１部　日本歯科医学
会のあゆみ　第２部　座談会」を Web からご覧頂きたい。
　過去に，第15回日本歯科医学会総会と第71回FDI年次
世界歯学大会 1983 年では「日本の歯学史展」を併催事業
として行った史実がある。当時，印刷物として日本の歯学
史として学術展示物をまとめた「DENTAL HISTORY IN 
JAPAN」が，配布されたことを記憶している歯科医学会
会員も少なくなってしまった。日本における近代歯科医学
は明治期に欧米からの移入によるところが大きい。しかし，
わが国固有の歯科医学とその技術（木床義歯，お歯黒等）
について供覧していただく目的で企画されたものである。
　第24回日本歯科医学会学術大会は，その名称や開催方法
など日本歯科医学会史上多くの機構改革が実施された。各
分科会の併催もその一例である（黎明期は各分科会が同時
に開催され総会学術大会が行われていた）。学術大会記念
誌では，「日本歯科医学会」の歴史的背景を各分科会会員
に紹介することができたものと考えている。日本歯科医学
会は明治期にすでにその胎動が始まり，その発展には「医」
との対峙の歴史的背景があり，その原動力ともなっている
ことを再認識していただきたい。
　過去の史実に触れることによって，未来の歯科ビジョン
の構築を作り上げることを再考したいと思う。

（文責：渋谷　　鑛）

日本歯科医史学会
　理事長　渋谷　　鑛

《問い合わせ先・事務局》
〒 271-8587　松戸市栄町西 2-870-1
	 日本大学松戸歯学部歯科麻酔学講座内
TEL，FAX：047-360-9439

［会員数］一般会員 502 名（令和３年７月末日現在）
［設立年］1973 年（昭和 48 年）４月
［�機関誌］和文誌「日本歯科医史学会々誌」，第 34 巻

第１号，第２号発刊

http://www.jsdh.org/

http://www.jsdh.org/


64 ◦会務報告

１．学術大会・総会の開催について
　第 62 回総会・学術大会は 2021 年７月 16 日〜 30 日，河
野文昭大会長（徳島大学）のもと Web 開催された。テー
マは「温故知新：未来へ引き継ぐ歯科医療―安心・安全・
信頼の継承―」でした。テーマに沿ったシンポジウムのタ
イトルは「100 年続く歯科医院・医療継承成功へのロード
マップ」である。大会長の挨拶では，「患者さんが一番望
むこと，それは先生を信頼して，安心してかかれるなじみ
の歯科医院が存在することである。そして現在，２代目，
３代目へと歯科医院を継承することが難しい時代になって
おり，徳島県でも跡継ぎがいないために閉院する歯科医院
もあり地域の歯科診療に支障が出るケースが生まれてい
る。歯科医院の継承がスムーズに行えた４つの歯科医院の
先生にシンポジストになっていただき医院継承の難しさ，
課題をどのように解決したか，また地域の歯科医療をどの
ように守るか」ということを議論する内容で企画された。
　特別公演は，徳島大学大学院医歯薬学研究部医療情報学
分野の廣瀬 隼先生による「AI が導く次世代の医療」であ
った。近未来の医療のあり方についてお示しいただいた。
　また口演発表は 12 題，ポスター発表は６題であった。

２．学会活動について
　本学会の常置委員会は，編集，学術・教育，認定医制度，
認定医資格審査会，医療情報，医療保険・地域医療検討，
諸規則等運用，広報，倫理審査，利益相反である。
　地域関連団体の活動は次の通り。北海道地区：2021 年
12 月４日 Web 開催。東北地区：2021 年 10 月 31 日 Web
開催。関東甲信越地区：2021 年 11 月３日～ 11 月 27 日
Web 開催。東海地区：2021 年８月 29 日 Web 開催。近畿
北陸地区：2022 年３月に Web 開催予定。中国地区：2021
年 10 月 31 日 Web 開催。四国地区：2021 年７月 16 日〜
30 日 Web 開催。なお第 62 回日本歯科医療管理学会総会・
学術大会と併催。九州地区：2021 年 12 月 19 日鹿児島県歯
科医師会館で開催。

本年度のトピックス

　本年度の総会学術大会では，新型コロナウイルス感染拡
大にともなう歯科診療への影響についての学術発表が５題
あった。いずれも当学会が「安全，安心，信頼の歯科医療
を提供すること」を活動の主体としていることにより，感
染蔓延のかなり早い時期から会員が歯科診療との関係に注
目し研究していたことが示された。
　また情報発信として毎月全会員にメール配信しているマ
ンスリレターに新型コロナウイルスの感染予防対策を発信
してきた。会員諸氏より大いに役に立ったとの声が寄せら
れている。
　また，医療連携についての原著論文が複数掲載された。
これらの報告は他学会ではなかなか見受けることが少な
く，本学会が地域医療の重要な柱として重視している特徴
の一つが示された。
　また当学会雑誌は「臨床」についての投稿の受付をはじ
めた。これは会員の６割が開業歯科医師であることから，
歯科医療管理学の観点で論じられた臨床論文が必要であろ
うということである。学会の裾野が拡がればと考えている。
　第 24 回日本歯科医学会学術大会（令和３年，横浜市オ
ンライン開催）では e −テーブルクリニック１で尾﨑哲則
理事長が「安心・安全な歯科医療を提供するための口腔外
バキューム装置の活かし方」の講演を行った。またシンポ
ジウム 10 では「訪問歯科診療の16kmルールと継続的な地
域歯科医療の提供」として平田創一郎，澄川裕之，藤井一
維先生がシンポジストとして講演した。

（文責：福澤　洋一／総務担当常務理事）

一般社団法人　日本歯科医療管理学会
　理事長　尾﨑　哲則

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込TSビル
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［�会員数］正会員 1,019 名，団体会員 33 団体，維持会
員５社，賛助会員 10 社（2021 年 11 月 30 日現在）

［設立年］1960 年（昭和35年）
［�機関誌］「日本歯科医療管理学会誌」を年４回発行
［�認定医・専門医など］125 名，指導医 24 名，認定士

５名（2021 年 11 月現在）

http://www.jsdpa.gr.jp
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日歯医学会誌：41，48 − 98，2022 ◦ 65

１．学術大会・総会の開催について
　第 41 回学術大会は李　昌一大会長（神奈川歯科大学教授）
のもと，第 24 回日本歯科医学会学術大会の併催学会として，
オンデマンド配信を含め 2021 年９月 23 日～ 10 月 31 日の
期間オンライン開催した。併催学会のプログラムとしては，
講演 13 で大曲貴夫先生に ｢歯科における AMR（薬剤耐性）
対策｣ をご講演いただき，シンポジウム20では ｢COVID-19
と口腔～感染症の予後を分ける口腔健康管理～｣ を討議し，
ポスター発表は 17 演題であった。
　一方，第 41 回学術大会としては，｢歯科医療 SDGs を目
指したイノベーション With 新型ウイルス時代を生き抜く
歯科医療に必要なエビデンスを求めて｣ をテーマに，
COVID-19 やその感染対策に関する特別講演や教育講演を
はじめ，AMR 対策，インプラント治療における感染制御，
オーラルフレイルなど多彩なテーマでシンポジウムやワー
クショップ，パネルディスカッションなどが他学会との共
催企画として行われた。
　なお，社員総会は６月 26 日オンラインで開催した。

２．学会活動について
　年１回の学術大会開催と学術誌の発行以外に，特に力を
注いでいるのが専門医・認定薬剤師・認定歯科衛生士の養
成および認定である。その他，COVID-19 であらためて注
目されているインフェクションコントロールドクター

（ICD）講習会の開催や認定制度にも係わっている。また，
歯科における未承認薬，保険適応外薬および漢方薬につい
て検討を行い，他学会および行政への働きかけも行っている。
　さらに，歯科で使用するさまざまな薬物（和漢薬を含む）
に関する知識や現在問題となっている薬剤耐性（AMR）対
策と抗菌薬の適正使用（AMS），高齢者のポリファーマシ
ーなどを中心とした生涯教育を行っている。
　加えて，歯科医院におけるスタンダードプリコーション
や新たな感染症対策などの実践や最新情報などを提供して
いる。
　一方，多施設における抗菌薬の使用状況の実態調査や
COVID-19 をはじめとする感染症対策への適切な手指消毒
薬に関する研究も行っている。

本年度のトピックス
　現在の本学会のアピールポイントとして，①抗菌薬の適
正使用や術前感染予防抗菌薬の適応拡大，② COVID-19 を
はじめとする新興感染症に対する院内感染予防，③超高齢
化社会におけるポリファーマシー対策，④周術期口腔機能
管理，④歯科における漢方薬の薬物療法の普及，⑤歯科薬

物療法の生涯教育の充実などを掲げている。
　注目のトピックスは，以下の通りである。①日本歯科医
師会雑誌５号のクリニカルに佐伯副理事長・松野理事長の

『高齢者のポリファーマシーと歯科薬物療法』が掲載され
た。②認定試験に e-ラーニングコンテンツを採用した。③
専門医 15 名，認定歯科衛生士８名が登録された。④関連
学会として日本口腔感染症学会との協力体制を構築した。
⑤『感染症治療ガイド 2022』の歯性感染症に関するコンテ
ンツを日本感染症学会・日本化学療法学会から原稿依頼さ
れた。
　また，今後の事業計画として，以下の内容が本年度の総
会で決定した。① 1990 年発刊以来４版まで改訂されてき
た『日本歯科用医薬品集』を第５版として大幅改訂し，
2022 年秋に発刊する。②認定制度を見直し，専門医の資格
基準を厳格化するとともに，新たに認定医を設ける。
　なお，次年度の第 42 回大会は上川善昭大会長のもと，
鹿児島で開催される。
　会員以外の歯科医療関係者に伝えたいこととして，本学
会は歯科において ICD を申請できる３つの学会のひとつで
ある。そのため，ICD 講習会などを通して歯科医師の ICD
養成を担っているので，ICD 取得を考えている先生方には
是非ご入会いただきたい。

（文責：松野　智宣）

一般社団法人　日本歯科薬物療法学会
　理事長　松野　智宣

《問い合わせ先・事務局》
〒 151-0051　東京都渋谷区神宮前 2-4-11 
	 Daiwa 神宮前ビル 1F
	 ㈱大伸社（DS&C）内
TEL：03-6863-1777，FAX：050-3153-0400
E-mail：jsotp-sec@daishinsha.jp

［�会員数］会員 553 名，賛助会員５社（2021 年 12 月
13 日現在）

［設立年］1979 年（昭和 54 年）
［�機関誌］和文誌「歯科薬物療法」を年３回発行。歯

科用医薬品集を発行
［�認定医・専門医など］専門医 59 名・認定薬剤師９名・

認定歯科衛生士２名，ICD 108 名

http://jsotp.kenkyuukai.jp

http://jsotp.kenkyuukai.jp
mailto:E-mail%EF%BC%9Ajsotp-sec@daishinsha.jp
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１．学術大会・総会の開催について
　第 38 回総会および学術大会（大会長　弘中祥司先生（昭
和大学歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座口腔衛生学部
門）は，“ 新しい生活様式と障害者歯科 ” をテーマとして
2021年９月25日～10月11日にオンデマンドで開催された。
本学会は第 24 回日本歯科医学会と併催し，歯科医学会で
の一般演題は 60 演題で，日本障害者歯科学会は 93 演題で
あった。学術大会プログラムは特別講演「新型コロナウイ
ルス感染症 COVID-19 パンデミック下の障害児のくらしか
ら考えること（加我牧子先生）」，教育講演「発達障害―そ
の誤解と医療・教育の課題―（榊原洋一先生）」，厚生労働
省委託研究報告「障害者等への歯科健診等推進事業に係る
調査研究（弘中祥司先生：学会理事長）」，企画講演「新し
い生活様式における臨床の Tips」として３題，教育講座４
題，委員会企画講演５題，企業共催セミナー１題などであ
った。2,296 名の参加者であった。

２．学会活動について
　学会誌は，原著論文が８編，症例報告 11 編，臨床集計
９編，臨床ヒント１編，委員会報告１編，総説論文（講座）
５編が掲載された。本学会は 29 の委員会が活動し，公益
社団法人化の作業，診療ガイドラインの作成，IT 化を進め
ている。専門医基本研修会３題，認定医研修会２題を２回
オンライン開催した。地域医療推進のために３つの県にて
障害者歯科セミナーをオンライン開催した。
　臨床実習マニュアル「障害の特性を考慮した介助磨きの
指導」が HP 上で公開された。認定医・認定医指導医試験，
専門医・専門医指導医試験，認定歯科衛生士試験は 10 月
31日に全国７カ所で実施された。国際交流活動として国際
障害者歯科学会とアジア障害者歯科学会は，次年度開催の
ための準備が進められている。

本年度のトピックス
　厚生労働省委託研究報告「障害者等への歯科健診等推進
事業に係る調査研究（弘中祥司：学会理事長）」は，全国
の会員の協力を得て 1,059 名のデータを収集し，分析結果
を HP で公開した。検診に際して 30.1％の障害者は協力が
得られず，抑制法が実施された。かかりつけ歯科医がある
のは，87. 5％であった。未処置歯は平均 0.6 ± 1.8 歯である
が，１人平均喪失歯（永久歯）数は平均 3.5 ± 6.2 歯であ
った。口腔清掃状態としての OHI-S は，10 歳未満が平均
1.0 未満であったが，15 歳以上で平均 1.5 を越えている年代
が多く，最高は 55 ～ 59 歳で平均 2.1 であった。４mm 以
上の歯周ポケットのある者の割合は 30 歳代で 50％を超え，

そのまま高い状態を推移していた。処置の困難性と加齢と
ともに口腔清掃状態が難しく，歯周疾患のリスクを抱えて
いて，かかりつけ歯科医による障害者の歯科管理の難しさ
を反映していた。
　COVID-19 に関連した報告は，「COVID-19 感染拡大下
あるいはそれに近似した状況下における小児在宅歯科医療
に関するアンケート」，「新型コロナウイルス感染症流行下
におけるオンライン診療に対する摂食嚥下障害患者の意識
調査」，「在宅療養児に対して実施したオンラインによる摂
食嚥下リハビリテーション」の３編が学会誌へ掲載された。
　Down 症候群にみられる先天性心疾患は，子どもの病気
と思われたが，現在は 20 歳以上の患者が 20 歳未満を上回
っている。心房中隔欠損のような問題がなかった先天性心
疾患でも加齢とともに慢性心不全，不整脈などの管理が必
要になり，30 歳以上で生存率が急速に低下するので，歯科
治療を行う上でも配慮が必要となる。学会誌に「成人先天
性心疾患（ACHD）と歯科治療」が掲載された。

（文責：小笠原　正／庶務担当理事）

一般社団法人　日本障害者歯科学会
　理事長　弘中　祥司

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込1-43-9　駒込TSビル4F
	 （一財）口腔保健協会内
一般社団法人　日本障害者歯科学会事務局
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341
E-mail：jsdh@kokuhoken.or.jp

［�会員数］正会員 3,962 名，準会員 1,092 名，名誉会員
20 名，賛助会員 7 社（2021 年 11 月現在）

［設立年］1973 年（昭和 48 年）
［�機関誌］「障害者歯科」を年３回発行。ニュースレタ

ーを年３回発行
［�専門医制度］平成 29 年発足。令和３年 11 月末日現在，

専門医指導医 38 名，専門医 178 名，専門医研修施設
50 施設

［�認定医制度］平成 15 年発足。令和３年 11 月末日現在，
名誉指導医・認定医８名，認定医指導医 190 名，認
定医 1,330 名，臨床経験施設 261 施設

［�認定歯科衛生士審査制度］平成 20 年発足。令和３年
11 月末日現在，指導歯科衛生士 91 名，認定歯科衛生
士 379 名，臨床研修施設 24 施設

http://www.kokuhoken.or.jp/jsdh-hp/html/

http://www.kokuhoken.or.jp/jsdh-hp/html/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 32 回学術大会は，河相安彦 理事（日本大学松戸歯学部）
を大会長に，2021 年６月 11 日〜 13 日の Web でのライブ
配信３日間と，６月 14 日〜 30 日の約２週間のオンデマン
ド配信で開催された。メインテーマを「人生 100 年時代に
老年歯科医学ができること」とし，特別講演１，教育講演１，
シンポジウム７，スポンサードセッション５，また愛知県
医師会および愛知県歯科医師会とのジョイントセッション
を企画した。口演・ポスター発表は 208 題で，優秀口演賞
２名と優秀ポスター賞４名が表彰された。質疑応答はすべ
てライブ配信し，オンライン上でありながら，集合型開催
と変わらない活発なディスカッションを実施した。また，新
企画として Meet the President として多職種の会員と理事
長との座談会を音声配信し，好評であった。
　本学術大会は第32回日本老年学会総会と併催され，加盟
学会の学術大会もオンラインで視聴し，多職種との情報交
流も活発に行われた。
　定時社員総会は同年５月 29 日にオンライン開催した。

２．学会活動について
　本会は日本老年医学会，日本老年社会科学会，日本基礎
老化学会，日本老年精神医学会，日本老年看護学会，日本
ケアマネジメント学会とともに日本老年学会の構成団体で
ある。本会の理事長と理事６名が日本老年学会の理事とな
っている。本会より国際老年学会議（IAGG）の評議員が
選出されている。
　今年度は多彩なテーマでオンラインライブ研修会を計６
回実施し，地域を限らず広く研修の場を会員に提供した。
　本会には学術委員会，編集委員会，在宅歯科医療委員会
など 26 の委員会が置かれている。支部活動は地域歯科医
療の現場と学会を繋ぐ重要な役割を担っている。本会では
学会認定医制度，専門医制度，摂食機能療法専門歯科医制
度を運営し，高齢者に対する高い専門的知識と技術を有す
る歯科医師の育成に力を入れている。また，日本歯科衛生
士会の認定歯科衛生士（認定分野 B：老年歯科）の専門審
査を行っている。
　また，ヨーロッパ老年歯科医学会（ECG），台湾老年歯
科医学会との交流協定があり，活発な学術交流が行われて
いる。

本年度のトピックス

　口腔機能低下症は，本会が 2016 年に発出した見解論文
がもととなっているが，その英語版ともいえるポジション
ペーパーが 2018 年に本会の公式ジャーナルでもある
Gerodontology 誌に掲載された。本年，このポジションペ
ーパーに対して，最も引用された論文に送られる Robin 
Heath Award for the most-cited paper in Gerodontology が
授与された。さらに，Gerodontology 誌においては，口腔
機能低下症の英語名である Oral Hypofunction の特別号が
現在編纂中である。わが国初の病名が診療や研究分野で国
際的に認められたことの証であると感謝している。ま
た，口腔機能低下症の診療および臨床研究支援アプリ
を開発し，会員に無料で提供するなど国内での普及にも努
めている。
　本会では学術用語の検討を継続的に行っているが，本年
度は歯科における訪問診療を示す用語として，訪問歯科診
療と歯科訪問診療とが混在しており，混乱を招いている点
について詳細な検討を行った。その結果，診療形態として
は「訪問診療」，歯科における訪問診療である点を明示す
る場合には「歯科訪問診療」とするのが妥当であるとし，
ステートメントを発出することになった。
　高齢者施設職員向けに，口腔ケアの手引きやリーフレッ
トの作成を行った。また，新型コロナウィルス感染症蔓延
時の歯科治療への対応として，歯科訪問診療における感
染予防策の指針を発出したが，最新の状況を加味した
2021 年版を公表予定である。医療従事者の安全を確保し
つつ，訪問診療を継続するために必要な情報の発出を行
っている。

（文責：上田　貴之／総務担当常任理事）

一般社団法人　日本老年歯科医学会
　理事長　水口　俊介

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込 TSビル
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］4,132 名（2021 年 12 月 1 日現在）
［設立年］1986 年（昭和 61 年）
［�機関誌］「老年歯科医学」年４回，「Gerodontology」

年４回，「ニューズレター」年４回発行
［�認定制度関連］認定医数 592 名，専門医数 274 名，

指導医数 195 名（以上，のべ人数），摂食機能療法専
門歯科医師 100 名

http://www.gerodontology.jp/

http://www.gerodontology.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　第40回日本歯科医学教育学会学術大会は 11 月 20 日～ 12
月３日に日本大学歯学部を主管校として Web 開催形式で
開催された。大会長は本田和也（日本大学歯学部長）である。

「医療 ICT 時代の歯科医学教育を考える―歯科医学におけ
る遠隔教育の実践―」をテーマに，特別講演として「Dental 
Education in Lao P.D.R.」「The future of dental education in 
Norway」「歯学教育の質保証に向けた第三者評価について」
の３題，教育講演として「地域包括ケアでの医療人育成の
あり方」の１題，その他にシンポジウム５題が行われた。
一般発表は，口演 10 題，ポスター 69 題の発表が行われた。
参加者は 310 名であった。

２．学会活動について
　本学会では 11 の委員会を設置し，歯科医学ならびに関
連領域の教育向上，充実および発展を見据えた積極的活動
を行っている。総務委員会は庶務事項，学術賞の選考，規程・
規約の策定・改定作業を行っている。財務委員会は予算・
決算案の作成を行い，学術委員会は学術大会のテーマ・企
画の検討を行っている。企画・将来構想委員会は，学会の
在り方，オンラインでの講習会の実施方法について検討し，
編集・広報委員会は学会誌の編集作業，学会 Web サイト
の管理，メールマガジンの配信を行っている。教育国際化
推進委員会は諸外国の歯科教育関連学会に参加し，情報の
収集・発信に努め，教育能力開発委員会は各種ワークショ
ップの運営を行っている。教育方略委員会は倫理・プロフ
ェッショナリズム，多職種連携等の学習方略の調査・検討
を行っている。教育評価委員会は歯科医師国家試験に関す
るアンケート調査を実施し，教育一貫性委員会は卒前教育
から生涯教育のシームレスな学習の在り方を検討してい
る。機関会員委員会は歯科大学・大学歯学部 29 校が会員
として参加し，利益相反委員会は会員の利益相反状態の管
理・対応を行っている。

本年度のトピックス

　本学会では文部科学省から委託を受けた「歯学教育モデ
ル・コア・カリキュラム改訂に向けた調査研究」，厚生労
働省から補助を受けた「臨床研修活性化推進特別事業」を
実施している。
　「歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に向けた調
査研究」は昨年度から引き続き委託を受けたもので，平成
28 年度改訂版歯学教育モデル・コア・カリキュラムの改定
に向け，関係団体，医学・薬学のモデル・コア・カリキュ
ラム改訂作業チームとの意見交換，海外の歯学部，学会の
情報収集を行い，改定案の作成を進めている。
　「臨床研修活性化特別推進事業」は，指導歯科医講習会
の講師養成のための研修会の実施と指導歯科医のフォロー
アップ研修のためのｅ- ラーニング教材の検討および作成・
運営の２つの事業からなる。指導歯科医講習会の講師養成
のための研修会は，歯科医師臨床研修施設のプログラム責
任者，指導歯科医を対象とし，指導歯科医講習会でタスク
フォースを担当する人材の養成することを目的としてい
る。指導歯科医のフォローアップ研修のためのｅ- ラーニ
ング教材の検討および作成・運営は，歯科医師臨床研修の
制度見直しにより，指導歯科医のフォローアップ研修が導
入されることを踏まえ，ｅ- ラーニングによるフォローア
ップ研修受講システムの構築を目的としている。

（文責：藤井一維／総務担当常務理事）

一般社団法人　日本歯科医学教育学会
　理事長　秋山　仁志

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003 東京都豊島区駒込 1-43-9 駒込 TS ビル
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］1,755名（2021年 11月 30日現在）
［設立年］1982 年（昭和 57 年）
［�機関誌］「日本歯科医学教育学会雑誌」を年３回発行

http://kokuhoken.net/jdea/

http://kokuhoken.net/jdea/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 51 回学術大会を，津賀一弘大会長のもと，「インプラ
ントで支える未来の健康」を大会テーマとして，2021 年
12 月 17 日～ 26 日の期間 Web 開催した。
　大会特別シンポジウムでは，「口腔機能回復から全身の
健康へ，４学会の連携と目指す方向性」をテーマに，日本
歯科医学会の住友雅人会長を座長として，日本口腔外科学
会，日本歯周病学会，歯科補綴歯科学会及び本学会の各理
事長と，患者に分かりやすく，安心して受診できるインプ
ラント治療の構築を目的に意見交換を行い，今後の方向性
を共有した。大会企画では，インプラントの症型分類の構
築や審美領域へのインプラント治療の成功基準の再考，他
にも，各種教育講座，各種優秀研究発表，一般発表，ポス
ター発表など，多くの講演をオンデマンド配信した。第 52
回学術大会は，2022 年９月 23 日～ 25 日に村上　弘大会長

（愛知学院大学歯学部）のもと名古屋市で開催予定である。
総会は 2021 年６月 13 日に東京グランドホテルで開催し，
2020 年度収支決算報告，事業報告などが承認された。

２．学会活動について
　本部学術大会と並行して，全国６支部（東北・北海道，
関東・甲信越，中部，近畿・北陸，中国・四国，九州）に
おいて支部活動を行っている。また，学会活動において，
優れた研究者や業績者には，優秀論文賞，奨励論文賞，優
秀基礎研究発表賞，優秀臨床研究発表賞，優秀ポスター発
表賞，優秀歯科衛生士発表賞，優秀歯科技工士発表賞など
の表彰を行っている。認定制度事業としては，口腔インプ
ラント専門医臨床技術向上講習会を 2021 年３月 21 日（約
600名参加）と同年 11 月３日（約700名参加）に Web 開
催した。また星 和人先生による「新型コロナウイルス感染
症とその対策」と題した講演などを実施し，会員への啓発
活動を行った。刊行物では，学会創立 50 周年を節目として，

「日本口腔インプラント学会創立 50 周年記念誌，新たな水
平線を目指して」を発刊した。

本年度のトピックス

　新型コロナ感染症の蔓延によって，国民の感染に対する
意識が高くなった。コロナウイルスが口腔内に多数存在す
ることや，清掃不良によって感染リスクが高まることも広
く認知され，感染予防に歯科治療が密接に関わっているこ
とが明らかとなった。インプラント治療は，その過程で，
口腔清掃，天然歯の治療，義歯，暫間補綴，画像診断，外
科手術，術後の口腔管理など，口腔外科学，歯科補綴学，
歯周病学，歯科放射線学など多くの分野と関わるため，そ
れぞれの過程において，各段階に応じた感染予防対策が必
要となる。本学会では，コロナ禍においても，国民が安心
して受診できるような情報の発信や，相談窓口での対応を
続けてきた。会員には，Web セミナーを活用し，医療倫理，
医療安全，感染予防対策の徹底，各種講演を実施し，知識
と技能の向上に努めている。同様の活動は，多くの学会が，
日本歯科専門医機構の指導の下，積極的に取り組んでいる
と思う。本年６月に厚労省が発表した，「施設内で新型コ
ロナ感染者が２名以上出た施設数」の報告では，全 8,231
件の中，医療機関が 1,225 件，高齢者福祉施設が 1,680 件，
歯科医院は１件であった。これらの結果は，過去のエアー
タービンを取り上げ，歯科の感染対策の不備を批判した風
評被害を払拭し，歯科医療機関の感染対策レベルの高さを，
国民やマスコミに知らしめた。インプラント治療において
も，過去には同様の報道もあったが，本学会は引き続き，
国民が安心して受診できるインプラント治療の構築，患者
が身近で探すことができる，インプラント歯科専門医の育
成と認定制度の確立を進めている。

（文責：阪本　貴司／学術担当常務理事）

公益社団法人　日本口腔インプラント学会
　理事長　宮﨑　　隆

《問い合わせ先・事務局》
〒 108-0014　東京都港区芝 4-3-5
	 ファースト岡田ビル 8F
TEL：03-5765-5510，FAX：03-5765-5516

［会員数］16,246 名（2021 年 10 月末現在）
［設立年］1972 年（昭和 47 年）
［�機関誌］和文誌「日本口腔インプラント学会誌」年

５回発行。英文誌「International Journal of Implant 
Dentistry」年２回発行

［�認定医・専門医など］専修医 1,030 名，専門医 1,255 名，
指導医 231 名，インプラント専門歯科衛生士 868 名，
インプラント専門歯科技工士 250 名（2021 年 10 月末
現在）

https://www.shika-implant.org

https://www.shika-implant.org


70 ◦会務報告

１．学術大会・総会の開催について
　第 34 回日本顎関節学会学術大会を 2021 年 10 月 23 日～
11 月 23 日に，本田和也大会長（日本大学歯学部歯科放射
線学講座教授）の下，Web 形式で開催した。参加登録者は
693 名であったが，本大会は「顎関節の現在，そして未来へ」
をテーマに，シンポジウム，教育講演，認定医セミナー，
共催セミナーや，その他多数の口演発表・ポスター発表が
行われた。特に今回は，脳神経外科，耳鼻咽喉科，整形外科，
精神科，ペインクリニックの医師に登壇いただき，医科歯
科連携について興味深いシンポジウムが行えた。
　次回の第 35 回学術大会は 2022 年 7 月２日～３日に札幌
市教育文化会館にて，山口泰彦大会長（北海道大学大学院
歯学研究院口腔機能学分野冠橋義歯補綴学教室教授）の下
で開催予定である。

２．学会活動について
　本学会は理事 25 名（理事長１名，副理事長１名，常任
理事５名を含む），監事２名で役員を構成し，21 の常置委
員会，３つの暫定委員会があり活動を行っている。
　年４回の学術講演会をはじめ，2015 年より，要望のある
都道府県歯科医師会で「新顎関節症の病態分類」に関する
学術講演を実施，現在は「顎関節症治療の指針 2020」に関
する学術講演を企画しており，会員・非会員を問わず，顎
関節症ならびに，その他の顎関節疾患の標準的な診療の啓
発活動に積極的に取り組んでいる。
　また，認定制度により専門医・指導医，認定医を認定す
るとともに 2015 年より暫定指導医制度を運用し，全国的
に認定研修機関を設置して，専門医育成の環境作りを進め，
これまで以上に顎関節症をはじめとする顎関節疾患の標準
的な診療の普及に力を入れている。
　国際交流に関しては，アジア顎関節学会（隔年開催）と
の交流を行っている。
　また，現在世界標準の顎関節症（TMD）診断基準であ
る DC/TMD（Diagnosis of Criteria for Temporomandibular 
Disorders）の International Networks for Orofacial Pain 
and Related Disorders Methodology(INfORM) 公認の DC/
TMD 認定トレーニングコースを行う。

本年度のトピックス
　顎関節症（TMD）は，現在，その考え方について世界
的にコンセンサスが得られ，世界標準の診断基準として
DC/TMD がある。本学会では INfORM 公認の DC/TMD
認定セミナーを行っている。本年 INfORM から日大松戸歯
学部が公認認定トレーニングセンターとして認められた。

また本学会では DC/TMD を日本の一般臨床医が用いられ
るように「顎関節症治療の指針 2020」としてまとめ直し学
会 HP よりダウンロードできるようにしている。そして，
会員向けに毎回の学会で診察・検査法についてのセミナー
を行うとともに，一般臨床医にも広く周知するためのセミ
ナーも企画している。さらに顎関節症精密検査を医療保険
に収載されるよう，毎回の医療保険改定時に学会より提案
書を提出している。歯科では，う蝕や歯周病と言った器質
的疾患を扱うことが主であるが，顎関節症は運動器の機能
障害であり，他の歯科的疾患とは考え方が大きく異なる。
痛みには侵害受容性疼痛，神経障害性疼痛の他に，近年，
非器質性疼痛として痛覚変調性疼痛（Nociplastic pain）が
認められた。ここには一部の顎関節症が含まれ，歯科医師
はこれに対応する必要が生じてきている。現在，慢性痛の
治療には多職種による集学的治療が行われているが，今後
は歯科もそこに加わることが求められてくると思われる。
ほとんどの顎関節症は，初期治療で改善するため，適切な
初期対応法を一般歯科医師に啓発し，一般的な顎関節症を
治療出来る歯科医師を増やすこと，そして痛覚変調性疼痛
に含まれる顎関節症に対応できる専門医を育成すること
が，今後，本学会の大きな課題となると考えている。

（�文責：島田　淳／理事・保険医療推進委員会委員長，社
会連携・広報委員会副委員長）

一般社団法人　日本顎関節学会
　理事長　鱒見　進一

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9
	 （一財）口腔保健協会
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341
E-mail：gakkai23@kokuhoken.or.jp

［�会員数］正会員 2,000 名，準会員 10 名，名誉会員 53 名，
賛助会員３社（2021 年 12 月１日現在）

［�設立年］顎関節研究会：1980 年，日本顎関節学会：
1988 年，有限責任中間法人日本顎関節学会：2008 年，
一般社団法人日本顎関節学会：2009 年

［�機関誌］和文誌「日本顎関節学会雑誌」を年４回発
行（大会特別号を含む）。ニューズレター，メールマ
ガジンを随時発行

［�認定医・専門医関連制度］現在 119 研修施設，26 関
連研修施設，研修補助施設３施設があり，歯科顎関
節症専門医（308名），指導医（186 名）基礎系指導者

（３名）が在籍している

http://kokuhoken.net/jstmj/

http://kokuhoken.net/jstmj/
mailto:E-mail%EF%BC%9Agakkai23@kokuhoken.or.jp
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１．学術大会・総会の開催について
　2021 年度第 32 回日本臨床口腔病理学会総会・学術大会
は槻木恵一大会長（神奈川歯科大）の下「歯科と病理学の
絆と社会貢献」を大会テーマとして，８月 12 日〜 14 日（オ
ンライン），９月１日〜 28 日（オンデマンド）に Web 開
催された。特別講演１（中村直哉先生　東海大），特別講
演２（櫻井孝先生　神奈川歯科大），教育講演 1（辻村傑先
生　辻村歯科医院），教育講演２（豊澤悟先生　大阪大），
若手シンポジウム１（大塚邦紘先生　徳島大，角田麻里子
先生　日本大，田中準一先生　昭和大），若手シンポジウ
ム２（常松孝明先生　徳島大，山﨑学先生　新潟大，高畠
清文先生　岡山大），Web ランチョンセミナー１（白澤淳
子先生　日経 BP），Web ランチョンセミナー２（松沢成文
先生　衆議院議員，中澤宗寿先生　表千家茶道），スポン
サードシンポジウム（村上正基先生　愛媛大），モーニン
グセミナー１（伊藤由美先生　鶴見大），モーニングセミ
ナー２（窪田展久先生　神奈川歯科大），イブニングセミ
ナー（猿田樹理先生　神奈川歯科大），学会奨励賞受賞講演，
症例検討に加え，多数の口演発表が行われた。
　次回の第 33 回総会・学術大会は 2022 年９月 22 日〜 24
日に安彦善裕大会長（北海道医療大）の下，第 32 回日本
口腔内科学会（安彦善裕大会長　北海道医療大），第 35 回
日本口腔診断学会（永易裕樹大会長　北海道医療大）との
合同学術大会として，札幌市教育文化会館で行われる予定
である。

２．学会活動について
　開催が延期されていた第 53，54 回口腔四学会合同研修
会（第 53 回　星和人先生　東京大，第 54 回　濱田傑先生 
近畿大）は２月〜３月にオンデマンド形式で開催された。
７月に第 49 回口腔三学会連携協議会を開催（Web 開催）
した。また，11 月には第 66 回日本口腔外科学会で口腔三
学会合同シンポジウム（浦野誠先生　藤田医科大）を開催
した。

本年度のトピックス

　日本臨床口腔病理学会として，口腔病理学の教育 ･ 診断
の標準化を目指している。その中で，現状の歯科医師国家
試験出題基準では，肉芽腫性炎の項目で放線菌症が第１番
目に備考欄に記載されている。現在の病理学では，放線菌
症を肉芽腫性炎の代表的疾患として取り上げているものは
殆どみられない。もちろん，放線菌症においても肉芽腫を
形成することがあるが，多くは，「口腔結核，口腔梅毒，癩，
サルコイドーシス」をあげている。肉芽腫性炎について歯
学教育をする上で，学生の理解の混乱を起こしていること
が，本学会会員からあがってきた。そこで，公益社団法人 
日本口腔外科学会とこの件について検討した結果，賛同を
いただき，歯科医師国家試験出題基準における「肉芽腫性
炎の項目から放線菌症の除外」についての提言を厚生労働
省医政局へ提出した。今後は，口腔病理学の教育 ･ 診断に
おける標準化を日本臨床口腔病理学会が主導して関連学会
と共同しながら行っていく所存である。

（文責：前田　初彦）

特定非営利活動法人　日本臨床口腔病理学会
　理事長　前田　初彦

《問い合わせ先・事務局》
〒 110-0016　東京都台東区４丁目 22-8
	 ワタナベビル 2 階㈱
	 ウィザップ東京支店内
TEL：03-6284-2560，FAX：03-6284-2561
E-mail：jsop-info@sksp.co.jp

［会員数］506 名（2021 年 10 月 28 日現在）
［�設立年］1990 年（日本口腔病理学会），法人：2006 年
（特定非営利活動法人日本臨床口腔病理学会）

［�機関誌］英文誌「JSOMP」「JOMP」（各年４，10 月
発行）

［�認定医・専門医など］口腔病理専門医（一般社団法
人日本病理学会認定）

http://www.jsop.or.jp

http://www.jsop.or.jp
mailto:E-mail%EF%BC%9Ajsop-info@sksp.co.jp
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１．学術大会・総会の開催について
　第 40 回日本接着歯学会学術大会（第 24 回日本歯科医学
会学術大会との併催）については，2021 年９月 23 日～ 26
日を会期とし，鶴見大学・山本雄嗣 教授が大会長を担い開
催した。当初の開催方式は，９月 23 日からの３日間は，
神奈川県横浜市のパシフィコ横浜における第 24 回日本歯
科医学会学術大会との併催にて実施し，続く９月 26 日は，
本学会独自の開催日として鶴見大学歯学部にて開催する予
定であった。しかし，新型コロナウイルス感染症の拡大防
止を図り，全日程を通してオンライン方式（ライブ配信＋
オンデマンド）による開催形式に変更して実施された。第
40 回大会は「患難を乗り越え Next Society へ」をメインテ
ーマに設け，日本歯科医学会との併催プログラムとしてオ
ンライン方式による e- ポスター発表 15 題と “歯冠色間接
修復法を成功させる接着の極意 ” をテーマとする本学会企
画のシンポジウムが行われた。ついで９月 26 日には，本
学会独自の大会プログラムとして口頭発表７演題がビデ
オ・オンライン配信され，併せて 2021 年度臨時社員総会・
会員総会を同日にオンライン開催した。

２．学会活動について
　2021 年５月 29 日に 2021 年第１回臨床セミナー・専門医
認定研修会を，12 月 12 日には第２回の同セミナー・研修
会を講演ビデオ・オンライン配信で開催した。第１回では

「変革期を迎えた接着臨床を知る」を，第２回では「今，
歯科接着ができること―もっと接着歯学を臨床に活かそ
う！―」をテーマとする発表を経て，参加者と講演者を交
えた活発なライブ・オンライン・ディスカッションがなさ
れた。更に本学会では，日本歯科専門医機構認証による専
門医制度を見据えた体制準備はじめ，編集・広報・学術・
研修検討委員会を含めた常設 13 委員会による事業によっ
て，会員や一般臨床家のみならず国民が望む接着歯学活用
の良質な歯科医療への寄与を念頭に，精力的な活動を行っ
ている。

本年度のトピックス

　“ 辛くなく，綺麗で，しっかりとした歯科治療 ” は，世
界中の患者の切なる願いである。この願いを叶える手段と
して，“ 接着歯学 ” を活用した歯科医療は首座的役割を果
たす。事実，国内外を問わず，日々の臨床における接着歯
科医療器材の応用頻度と必要性は高まる現状がある。弊会
ではこの実態を改めて客観視し，国境を越えた患者国民が
切望する “ 歯科治療 ” の提供に向け，先進的研究に基づく
エビデンスの蓄積と共に，新たな手技・関連器材の開発，
それらの公表と臨床現場への普及をアピールポイントとし
て活動している。学会注目のトピックスとしては多機能・
汎 用 性 高 分 子 接 着 性 材 料 の 探 究 を は じ め， 歯 科 用
CAD/CAM や IOS を活用したメタルフリー・デジタル・
レストレーションの接着修復の検証などを挙げることがで
きる。また，弊会が関わった国内外の事業としては，先述
した第 24 回日本歯科医学会学術大会とのコラボレーショ
ン，日本歯科専門医機構が検討を進める “ 歯科保存専門医

（仮称）” 認証に向けた連携活動，2022 年６月に札幌にて開
催 予 定 の 第 41 回 学 術 大 会 と 併 催 す る International 
Adhesive Dentistry 2022 @ Sapporo を見据えた準備などが
ある。これから実施予定の企画としては，接着歯科医療用
器材や手技に関する最新情報を定期的に会員に向け提供
し，質の高い医療の一助としていただく。会員以外の歯科
医療関係者に向けて，歯科医療の要となっている “ 接着歯
学 ” について，まずは覗いていただき，共に患者国民に寄
り添っていただくことを切に願っている。

（文責：前野　雅彦／役員幹事）

一般社団法人　日本接着歯学会
　理事長　奈良　陽一郎

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込１-43-9　駒込TSビル3F
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］943 名（2021 年 12 月 15 日現在）
［設立年］1987 年（昭和 62 年）
［�機関誌］「接着歯学」年４回発行．「Dental Materials 

Journal」年６回発行
［�認定医・専門医など］接着歯科治療専門医 119 名，

指導医 41 名，専門医認定研修施設 26 施設（2021 年
12 月 15 日現在）

https://www.adhesive-dent.com/

https://www.adhesive-dent.com/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 42 回学術大会は第 24 回日本歯科医学会学術大会と
併催で９月 23 日〜 25 日に行われた。新型コロナウイル
スの影響によりライブ配信，翌 26 日〜 10 月 31 日までオ
ンデマンド配信という形で開催された。事前登録 389 名，
演題数 66 題（テーブルクリニック 17 題，ポスター 49 題），
その他公開講演・公開フォーラム，シンポジウム等を行
う内容であった。理事会，総会は 2021年11月21日に
Zoom を使用してオンラインにて開催された。また，昨年
誌上開催にとどまった山形大会の内容を 2021 年９月 10
日に『別冊 the Quintessence　日本歯内療法学会がすべ
ての歯科医師に贈る最新トレンド』としてクインテッセ
ンス出版㈱より発売となった。

２．学会活動について
　現在の会員構成は，大学関係者と開業医でほぼ同数で
約 2,700 名が所属しており，専門医（含指導医）は 226 名
となっている。学会活動は，学問と実際の臨床の融和を
目指している。内容は，本年度は残念ながらオンライン
開催となったが，学術大会（１回／年），理事会（３回／年），
研修会（３回／年），認定臨床研修会（２回／年），専門
医セミナー（１回／年）を行っており，さらに機関誌（３
回／年）を発刊している。前年度に歯内療法診療ガイド
ラインを発刊，ならびに歯内療法における患者同意書を
作成し，2021 年１月に HP にアップした。また，その専
門性の高さからマイクロエンドドンティクストレーニン
グ用人工歯の開発を行っており，患者様との円滑な相互
理解，術者の診療技術のさらなるレベルアップを目指し
ている。さらに，歯内療法を一般の方々により理解して
いただく為，ホームページの改良，マスメディアを通じ
ての啓発に努力している。

本年度のトピックス

　日本歯内療法学会の最大の特徴は大学人と開業医がほ
ぼ同数在籍しており，「臨学一体」で活動しているところ
である。これにより歯内療法の質の向上に努めている。
また，学術大会においても大学医局主体だけではなく，
開業医が主体となって開催もしている。2022 年の学術大
会は開業医主催となり北海道にて開催する予定である。
　本学会は，歯内療法の専門として海外の AAE（アメリ
カ歯内療法学会）や KAE（韓国歯内療法学会）との交流
を行うと同時に，IFEA（国際歯内療法連盟）や APEC（ア
ジア太平洋歯内療法学会）のメンバーとしても活動して
いる。これにより，日々変わりゆく最新の歯内療法に対
して研鑽を積み，国民へ寄与することを心がけている。
　本学会は歯内療法の専門医の試験申請にあたり決めら
れたカリキュラムを履修後，術後の予後評価を必須とし
た症例報告・口頭試問・筆記試験を実施している。これ
からの歯内療法の役割を考え，また国民の更なる信頼を
得るためにこの審査を厳格にし，専門医更新の際にも必
要となる事項を増やそうと鋭意検討している。また，学
会独自で卒後教育として技能習得動画等を作成し HP に
て公開している。また，倫理審査会の設置により研究発
表の審査が独自でできるようになり，開業医でも審査可
能な体制を整えている。
　これからも「臨学一体」となって専門性を維持し，歯
内療法の発展のため精進するとともに国民の健康に寄与
するよう邁進したい。

（文責：大久保建吾／事務局長）

一般社団法人　日本歯内療法学会
　理事長　佐久間　克哉

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込 TS ビル
	 一般財団法人　口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］2,690 名（2021 年９月 30 日現在）
［設立年］1980 年（昭和 55 年）
［�機関誌］和文誌「日本歯内療法学会雑誌」を年３回

発行
［�認定医・専門医など］専門医（含指導医）226 名，指

導医 50 名，認定研修施設 27 施設（2021 年９月 30 日
現在）

https://jea-endo.or.jp/

https://jea-endo.or.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 33 回総会・学術大会は冨士谷盛興大会長（愛知学院
大学）のもと，2021 年 11 月 29 日～ 12 月 13 日にオンデマ
ンド配信で開催した。「光によるイノベーション―これか
らのレーザー歯学会―」をメインテーマに掲げ，日本歯科
医学会会長講演：住友雅人先生，理事長講演：吉成伸夫先生，
特別講演：中村哲也先生，教育講演１（歯内）：樋口直也
先生，興地隆史先生，２（歯周）：青木 章先生，福田光男
先生，３（口外）：前田初彦先生，４（修復）：山本一世先生，
山田三良先生，教育研修会：加藤智崇先生，認定講習会：
五味一博先生，パラデンタル対象認定講習会：小林一行先
生，安全講習会：加藤純二先生，共催セミナー：塩谷公貴
先生，そして一般演題（ポスター）11 題という大変充実し
た内容であった。
　第 34 回総会・学術大会は，青木 章次期大会長（東京医
科歯科大学大学院歯学総合研究科歯周病学分野歯周光線治
療学担当　教授）のもと，2022 年 11 月 26 日〜 27 日に東
京医科歯科大学 M&D タワー２階で開催予定である。

２．学会活動について
　2021 年度事業概要としては，１. 学術大会：第 33 回総会・
学術大会（2021 年 11 月 29 日～ 12 月 13 日）をオンデマン
ドにて Web 開催した。また，学術大会期間中に認定講習会，
パラデンタル対象認定講習会，歯科用レーザー安全講習会
を併せて開催した。２. 刊行物：学会機関誌「日本レーザー
歯学会誌」第 31 巻（１号，２号）を発行した。３. その他：
日本レーザー歯学会認定パラデンタル（2015 年度より発
足），認定医（2001 年度より発足），専門医（2013 年度より
発足），指導医（2001 年度より発足）は，2021 年 10 月末日
現在，認定パラデンタル：18 名，認定医：25 名，専門医：
176 名，指導医：78 名である。また，認定研修施設は 22
機関である。本年度は現在までに認定パラデンタル：２名，
認定医：２名，指導医：３名を新たに承認した。

本年度のトピックス

　 レ ー ザ ー の 生 体 へ の 応 用 は，1960 年 代 に Stern や
Goldman らがヒトの抜去歯にルビーレーザーを照射した報
告に始まる。その後，本学会（当時は日本レーザー歯学研
究会）が設立された 1989 年頃からはレーザー機器の低価
格化，小型化，高機能化が急速に進んだことで基礎研究お
よび臨床応用が一層盛んとなった。その後，様々なエビデ
ンスを蓄積してきた成果の一つとして，2021 年現在，保険
収載されたレーザー歯科治療は，１. う蝕無痛的窩洞形成加
算，２. 歯肉剥離掻爬手術時又は歯周組織再生誘導手術にお
けるレーザー照射の応用加算，３. 口腔粘膜処置，４. 歯肉，
歯槽部腫瘍等の軟組織摘出術におけるレーザー機器加算，
５. 口腔粘膜血管腫凝固術，６. エナメル質初期う蝕管理加
算の６項目となっている。
　レーザー機器が普及し始めた頃，レーザー治療はあくま
でも既存の治療・器材の代替として考えられることが多か
ったが，近年はレーザーがなければ成し得ない利用法が検
討されている。さらに，青色 LED をはじめとして光源が
多彩になったことにより，本学会においても既存のレーザ
ー波長のみならず “ 光 ” 全般を研究の対象として扱ってい
る。すなわち，抗菌光線力学療法（antimicrobial photodynamic 
therapy：a-PDT），口腔粘膜疾患のスクリーニング検査

（fluorescence visualization），レーザー溶接やレーザーシン
タリング（3D プリンター技術），低出力レーザー照射の作
用機序の解明など，これらは歯科界に新たな価値を生み出
すことができる技術として期待されている。本学会は “光 ”
の技術革新とその安全な使用方法の啓発に努め，国民の健
康の保持と増進に貢献していくことを使命として活動して
いる。

（文責：鈴木　雅也／総務幹事）

一般社団法人　日本レーザー歯学会
　理事長　吉成　伸夫

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込1-43-9　駒込TSビル4F
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］910 名（機関，2021 年 10 月 31 日現在）
［設立年］1989 年（平成元年）12 月
［�機関誌］和文誌「日本レーザー歯学会誌」年３回発行
［�専門医など］「日本レーザー歯学会専門医制度」専門

医 176 名，指導医 78 名，認定医 25 名，認定パラデ
ンタル 18 名，認定研修施設 22 機関（2021 年 10 月
31 日現在）

http://jsld.jp/

http://jsld.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 32 回日本スポーツ歯科医学会学術大会 ･ 総会は，木
本一成学術大会長（神奈川歯科大学歯学部社会歯科学系健
康科学講座口腔保健学分野）のもと，2021 年９月 21 日〜
22 日に単独プログラムとして神奈川県歯科保健総合センタ
ー他＋ Web 開催で，23 日〜 25 日に第 24 回日本歯科医学
会学術大会との併催プログラムとしてオンライン開催され
た。今回は「Proactive Safety and Enjoy the Excitement of 
Sports !!」をメインテーマとし，特別記念講演１題，特別
講演１題，基調講演１題，教育講演１題，企画講演２題，
シンポジウム２題（兼認定研修会），SDH セミナー１題，
DT セミナー１題，一般演題 54 題，企業展示他の内容であ
った。次期学術大会は，武田友孝学術大会長（東京歯科大
学口腔健康科学講座スポーツ歯学研究室）のもと，東京に
て開催予定である。

２．学会活動について
　本会の活動目標は，⑴スポーツによる国民の健康づくり
への歯科的支援，⑵マウスガードやフェイスガード等によ
るスポーツ歯科傷害の安全対策，⑶競技力の維持 ･ 向上に
向けた歯科的支援であり，臨学一体を念頭に，さまざまな
活動を展開し，競技者やスポーツ愛好家，国民の口腔保健
と安全確保に貢献している。本会には学術研究，学会賞選
考，学術論文賞選考，教育普及，編集，認定，マウスガー
ドテクニカルインストラクター選考，マウスガード研修施
設選考，渉外，広報，社会保険，倫理，東京オリンピック・
パラリンピック対策委員会，日本スポーツ協会公認スポー
ツデンティスト連携委員会の各委員会が設置されている。
スポーツ歯科の普及啓発のため，日本歯科医師会，日本学
校歯科医会，日本歯科技工士会，日本歯科衛生士会，日本
スポーツ・健康づくり歯学協議会（SHP）等の外部団体と
の学術交流や情報交換を積極的に推進し，2013 年度より開
始された日本スポーツ協会公認スポーツデンティスト事業
についても協力を行っている。また，米国スポーツ歯科医
学会，ドイツスポーツ歯科医学会，大韓スポーツ歯科医学
会等との国際交流にも努めている。

本年度のトピックス
　本会ではスポンサー企業各社の協賛をいただき，2006 年
度から毎年度，スポーツ歯学の進歩と本会の発展に寄与す
る優れた業績を発表した者に対し，学術表彰を行っている。
本年度の受賞式は第 32 回学術大会・総会にて執り行われた。
各賞の受賞者については以下の通りである。

〈学会賞〉
⃝�日本メディカルテクノロジー賞：鈴木浩司ら（日大松戸

クラウンブリッジ補綴学）
⃝�モリタ賞：田邊元ら（医科歯科大スポーツ医歯学）
〈研究奨励賞〉
⃝�ロッテ賞：筒井新ら（東歯大スポーツ歯学）
⃝�大榮歯科産業賞：中守貴一ら（広大先端歯科補綴学），

田中佑人ら（大歯大障がい者歯科）
⃝�ネオ製薬工業賞：大木郷資ら（九大クラウンブリッジ補

綴学），小山田勇太郎ら（岩医大補綴インプラント学）
〈学術論文賞〉
⃝�ジーシー賞：森田匠ら（愛院大生理学）
〈論文奨励賞〉
⃝�リンカイ賞：杉原大介ら（日大松戸クラウンブリッジ補

綴学）
〈特別賞〉
⃝�サラヤ賞：和田敬広ら（医科歯科大先端材料評価学）

　また，スポーツ歯科に関する臨床指針として好評発売中
であった本会編纂の学会図書「スポーツ歯科臨床マニュア
ル（医学情報社）」がリニューアルされ，第２版として刊
行された。日本歯科医師会が示す「2040 年を見据えた歯科
ビジョン―令和における歯科医療の姿―」の中でもスポー
ツ歯科への取組は重要な柱の一つとして謳われていること
から，学会認定医や公認スポーツデンティスト，マウスガ
ードテクニカルインストラクター，スポーツデンタルハイ
ジニスト等の認定資格取得を目指す方だけでなく，かかり
つけ歯科医にとっても必須の知識となるので，ご一読いた
だければ幸いである。（文責：上野　俊明／庶務担当理事）

一般社団法人　日本スポーツ歯科医学会
　理事長　安井　利一

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込 TS ビル
	 一般財団法人口腔保健協会　内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］1,978 名（2021 年９月１日現在）
［設立年］1990 年（平成２年）
［�機関誌］和文誌「スポーツ歯学」年２回，英文誌
「International Journal of Sports Dentistry」年１回を
発行

［�認定医・専門医など］認定医 140 名，認定マウスガ
ードテクニカルインストラクター 276 名，認定マウ
スガード研修施設 30 施設，認定スポーツデンタルハ
イジニスト 72 名

http://kokuhoken.net/jasd/

http://kokuhoken.net/jasd/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 30 回学術大会は，小笠原健文先生（町田市民病院口
腔外科 歯科・歯科口腔外科部長）を大会長として新型コロ
ナウイルス感染症の感染状況を鑑み 2021 年７月３日〜４
日の日程でベルサール飯田橋駅前（千代田区飯田橋）にて
ハイブリッド開催とした。参加者は 788 名であった。
　今大会は学会発足 30 周年を記念して「これまでの 30 年，
これからの 30 年」と題して 30 周年特別基調講演，30 周年
記念シンポジウムを企画した。30 周年特別基調講演では，
白川正順先生（学会前理事長）に，学会設立の経緯から 30
回に至る歴史についてご講演いただいた。また，30 周年記
念シンポジウムでは，当学会を構成する５つの分野（医科・
歯科・歯科麻酔・病院・一般臨床）の先生が，それぞれの
立場で今現実に直面している有病者歯科医療の実態，今後
の展望についてご講演いただいた。
　また，特別講演１を「新型コロナの時代」と題して河野
太郎先生（行政改革担当大臣，新型コロナウイルスワクチ
ン接種推進担当大臣），特別講演２を「SARS-CoV-2 の口
腔からの侵入に対するメカニズムと歯科の役割」と題して
槻木恵一先生（神奈川歯科大学副学長　環境病理学分野教
授），学術教育講演を「新型コロナウイルス感染症と感染
対策」と題して吉田正樹先生（東京慈恵会医科大学附属病
院感染症科　診療部長・教授）よりそれぞれに行政・病理学・
感染対策の観点から最新の情報をご講演いただいた。さら
に医学と歯学の協調という当学会の目的に沿った関連講演
２題，シンポジウム４題，委員会企画２題，歯科衛生士教
育講演２題を企画した。一般演題（一般口演，ポスター発表）
は 109 題であった。
　次年度の第 31 回学術大会は，2022 年４月 29 日～５月１
日の日程で砂田勝久先生（日本歯科大学生命歯学部歯科麻
酔学講座　教授）のもと，大会テーマ「パンデミックを超
えて」と題して沖縄コンベンションセンター（沖縄県宜野
湾市）にて開催する予定である。
　定時総会は 2021 年３月 23 日にハイブリッドで開催した。

２．学会活動について
　第 11 回学術教育セミナーを，2021 年 10 月 24 日にライ
ブ配信，10 月 26 日〜 11 月８日までオンデマンド配信で「超
高齢社会における歯科の在り方―地域包括ケアシステムに
おける有病者歯科医療学会の役割―」をテーマに開催した。
　また学会刊行物として，「訪問歯科診療―歯科医師のた
めのリスク評価実践ガイド―」を訪問歯科診療の現場にお
いて有用な情報を提供するガイドとして発刊した。

本年度のトピックス

　本学会は，わが国の疾病構造の変化に伴い基礎疾患を有
する患者に対応し得る医学的知識の研鑽，あるいは臨床に
直結した全身管理を普及させることを目的に設立され，こ
れまでは独自の制度に基づき専門医を養成してきた。現在，
日本歯科専門医機構の基本領域 10 領域の１つとして日本
障害者歯科学会，日本老年歯科医学会と連携して新しい専
門医制度の確立に向けた協議を重ねている。
　本年度発刊の「訪問歯科診療 ―歯科医師のためのリスク
評価実践ガイド―」は訪問診療に限らず，歯科医院におけ
る全身状態の評価や他職種連携の場での情報交換のツール
などに役立ててもらいたい。
　遺伝性血管性浮腫（HAE）は希少疾患のため認知率はあ
まり高くないが，診断が困難なことから苦しむ患者が多い。
そこで本疾患の早期診断実現を目指すコンソーシアムが設
立され，本学会も連携することとなった。今後は本疾患の
適切な早期診断および診断率の向上のための情報発信を積
極的に行っていく予定である。

（文責：石垣　佳希／総務担当常任理事）

一般社団法人　日本有病者歯科医療学会
　理事長　今井　　裕

《問い合わせ先・事務局》
〒 115-0055 　東京都北区赤羽西６丁目 31 番５号
	 ㈱学術社内 
	� 一般社団法人 日本有病者歯科医療学会

事務局
TEL：03-5924-3621，FAX：03-5924-4388
E-mail：yubyousha@jjmcp.jp

［会員数］2,586 名（2021 年 11 月 19 日現在）
［設立年］1991 年（平成３年）
［�機関誌］「有病者歯科医療」年６回，「NEWSLETTER」

年２回発行
［�認定医・専門医など］認定医 681 名，専門医 435 名，

指導医 273 名，認定研修歯科診療施設 140 施設，認
定歯科衛生士 199 名（2021 年 11 月 19 日現在）

http://www.jjmcp.jp/

http://www.jjmcp.jp/
mailto:E-mail%EF%BC%9Ayubyousha@jjmcp.jp
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１．学術大会・総会の開催について
　第 30 回総会・学術大会を岸本裕充大会長（兵庫医科大
学歯科口腔外科学講座主任教授）のもと，2021 年 10 月 30
日〜 31 日，兵庫県歯科医師会館で開催した。特別講演「細
菌叢と疾患との関連について～兵庫医科大学における挑戦
～」（兵庫医科大学病原微生物学講座主任教授 石戸聡先生），
教育講演「骨シンチ SPECT/CT を用いた ARONJ の評価」

（兵庫医科大学放射線医学講座准教授 北島一宏先生），シン
ポジウム「COVID-19 High Volume Center での歯科口腔
外科診療～わたしたちの対応～」①名古屋市立大学での取
り組み（渋谷恭之先生）② COVID-19 流行時の九州医療セ
ンター歯科口腔外科における感染対策について（吉川博政
先生）③コロナ診療重点病院での歯科口腔外科の役割（小
林裕先生）④神戸市立医療センター中央市民病院での対応

（竹信俊彦先生），一般口演（16 演題）などが行われ，参加
者は 131 名であった。併せて，第 369 回 ICD 講習会を開催
した。
⃝第 31 回総会・学術大会の予定
　日　時：2022 年 10 月 22 日・23 日
　会　場：�愛知県名古屋市　名古屋市立大学桜山キャンパス
　大会長：渋谷恭之（名古屋市立大口腔外科学分野教授）

２．学会活動について
　本学会の院内感染予防対策認定制度講習会を 2021 年２
月 15 日～ 28 日に Web で，講演１「ウィズコロナ時代に
おける歯科での感染対策の新しいスタンダード」（兵庫医
科大学歯科口腔外科学講座主任教授 岸本裕充先生），講演
２「歯科衛生士視点で考える感染対策の基礎力と情報把握
力～どう考える？何をする？を明確にしよう～」（大手前
短期大学歯科衛生学科助教 白水雅子先生）の内容で開催し，
参加者は 306 名であった。また，スプリングカンファレン
スを 2021 年５月１日～ 16 日に Web で，講演１「口腔外
科手術および口腔ケア時に生じるエアロゾルによる感染へ
の対策」（兵庫医科大学歯科口腔外科学講座主任教授 岸本
裕充先生），講演２「標準予防対策の実践　―使えるマニ
ュアルづくり―」（大手前短期大学歯科衛生学科講師 中川
裕美子先生）の内容で開催し，参加者は 187 名であった。

本年度のトピックス

　第 31 回総会・学術大会が渋谷恭之大会長（名古屋市立
大学大学院医学研究科口腔外科学分野教授）のもと，2022
年10月22日～23日，名古屋市立大学桜山キャンパス 病棟・
中央診療棟３階大ホールで開催予定である。神戸大学大学
院医学研究科感染治療学分野教授 岩田健太郎先生の特別講
演，シンポジウム，一般口演など多彩な内容が企画されて
おり，ICD 講習会も併催される。また，スプリングカンフ
ァレンスを 2022 年５月に開催予定である。COVID-19 の
拡大状況により，現地開催になるか Web 開催になるかは
未定である。決定次第，学会のホームページ（https://
www.jaoid.org）に掲載させていただく。是非とも多数の皆
様にご参加いただきたい。
　本学会では，院内感染予防対策の知識と実践に優れた歯
科医師・歯科衛生士を育成することにより，患者と医療従
事者の健康と福祉に貢献するとともに社会に信頼される安
全な医療の提供に寄与することを目的とし，2006 年より院
内感染予防対策認定制度を実施している。2022 年１月１日
現在，認定医 66 名，認定歯科衛生士 35 名となっている。
COVID-19 の蔓延により，歯科医療現場では厳密な院内感
染予防対策が求められており，より多くの歯科医師・歯科
衛生士の皆様に認定制度を取得していただきたい。認定審
査は年２回行っている。詳しくは学会ホームページでご確
認いただきたい。

（文責：古土井春吾／専務理事）

一般社団法人　日本口腔感染症学会
　理事長　岸本　裕充

《問い合わせ先・事務局》
〒 663-8501　兵庫県西宮市武庫川町 1-1
	 兵庫医科大学歯科口腔外科学講座内
TEL：0798-45-6677，FAX：0798-45-6679

［�会員数］628 名（正会員 600 名，名誉会員 26 名，賛
助会員２社／ 2022 年１月１日現在）

［設立年］1993 年（平成５年）２月
［�機関誌］和文誌『日本口腔感染症学会雑誌』年２回，

ニュースレター年２回発行
［�認定制度］院内感染予防対策認定制度．認定医 66 名，

認定歯科衛生士 35 名（2022 年１月１日現在）

http://www.jaoid.org

認 定 分 科 会

http://www.jaoid.org
https://www.jaoid.org
https://www.jaoid.org
https://www.jaoid.org
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１．学術大会・総会の開催について
　第 36 回日本歯科心身医学会総会・学術大会は，「全身を
視る口腔を診る心を看る」をメインテーマとし，北海道大
学大学院歯学研究院口腔診断内科学教室，北川善政大会長
のもと2021年６月19日〜20日にオンラインで開催された。
コロナ禍の影響で，昨年度の誌上開催に続き２年連続で，
従来の対面による開催は叶わなかった。初日には，北海道
医療大学保健衛生学分野の松岡紘史先生による「口臭に関
わる認知行動療法」とのタイトルでのランチョンセミナー
から始まり，シンポジウム１「口腔内科と歯科心身症」で
本学会会員４人による発表が行われ，続いてシンポジウム
２「顎変形症患者における心身医学的背景」では３名の演
者による発表，その後一般演題では 12 の発表があり，い
ずれもオンラインで活発な質疑応答が行われた。２日目は，
“Reports from Korean Society of Psychosomatic Dentistry”
のタイトルで，ここ数年本学会と交流のある韓国歯科心身
医学会から２名の演者による発表があり，続いてシンポジ
ウム３「インプラント治療において心身医学的な問題がど
こに起きるか，その対応法について」では３名の演者によ
る発表があって，その後のランチョンセミナーでは，兵庫
医科大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科の任 智美先生による「味
覚障害と低亜鉛血症」とのタイトルでの発表があった。午
後は，４つの一般演題の後，「コロナ禍で歯科心身症患者
はどうなったか」との，世相を反映したシンポジウムで，
韓国からの演者を含めた６人による発表があり，本学会が
コロナ禍で貢献できることについて熱のこもった議論が行
われた。本学術大会でのオンライン開催は初めての試みで
あったが，北川大会長，山崎準備委員長のご尽力で，例年
より多い参加登録者による活発な質疑応答があり，いつも
の学会以上に充実した大会となった。次回第 37 回大会は，
2022 年７月９日〜 10 日に小佐野先生（自治医科大学埼玉
医療センター口腔外科教授）のもと自治医科大学埼玉医療
センターにて，現地とオンラインを併用したハイブリッド
方式で開催する予定である。

２．学会活動について
　「歯科領域の心身医療の発展をはかる」ことを目的とし
て設立され，本年で，38 年を迎える歯科領域で唯一の心身
医療に特化した学会として発展してきた。現在行われてい
る主な事業は，⑴学術集会の開催，⑵機関紙の刊行，⑶教
育講習会，⑷認定医制度に伴う試験の実施と教育施設の指
定などがある。昨年度は教育講演を初めてオンラインで行
い，認定医試験は試験場を分散してオンラインによる試験
監督を併用しながら行われた。
　これらの活動を通じて，同分野の学問や教育に関する議

論と共に，国民の健康および福祉に寄与する」ことを重視
し，会員の診断・治療能力の向上と歯科心身医療の普及を
図っている。

本年度のトピックス
コロナ禍における歯科心身症患者の動向
　コロナ禍は，感染への不安や日常生活の変化から，多
くの人々に様々なストレスを与えている。病状の発症や
進行の多くに，ストレスが関わっていると考えられてい
る歯科心身症患者のコロナ禍での動向についての報告を
紹介する。当初，感染拡大に伴うストレスから新たな歯
科心身症の発症，増加を懸念する報告がなされ，これを
受け，本学会員を中心にこの件に関する調査報告が行わ
れた。その結果，一部明らかにコロナ禍のストレスで悪
化した症例はあったものの，概ね良好にコントロールさ
れていたとの報告が多くみられた。このことは，歯科心
身症患者の背景に，強度な不安症やうつ病などの精神科
的疾患を伴ったものが比較的少ないことと一致している
ものと考えられた。
　一方，心理的増悪は認められなかったものの外出自粛
に伴う受診控えがあったため，外出自粛に伴う心理社会
的要因による歯科心身症患者の増加を懸念する報告があ
った。さらに，コロナ禍での歯科心身症患者の対応として，
電話受診をはじめとした遠隔診療の有効性を示唆する報
告もみられ，オンラインによる歯科心身症に特化した心
理療法や，フォローアップシステム構築の必要性が訴え
られている。今後，ポストコロナ禍での動向に関する調
査研究が望まれる。

（文責：安彦　善裕）

一般社団法人　日本歯科心身医学会
　理事長　安彦　善裕

《問い合わせ先・事務局》
〒 135-0033　東京都江東区深川 2-4-11
	 一ツ橋印刷㈱　学会事務センター内
TEL：03-5620-1953，FAX：03-5620-1960
E-mail：jspd@onebridge.co.jp

［会員数］394名（2022 年１月６日現在）
［設立年］1986 年（昭和 61 年）
［�機関誌］和文誌「日本歯科心身医学会雑誌」を年２

回発行
［�認定医・専門医など］認定医 28 名，指導医 58 名

https://www.sikasinsin.or.jp

https://www.sikasinsin.or.jp
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１．学術大会・総会の開催について
　2021 年７月 10 日～ 25 日，「歯周治療から始める健康長
寿への道」をテーマに，新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）拡大防止のため，Web 開催（オンデマンド）
にて第 39 回日本臨床歯周病学会年次大会が開催された

（大会長：鈴木道治　実行委員長：三宅宏之）。歯科医師
セッションでは，小方頼昌教授（日本大学松戸歯学部），
村上伸也教授（大阪大学）により特別講演が行われ，予
防処置，基礎疾患，摂食機能について教育講演が行われた。
更に，４名の演者による臨床講演，３名の海外演者によ
るインターナショナルセッション，倫理利益相反委員会
企画講演が行われた。歯科衛生士セッションでは，江澤
庸博先生，西田亙先生による歯科衛生士教育講演，４名
の演者による臨床講演が行われた。Web 開催の参加者は
約 2,000 名，総ログイン回数は１万回以上，１人当たり５
回以上ログインで総閲覧回数は 22,798 回であった。 
　日本臨床歯周病学会 40 周年記念大会（大会長：清水宏
康，実行委員長：神成貴夫）は 2022 年７月 30 日～ 31 日
パシフィコ横浜にて開催される予定である。

２．学会活動について
　本学会には北海道，東北，関東，中部，関西，中国四国，
九州の７支部があり，毎年数回の支部教育研修会を開催し
ている。今年も Web 開催が中心となった。
　姉妹提携をしている台湾歯周病学会年次大会が 11 月 20
日〜 21 日台北で開催され，本学会からも木村文彦先生が
オンラインプレゼンテーションを行った。
　出版活動として，「ザ・クインテッセンス（クインテッ
センス出版）」に「40 周年記念大会に向けての座談会」を
掲載予定（2022 年５月号）。 「歯科衛生士」（クインテッセ
ンス出版）に歯科衛生士のリレー執筆を掲載予定（2022 年
１月～８月号）。

本年度のトピックス

　本執行部の学会活動の柱として，学会運営のデジタル化
推進と国民への歯周病啓発活動を掲げている。デジタル化
については，各支部ごとに行っていた，支部教育研修会の
参加登録，決済，Web 配信，会議システムなどの一元化を
進めていく予定である。国民への歯周病啓発活動は，日本
歯周病学会と協調し，11 月８日にプレスリリースを行った
ところ，多くの反響を得ることができた。今後，キャラク
ター，国民向けビデオ制作等を進めていく予定である。

（文責：辻　　光弘／常務理事）

特定非営利活動法人　日本臨床歯周病学会
　理事長　高井　康博

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込 TS ビル
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］4,926 名（2021 年 12 月１日現在）
［設立年］2006 年（平成 18 年）
［�機関誌］「日本臨床歯周病学会誌」年２回，「メール

マガジン」月１回発行
［�認定医関連］認定医 421 名，指導医 98 名，歯周イン

プラント認定医89名，歯周インプラント指導医61名，
認定歯科衛生士 377 名，指導歯科衛生士 24 名

https://www.jacp.net/

https://www.jacp.net/
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１．学術大会・総会の開催について
　定時社員総会は 2021 年５月 30 日に，新型コロナウイル
ス感染拡大防止のためオンライン会議で開催した。2021 年
11 月 13 日～ 14 日には，第 32 回学術大会（宮崎真至大会長，
日本大学）を「Challenge：歯科における審美の可能性を探
る！」というテーマで，対面式で開催（TFT ホール，東京）
した。また，一部の講演は電子的方法を用いた「アーカイ
ブ配信」と一般演題発表は「e- ポスター」の形式で行った。
　2022 年度の第 33 回学術大会（新海航一大会長，日本歯
科大学新潟）は，10 月 15 日～ 16 日に，「形態・色彩・機能，
三位一体の歯科審美」をテーマに，りゅーとぴあ新潟市民
芸術文化会館（新潟）にて開催予定である。

２．学会活動について
　本学会は，歯科審美に関する学問の基礎ならびに臨床
に関する研究の発展を期し，併せて審美歯科の進歩発展
を図り，顎口腔の形態美・色彩美・機能美の調和が図ら
れた歯科医療を実践することを目的に掲げている。機関
誌として「歯科審美」の年２号の発行，学会活動に関す
る各種情報提供として「ニュースレター」を年２号発行
している。また，迅速な情報提供手段としてホームペー
ジを活用している。昨年はホームページのリニューアルを
行い，スタイリッシュなデザインに一新し，より快適に利
用できるように改善した。学術大会の他に年数回の学術講
演セミナーを開催しているが，今年度は新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため，開催形式をオンライン形式に変更
して行った。さらに，歯科医療従事者養成機関への出張講
義や学会主導型研究も実施している。
　認定制度としては，歯科医師を対象とした認定医，歯科
衛生士・歯科技工士を対象とした認定士に加えて，歯の漂
白治療に携わる歯科衛生士を対象にしたホワイトニングコ
ーディネーター制度を設けている。また，専門医制度認証
申請への準備を行うとともに，専門分科会への加入申請を
行った。
　本学会は国際交流事業として，国際歯科審美学会（IFED）
およびアジア歯科審美学会（AAAD）に組織加盟している。
また，American Academy of Cosmetic Dentistry（AACD）
および韓国歯科審美学会（KAED）と姉妹協定を締結して
いる。本年度は 11 月 15 日～ 22 日に AACD が３年振りに
開催され，大槻昌幸理事長が招待講演を，若林一道常任理
事が国際ショーケース講演を行った。

本年度のトピックス

　学会主導型研究事業として，「AI 活用によるオンライン
口腔健康度管理システムの構築」を実施している。本事業
は，令和元年度日本歯科医学会プロジェクト研究事業に採
択されたことを機に，現在も研究内容を継続して実施して
いる。本研究は，口腔審美への関心が薄れることが口腔機
能低下の前兆となる，という仮説の検証を目的としている。
これまでに得られた成果は，昨年度開催された第 31 回学
術大会において「AI 活用によるオンライン口腔健康度管理
システムの構築―調査方法について―」，本年度開催され
た第 32 回学術大会では「AI 活用による新しい口腔健康管
理システム構築に関する研究―予測解析結果について―」
という演題でポスター発表を行った。成果内容は，調査対
象者の口腔内所見と自己記入式質問票による調査内容か
ら，機械学習による AI 解析を行った結果，口腔の審美に
関心があることに深く関与する質問項目を抽出することが
できたため，本手法を用いた効果的なエビデンスの獲得が
期待された。しかしながら，さらなる調査対象者数の拡大
が必要であることが明らかとなった。引き続き対象者の獲
得およびデータの集積を行い，成果の充実度を高める予定
である。
　今年度の第１回学術講演セミナー（兼学会主導型研究報
告会）は，2021 年 12 月 16 日に，「口元の審美意識が健康
寿命を延伸する」という講演内容で，オンラインによるラ
イブ配信方式で開催した。会員向けに特別講演と学会主導
型研究報告会を行い，本研究事業を広く公表することによ
り，さらなる調査協力施設の拡大を図る予定である。

（文責：三浦　賞子／総務担当常任理事）

一般社団法人　日本歯科審美学会
　理事長　大槻　昌幸

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込 TS ビル
TE：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］5,354 名（2021 年９月 30 日現在）
［設立年］1988 年（昭和 63 年）（2015 年４月法人格取得）
［�機関誌］「歯科審美」年２回，【ニュースレター】を

年２回発行
［�認定医・専門医関連制度］認定医 171 名，歯科技工

認定士 27 名，歯科衛生認定士 33 名，ホワイトニン
グコーディネーター 1,445 名（2021 年９月 30 日現在）

https://www.jdshinbi.net/

https://www.jdshinbi.net/
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１．学術大会・総会の開催について
　2021 年度，本学会は総会および第 65 回および第 66 回の
学術大会を開催した。
　総会・評議会は 2021 年７月５日〜７月 19 日までの会期
でメール上での書面開催として実施された。
　第 65 回学術大会は，2021 年６月 26 日〜 27 日の会期で，
田中正夫教授（大阪大学）を大会長として，オンラインに
て開催された。特別講演１として，和田成生先生（大阪大
学大学院基礎工学研究科研究科長・教授）による「メカニ
クスを通じて理解する生体現象―個別化医療支援へ向けた
シミュレーション科学―」，特別講演２として，林美加子
先生（大阪大学歯学部附属病院病院長・大学院歯学研究科・
教授）による「オーラル・デジタルトランスフォーメーシ
ョンによる近未来の歯科診療」が行われ，会期を通じて８
題の一般口演が行われた。
　第 66 回学術大会は，2021 年 12 月４日〜５日の会期で，
津賀一弘先生（広島大学）を大会長として，オンラインに
て開催された。特別講演として，米田真康先生（広島大学
大学院医系科学研究科・教授）による「広島発，糖尿病医
療の明日へ！」および第 64 回学術大会優秀賞受賞者企画（シ
ンポジウム）として，菅原圭亮先生（東京歯科大学口腔病
態外科学講座・准教授）による「ロボットの３要素を備え
た分子サイズのシステムが秘める可能性」が行われ，会期
を通じて 10 題の一般口演が行われた。
　2022 年度は増田裕次先生（松本歯科大学）を大会長とし
て，2022 年５月 28 日〜 29 日の会期で第 67 回学術大会を，
小野高裕先生（新潟大学）を大会長として，2022 年 12 月
17 日〜 18 日の会期で第 68 回学術大会の開催が予定されて
いる。

２．学会活動について
　本学会は原則，年２回の学術大会開催，年２回の学会雑
誌の発行を行っている。本年も COVID-19 の感染拡大を鑑
み，第 65 回および第 66 回学術大会はオンライン開催の運
びとなった。

本年度のトピックス

　本会は，1982 年に下顎運動機能と EMG 研究会を前身と
して発足した。当初は，日本 ME（Medical Engineer）学
会専門別研究会であった。その後，1986 年に顎口腔機能研
究会として，1993 年には日本顎口腔機能学会となり，今日
に至る。咀嚼，嚥下，発音などの顎口腔系の諸機能は，た
いへん複雑である。本会は，基礎から臨床まで，歯科のみ
ならず隣接医学や工学など，多様な専門家が学際的な活動
を続け，多くの実績を残してきた。
　新しい研究の芽を育て，その芽が大きな花として社会的
貢献のできるよう，学術大会では一般口演で発表 15 分・
質疑応答 15 分を設け，この多様な専門領域の専門家たち
が喧々諤々と充実したディスカッションを行い，情報を共
有している。これは初代の下顎運動機能と EMG 研究会か
ら綿々と引き継がれている本会の伝統である。本年度も
COVID-19 の感染拡大を鑑み，第 65 回と第 66 回の学術大
会はオンラインでの開催となった。しかしながら，両大会
とも，対面開催と遜色のない，大変充実した内容となった。
大会優秀賞を設け，その受賞者たちが次々回の学術大会で
は学術シンポジウムを企画・開催するなど，積極的に若手
研究者が参加できる環境となっている。加えて若手研究者
の育成を目的に，研究立案から実際の研究手技の習得，統
計処理・発表方法までを学ぶことが可能である隔年開催の

「サマーセミナー」に関しては，2022 年 10 月開催の運びと
なった。

（文責：吉川　峰加／会長幹事）

日本顎口腔機能学会
　会長　津賀　一弘

《問い合わせ先・事務局》
〒 734-8553　広島市南区霞１丁目 2-3
	 広島大学大学院医系科学研究科
	 先端歯科補綴学内
TEL：082-257-5677

［会員数］441 名（2021 年 11 月 30 日現在）
［設立年］1982 年（昭和 57 年）（前身：日本 ME 学会）
［�機関誌］和文誌「日本顎口腔機能学会誌」を年２回

発行，学術大会抄録集を年２回発行

http://jssf.umin.ne.jp

http://jssf.umin.ne.jp
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１．学術大会・総会の開催について
　2021 年度は第39回学術大会を第24回日本歯科医学会学
術大会併催として2021年９月23日～ 25日（オンデマンド
配信：2021 年９月26日～10月31日）に，オンライン開催
にて砂川正隆大会長（昭和大学医学部教授・本会専務理事）
のもとで開催された。本学会からの演題は，講演として「温
故知新 オーラルフレイルに対応する歯科東洋医学」（山
口孝二郎 昭和大学医学部客員教授・本会副会長）の１題，
テーブルクリニックとして「歯科における漢方薬治療（基
礎と臨床）」（久保茂正 くぼ歯科院長・本会副会長），「歯
科領域へ鍼灸をどの様に利用できるか」（英保武志 ABO
歯科クリニック院長・本会常任理事）の２題が行われ，
一般演題（ｅ-ポスター）は 23 題の発表があった。
　来年度も引き続き砂川正隆大会長のもと，2022 年 10 月
22 日～ 23 日の日程で第40回学術大会が昭和大学上條記
念館にて開催される予定である。

２．学会活動について
　①歯科東洋医学の学部教育の普及，②漢方薬の保険適
応の拡大，③歯科への東洋医学の普及をテーマにプロジ
ェクトを進めていく予定である。
　①歯学教育モデル・コア・カリキュラムの平成 28 年度
改訂版から，「薬物」の項目が「薬物（和漢薬を含む）」
に改訂された。また，2023 年の歯科医師国家試験から漢
方薬に関する問題が出題されることが決まった。歯学部
における歯科東洋医学教育のモデル講義の作成を行う。
②現在，「薬価基準による歯科関係薬剤点数表」に 11 方
剤が収載されている。適応方剤拡大のために，漢方薬使
用指針の作成を行う。③都道府県歯科医師会の会員を対
象にした研修会の開催，市民への歯科東洋医学の啓発活
動を行う。

本年度のトピックス

　今年度の学術研修会を 2022 年２月13日～３月31日（オ
ンデマンド配信期間含む）に本会役員 10 名を演者として
開催した。柿木保明会長が「摂食・嚥下障害に東洋医学
でアプローチ～リハビリ効果を向上させるために～」，砂
川正隆専務理事が「薬理作用から考える漢方薬の使い方
～漢方薬でこんなことができる～」，中村泰規理事が「ツ
ボの探し方・鍼の打ち方～動画でわかりやすく解説しま
す～」，英保武志常任理事が「自分の身体で鍼の打ち方練
習する方法～自身の身体で練習すれば，患者様に自信を
もって鍼が出来ます～」，秦光潤理事が「顎関節症に対す
る鍼灸療法～顎関節症における低周波，鍼灸の応用，簡単
な整体応用～」，関根陽平理事が「明日からはじめる歯科
鍼灸～隔物灸篇（枇杷の葉灸・味噌灸）～」，椋梨兼彰常
任理事が「漢方薬導入から処方まで～意外と知らない基本
事項を解りやすく解説致します～」，久保茂正副会長が「舌
診の極意！～意外に簡単！明日からやってみよう！～」，
小坂峰雄理事が「口腔乾燥症の基本漢方薬～初心者の先
生方にも～」，國司政則理事が「漢方で治す口内炎～難治
性の口内炎に漢方で挑む～」と題して，東洋医学初心者
にもわかりやすい講演が行われた。

（文責：砂川正隆／専務理事）

日本歯科東洋医学会
　会長　柿木　保明

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込TSビル
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］574 名（2021年11月30日現在）
［設立年］昭和 58 年（1983年）
［�機関誌］和文誌「日本歯科東洋医学会誌」年１回発行
［�認定医・専門医関連］専門医16名，指導医19名，認

定医69名

https://jdtoyo.net/

https://jdtoyo.net/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 31 回特定非営利活動法人日本顎変形症学会総会なら
びに学術大会を 2020 年６月 11 日〜６月 12 日に東北大学
大学院歯学研究科顎顔面・口腔外科学分野 髙橋 哲 教授を
大会長として「パンデミック後の顎変形症治療の新たなる
展開」のテーマのもとに開催した。本会は仙台市の仙台国
際センターにおいて開催されたが，新型コロナウイルス感
染予防のため Webinar を用いたインターネット開催とのハ
イブリッド開催となった。特別講演１題，教育講演１題，
５つのシンポジウム，２つのランチョンセミナー，学会賞
受賞講演２題に加えて，国内外から 38 題の一般演題口演
と 89 題の示説展示，症例展示がプログラムされ，参加登
録者は総計 842 名であった。また，学術大会の期間中に会
員を対象とした第 17 回教育研修会を，「開咬症例に対する
顎変形症治療」というテーマで Webinar を用いて開催し，
341 名の参加があった。学術集会では，インターネット開
催にもかかわらず，多くの施設から顎変形症に関連する研
究成果の報告があり，口腔外科，矯正歯科，歯科補綴科な
ど臨床各科のみならず，多くの参加者を得て学際的な研究
や討論の場となった。

２．学会活動について
　日本顎変形症学会は，1982 年から９年間続いた顎変形症
研究会が母体となり，1991 年１月１日に発足した。その後，
2005 年に特定非営利活動法人日本顎変形症学会となり今日
に至っている。本学会の目的は「顎変形症」についての学
術研究および教育普及活動等を行うことにより，医療水準
の高揚と次世代人材の育成を図り，国民の医療福祉の増進
に寄与することである。その目的を達成するために，本学
会では，①学術集会の開催等による顎変形症に関する研究
発表事業，②顎変形症に関する機関誌等の発行事業，③ホ
ームページ等による顎変形症に関する普及啓発事業，④国
内外の顎変形症に関連する諸団体との連携事業，⑤その他
目的達成に必要な事業，等の活動を行っている。また，韓
国の Korean Association of Maxillofacial Plastic and 
Reconstructive Surgeons との間で 2001 年に姉妹提携を結
び，毎年，相互の学術大会における学会会員の交流も活発
に行われ，東アジア地域における顎変形症治療の情報交換，
情報発信の場となっている。

本年度のトピックス

　６月の学術大会は，新型コロナウイルス感染症の収束が
見通せないなか，対面とオンラインを併用したハイブリッ
ド形式で開催された。まだ他の医学系学会の多くが対面を
併用した学会開催に踏み切れない時期ではあったが，大会
長以下準備委員のご努力により併用学会を遂行し，多くの
参加者が得られたことは今後の学術大会開催への参考にな
るものと思われる。
　本学会は口腔外科医と矯正歯科医などが連携して顎変形
症の研究と治療にあたるために創設された多分野によるユ
ニークな学会であり，その特徴を生かすべくさまざまな活
動を行なっている。次年度に施行予定の認定医制度は，日
本口腔外科学会専門医と日本矯正歯科学会専門医取得者を
前提としたアドバンス資格となっており，２つの分野の専
門医がそれぞれ高度な専門性をもって顎変形症治療にあた
ることを目的としている。多くの患者様にとって有益な制
度と考える。
　本学会の前身の日本顎変形症学会と韓国の Korean 
Association of Maxillofacial Plastic and Reconstructive 
Surgeons 学会との間で 2001 年に姉妹提携を結んでから 20
周年にあたるのを記念して，メール会議の形ではあるが記
念式典を行った。また今後 10 年の連携の継続を調印し，
学術大会における学会会員相互の交流をさらに活発にする
ことを謳っている。このような活動を通じて，今後，会員
の人的交流が国内のみならずアジアや世界へと広がること
をサポートして行く。

（文責：髙野　正行）

特定非営利活動法人　日本顎変形症学会
　理事長　髙野　正行

《問い合わせ先・事務局》
〒 135-0033　東京都江東区深川 2-4-11
	 一ツ橋印刷㈱学会事務センター
	 特定非営利活動法人日本顎変形症学会
TEL：03-5620-1953，FAX：03-5620-1960

［会員数］2,419 名（令和３年３月 31 日現在）
［設立年］2005 年（平成 17 年）７月１日
［�機関誌］日本顎変形症学会雑誌年４回発行
［�認定医・専門医関連制度］認定医準備中

https://jaw-deform.jp/

https://jaw-deform.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　本年度の日本顎顔面補綴学会第 38 回総会・学術大会は
2021 年６月３日〜５日に奥羽大学歯学部歯科補綴学講座

（有床義歯補綴学）山森徹雄教授を大会長として，新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大の状況を鑑み，Web 開催
として行われた。大会テーマ「私たちが提供すべき顎顔
面補綴治療」のもと，九州歯科大学鱒見進一教授による
特別講演「私と顎顔面補綴との関わり」やシンポジウム「顎
顔面補綴の最新エビデンス―診療ガイドライン 2019 年版
より―」および「病院歯科における顎顔面補綴治療」の
２題，e-Poster による一般演題 23 の発表が行われた。さ
らに６月５日には第 25 回教育研修会「粒子線治療の基礎
と臨床」も行われた。次回第 39 回総会・学術大会は，宮
崎大学医学部感覚運動医学講座顎顔面口腔外科学分野山
下善弘教授を大会長として，2022 年６月 23 日〜 25 日の
日程で宮崎県宮崎市ニューウェルシティ宮崎において開
催予定である。

２．学会活動について
　学術雑誌「顎顔面補綴」第 44 巻１号は 2021 年６月に
原著論文１編，研究論文１編を掲載して発行した。第 44
巻２号は 2021 年 12 月に原著論文２編，研究論文３編，
認定医症例報告３編，総説４編，解説１編を掲載して発
行した。また，日本顎顔面補綴学会ニュースレターは
No.33 が６月に発行され，No.34 は 12 月に発行された。
日本歯科医学会連合より医療問題関連事業「歯科医療制
度と歯科医療問題に関する資料収集および調査研究」の

「課題」について依頼があり「上顎欠損患者の印象採得に
かかる時間についての調査研究」を申請して採択された。
また，医療技術評価提案書を「歯科口腔リハビリテーシ
ョン料算定制限の見直し」，「顎欠損症例への軟質材料に
よる直接法有床義歯内面適合法の適用」，「顎欠損患者へ
の口腔機能管理料適応拡大」，「広範囲顎骨支持型装置の
残存骨への埋入」，「睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内
装置の調整」の５課題について共同提案学会と作成し提
出した。

本年度のトピックス

　口腔顎顔面領域には，口腔腫瘍の治療，口唇口蓋裂を
はじめとする先天性疾患および外傷などにより様々な組
織欠損が生じる可能性がある。生命予後が重要なことは
もちろんであるが，患者が快適に社会生活を送るために
機能と整容の回復も非常に重要である。しかし，複雑な
機能の維持と高い審美性が求められるため，医療技術の
進歩した現在においても，患者の十分な満足が得られる
結果を得ることは容易ではない。この困難を克服するた
めに，本学会には補綴科，口腔外科，形成再建外科，摂
食機能療法科，歯科技工士，歯科衛生士，言語聴覚士な
ど多くの分野の専門家が会員として集い，学際的な活動
をしている。各専門家が広く結集して連携を行うことで，
患者のためを考え，その希望が十分かない満足できる治
療を目指している。学際的な学会である特徴を生かし認
定制度においても各種認定を行っており，2021 年度は認
定医 89 名，認定歯科技工士 10 名，認定言語聴覚士１名，
認定歯科衛生士７名が学会認定資格を有している。また，
顎顔面補綴治療を普及させることを目的として，「顎顔面
補綴診療ガイドライン 2019 年度版」を作成して学会ホー
ムページで公開している。さらに，専門性を生かしたチ
ーム医療を推進するとともに，機能検査，補綴装置の改良，
材料開発，衛生指導，言語指導などの多岐に亘るアプロ
ーチを通して，機能回復と QOL の維持が行えることを目
的として「顎補綴装置解説書」も作成して公開している。

（文責：米原　啓之）

一般社団法人　日本顎顔面補綴学会
　理事長　米原　啓之

《問い合わせ先・事務局》
〒 135-0033　東京都江東区深川 2-4-11
	 一ツ橋印刷株式会社
	 学会事務センター内
TEL：03-5620-1953，FAX：03-5620-1960
E-mail：max-service@onebridge.co.jp

［会員数］540 名（2022 年１月 19 日現在）
［設立年］1984 年（昭和 59 年）１月
［�機関誌］「顎顔面補綴」ならびに「日本顎顔面補綴学

会ニュースレター」を年２回発行
［�認定医・専門医制度］顎顔面補綴認定医，同認定歯

科衛生士，同認定歯科技工士，同認定言語聴覚士

https://jamfp.sakura.ne.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 38・39 回日本顎咬合学会学術大会・総会は Web 配信
にて 2021 年６月 12 日～ 21 日，「真・顎咬合学 今こそ団結！
臨床力を磨く」をメインテーマに特別講演は Brian Mealey

（テキサス大学サンアントニオ校）教授による特別講演，
依頼講演 112 題，会員発表 224 題を配信，公開フォーラム
は 2021 年７月 17 日～ 26 日，「超高齢社会における歯科の
役割」と「口腔がん」をテーマに Web 配信した。
　学術大会参加登録数は 6,200 名であった。

２．学会活動について
　学術雑誌「咬み合わせの科学」第 41 巻は 2021 年５月（１・
２号）に総説２編，原著論文３編，症例報告６編，依頼論
文５編の論文を掲載した。2021 年 12 月下旬に第３号発刊
した。
　提携英文誌である Journal of Interdisciplinary Clinical 
Dentistry 2021 年（vol.2 no.2）に１編掲載。また，第 20 回
咬合フォーラム（８月７日～ 14 日：Web 配信）デジタル
デンティストリーと咬合との接点を求めてをテーマとし，
527 名が参加。６支部合同で支部学術大会（10 月 29 日～
11 月７日：Web 配信）テーマは「真・顎咬合学の新たな
る展望」として 1,972 名参加，認定医教育研修会（11 月 26
日～ 28 日，12 月 17 日～ 19 日：Web 配信）は第２弾「義
歯を極める―咬合の与え方と咬合調整を考える―」のテー
マで開催。
　歯科衛生士認定研修Ⅰ（2021 年 11 月 26 日～ 28 日：
Web 開催）テーマ「歯周病・歯周治療の基本」と「咬合の
基本」で開催。

本年度のトピックス

　今後の予定として，第 38・39 回学術大会振り返り配信
（2022 年１月 14 日～ 20 日：Web 配信）テーマを「あの感
動をもう一度　ニチガクリターンズ」にて配信する。
　第９回指導医研修会（2022 年２月 11 日～ 13 日，2022 年
２月 18 ～ 20 日：Web 配信）テーマは「アフターコロナ時
代を見据えた歯科医療を目指して」として配信予定。
　次期大会は 40 回記念大会でテーマは「シン・顎咬合学 
最先端歯科治療と踏まえるべき歯科的伝統の融合を再考す
る」（2022 年６月 18 日～ 19 日：ハイブリットにて開催）
特別講演：Dr. Edward Pat Allen 教授公演予定。
　会の運営方針として―『臨床力』を磨き国民の口腔機能
を整える―をスローガンに，会員が咬合のエキスパートと
して，分野に関わらずどの患者にも長期に安定した結果を
もたらす治療ができる『臨床力』を絶えず研鑽するため，
若手に教育研修体制を用意し，指導医や認定医には技術を
支えるエビデンスを構築する体制を整えている。中長期的
な目標として広告開示可能な日本歯科専門医機構が認定す
る歯科専門医制度の認証へ向け準備している。さらに日本
歯科医学会専門分科会へのアプローチを考えている。アカ
デミアの一員としてさらなるグローバル化を目指したい。

（文責：黒岩　昭弘）

特定非営利活動法人　日本顎咬合学会
　理事長　黒岩　昭弘

《問い合わせ先・事務局》
〒 102-0093　東京都千代田区平河町 1-8-2
	 山京半蔵門パレス 201
TEL：03-6683-2069，FAX：03-6691-0261

［会員数］8,284 名（2021 年 11 月 18 日現在）
［設立年］1979 年（昭和 54 年）３月
［�機関誌］和文誌「咬み合わせの科学」年２回発行
［�認定医・専門医関連］認定医 3,014 名，指導医 258 名
（2021 年 11 月 18 日現在）

http://www.ago.ac/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 31 回日本磁気歯科学会学術大会は，大山哲生診療准
教授（日本大学歯学部歯科補綴学第Ⅱ講座）を大会長と
して，去る 2021 年９月 23 日〜 25 日にかけて第 24 回日
本歯科医学会学術大会と併催で開催された。新型コロナ
ウイルス感染症の拡大の影響により，Zoom 会議システム

（Zoom ミーティング）を利用した開催形式で行われた。
特別講演が１演題，テーブルクリニックが１演題，一般
演題（ｅポスター）が 10 演題であった。特別講演では「磁
性アタッチメント義歯を成功させるための術式と考え方」
と題して，鶴見大学歯学部の大久保力廣教授にご講演い
ただいた。
　2021 年度総会（2021 年９月 24 日）では，各委員会の
事業報告後，本年度決算案と会計監査報告，次年度事業
と次年度予算案が承認された。なお，次期第 32 回学術大
会は，2022 年 11 月４日〜５日に北海道札幌市において，
會田英紀教授（北海道医療大学歯学部高齢者・有病者歯
科学分野）を大会長として開催される予定である。

２．学会活動について
　本学会は，磁気歯科学の進歩普及および歯科医療の発
展向上を目的として，磁性アタッチメントのみならず，
磁界や磁力に関する基礎的研究から臨床応用の実践まで，
幅広く活動している。現在，磁性アタッチメント応用症
例の長期的術後調査による臨床評価，磁気歯科学に関す
る用語集の作成，磁性アタッチメントの診療ガイドライ
ン（HP上にアップ）の周知，磁性アタッチメント装着者
を対象とした MRI 安全基準マニュアル（2013 年度版）お
よび患者説明用リーフレット “ ピタッと吸いつく磁石の
入れ歯 ”（HP上にアップ）の周知活動等を行っている。
国際規格化（2012 年７月 15 日に ISO13017 の取得，2020
年７月 16 日に第２版発行）を機に，今後も磁性アタッチ
メントの普及推進に向けて，本学会から国内外へと展開
していく予定である。

本年度のトピックス

　歯科用磁性アタッチメントが９月１日に保険収載になっ
た。本学会が現在，そして未来に向けて進めてきた活動に
よって，最も高いハードルを越えた年となった。同時に，
製造企業の一つである NEOMAX エンジニアリング㈱から
㈱ケディカに磁性アタッチメント製造の移譲が行われ，保
険収載を機に製造企業も更新された。販売元はモリタ㈱で，
保険収載の製品の「フィジオマグネット」は以前と同様で
あり，性能面でも全く変わらない。保険収載を受けて，学
会員に留まらず多くの一般歯科医師からも推奨する術式や
詳細な使用法など数多くの新たな質問が寄せられている。
それに対応するため，磁性アタッチメントの術式の統一を
推進するワーキンググループを新たに結成した。保険収載
における「基本的考え方」の原稿案を作成するとともに，
技工から臨床術式まで対応できる動画の作成と様々な質問
への回答を可能にする HPの充実を推進中である。動画に
ついては，本学会の HPあるいは，日本歯科医師会で閲覧
できるようになる予定である。また，本学会に各都道府県
の歯科医師会等からの要請があれば，磁性アタッチメント
に精通した講師の派遣も行っている。本学会では，保険収
載により磁性アタッチメントが正しく臨床利用され，多く
の患者さんに普及するよう術者側の立場に立ってより多く
の情報を提供できるようにサポートしていく所存である。
そのため，本学会の運営がスムーズで継続的になるよう学
会事務局の業者委託運営を本年に実現し，学会運営体制の
強化や HPの充実を推進する予定である。現在，本学会の
HP上で学会費の支払いや新規会員登録も可能である。

（文責：髙田　雄京）

日本磁気歯科学会
　理事長　髙田　雄京

《問い合わせ先・事務局》
〒 160-0022　新宿区新宿 1-27-2-2F
	 ㈱ケイ・コンベンション内
TEL：03-5367-2409，FAX：03-5367-2187

［会員数］329 名（2021 年９月 30 日現在）
［設立年］1991 年（平成３年）
［�機関誌］和文誌「日本磁気歯科学会雑誌」年１回，

英 文 誌「The Journal of the Japanese Society of 
Magnetic Applications in Dentistry」を年１回発行

［�認定医・専門医関連］日本磁気歯科学会認定医 27 名，
認定歯科技工士１名（2021 年 10 月 15 日現在）

http://www.jsmad.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 33 回日本小児口腔外科学会総会・学術大会を日本大
学歯学部口腔外科学第Ⅱ講座教授　金子忠良大会長のも
と，「新時代の小児口腔外科―新たなる環境への対応―」
をテーマに，連合会館（公益財団法人総評会館）を現地
会場とし，Web によるライブ配信とオンデマンド配信（一
般演題・教育講演）形式にて開催された。2021 年 10 月
30 日にライブ配信，10 月 30 日～ 11 月 30 日にかけて，
オンデマンド配信が行われた。
　特別講演Ⅰは東京医科大学小児科学・思春期学分野主
任教授の河島尚志先生による「小児のウイルス感染症―
インフルエンザを中心として―」，特別講演Ⅱは，東京医
科大学名誉教授の三木保先生による「医療安全文化，そ
して歯科・口腔外科診療における医療事故調査制度の対
応」が講演された。教育講演Ⅰは日本大学歯学部長，歯
科放射線学講座教授の本田和也先生による「画像診断の
有効性と摘要基準について」，教育講演Ⅱは楽山名誉院長，
東京大学名誉教授の久保木富房先生による「小児後半期
の口腔外科診察―SAD・PD を中心に―」が講演された。
　さらに，一般演題，リフレッシュセミナーに加え，第
９回認定医・指導医の申請・更新のための教育講演会も
併催された。
⃝次年度の学術大会予定
　大会長：�矢郷　香（国際医療福祉大学三田病院歯科口

腔外科教授）
　期　日：2022 年 10 月 21 日〜 22 日
　場　所：国際医療福祉大学　東京赤坂キャンパス
　テーマ：「未来を拓く小児歯科医療」

２．学会活動について
　主な事業計画は以下の通りである。
①学術大会および総会の開催，②機関誌の発行，③各種
委員会の開催，④研修会の開催，⑤認定医制度，⑥教育
講演会の開催

本年度のトピックス

　小児口腔外科認定医が子どもたちに最高水準の医療を
提供するために，最新知識を受容できる場である教育講
演会の重要性を鑑み，2021 年度より教育講演会を年２回
開催することにした。初のオンデマンド配信により，第
８回認定医・指導医の申請・更新のための教育講演会を
2021 年６月 21 日〜８月 31 日まで開催した。神奈川歯科
大学副学長・大学院歯学研究科環境病理学教授の槻木恵
一先生ならびに明海大学歯学部形態機能成育学講座口腔
小児科学分野教授の星野倫範先生には，医療従事者にと
って貴重な新型コロナウイルスに関しての最新情報を講
演いただいた。九州歯科大学健康増進学講座口腔機能発
達学分野教授の牧憲司先生には「小児歯科医療について」，
東京大学医学部感覚・運動機能医学講座口腔顎顔面外科
学分野准教授の西條英人先生には「口唇口蓋裂治療にお
ける歯科医師の役割」と題して小児歯科と口腔外科との
連携の重要性について講演いただき，合わせて４演題を
オンデマンド配信で行った。コロナ禍で外出が制限され
る中，多数の参加をいただいた。
　2021 年 10 月 29 日〜 30 日に開催された第 33 回学術大
会ではライブならびにオンデマンド配信を併用し，参加
者の安全と新型コロナの感染防止を最優先に考えた方式
で行った。質疑討論についてはチャットの利用，HP によ
るフォームでの受付を行い，活発な議論ができる体制を
整備した。
　いずれも新たな形式での開催となったが，コロナ禍で
の学会活動の開催形式を模索し，小児口腔外科が進むべ
き指針を活発に議論し，共有できる環境作りに努めて参
りたいと考えている。

（文責：金子　忠良）

一般社団法人　日本小児口腔外科学会
　理事長　金子　忠良

《問い合わせ先・事務局》
〒 115-0055　東京都北区赤羽西 6-31-5（㈱学術社内）
TEL：03-5924-1233，FAX：03-5924-4388

［会員数］正会員 618 名（2021 年 10 月現在）
［設立年］1989 年（平成元年）
［�機関誌］和文誌「小児口腔外科」年３回発行
［�認定医・専門医など］指導医 128 名，認定医 68 名，

認定施設 55 施設

http://www.jspoms.jp

http://www.jspoms.jp
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１．学術大会・総会の開催について
　年１回の学術大会・総会を開催している。2021 年 12 月
11 日〜 12 日，第 25 回日本顎顔面インプラント学会学術
大会・総会がメインテーマを「インプラント治療の安全
哲学―新型コロナ時代の新たな取り組み」と題し，長尾
徹先生を大会長として名古屋国際会議場で開催された。
招聘講演は「患者に寄り添う」（小宮山彌太郎氏），教育
講演は「医療現場における「倫理教育」の困難さ～ “moral 
sensitivity” を逞しくするために～」（西村高宏氏），理事
長招聘講演「日本歯科専門医機構の現況と今後の展望」（今
井裕氏）が企画された。また，日本学術会議と共催で市
民公開講座や，シンポジウム，一般演題およびポスター
発表が開催された。また，本大会は Pan Pacific Implant 
Society が併催された。次回第26回学術大会・総会は東京
医科大学近津大地大会長のもとで行われる。

２．学会活動について
　本学会では，口腔顎顔面領域におけるインプラントに
関する基礎的ならびに臨床的研究を推進し，この領域に
おける口腔顎顔面外科を基盤とした正しいインプラント
の知識と国民から信頼される良質なインプラント治療の
普及を図り，もって我が国の学術の発展と口腔機能の回
復による国民の健康増進に寄与することを目的として活
動が行われている。活動内容は学術大会・総会を年１回，
研修会を年３回開催し，適時理事会を開催して活動を行
っている。現在の主な学会活動は「専門医制度の確立」「研
修会の開催」「学術大会の充実」「学会誌・ニューズレタ
ーの定期的発刊」「調査研究」「診療ガイドライン策定」
等である。専門医制度においてはエビデンスに基づいた
高度で安全確実なインプラント外科医を目指している。
また国民の医療の安心・安全を目的に「国際インプラン
ト手帳」の発行や，口腔疾患と大きな関連のある喫煙に
ついて，口腔関連９学会と協同し脱タバコ社会実現に向
けて取り組んでいる。日本歯科医学会のもと，診療報酬
改定に向けた医療技術評価について提案した。

本年度のトピックス

１．�広告可能なインプラント歯科専門医への取り組み
　�　（一社）日本歯科専門医機構の指導のもと，「国が広

告可能と認める専門医制度」の確立にむけて取り組ん
でいる。

２．論文投稿の電子化
　　2022 年１月より論文投稿を電子化した。
３．赤坂庸子若手研究奨励基金
　�　名誉会員赤坂庸子先生（物故）の寄付により，若手

研究者の育成のため奨励基金をスタートした。
（文責：又賀　泉／理事）

公益社団法人　日本顎顔面インプラント学会
　理事長　嶋田　　淳

《問い合わせ先・事務局》
〒 108-0014　東京都港区芝 5-29-22-805
TEL：03-3451-6916，FAX：03-5730-9866
E-mail：jamioffice@gmail.com

［会員数］1,420 名（2021 年９月末現在）
［設立年］1993 年（平成５年）11 月
［�機関誌］和文誌：日本顎顔面インプラント学会雑誌

を年４回発行
［�認定医・専門医］指導医数 215 名 , 専門医 72 名（2021

年９月現在）
［�認定研修施設］研修施設110施設 , 准研修施設27施設
（2021 年９月現在）

https://www.jamfi.net/

https://www.jamfi.net/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 21 回学術大会は，2021 年９月 18 日～ 19 日の２日間，
九州歯科大学において，大会長　細川隆司教授（九州歯
科大学）のもとでコロナ禍で事前に抄録集を収録し策定
し誌上開催とした。テーマは，「外傷歯の予防と治療の最
前線」と題して，大会長講演は細川隆司教授による「イ
ンプラント補綴治療における力のコントロール―対合歯
に生じる咬合性外傷をどう防ぐか―」，基調講演は八若保
孝教授（北海道大学）による「外傷歯における歯根外部
吸収への対応」，教育講演は森本泰宏教授（九州歯科大学）
による「外傷歯を含めた歯科用コーンビーム CT の読像
と放射線被ばく」，特別講演Ⅰは岡藤紀正教授（松本歯科
大学）による「歯の移動モデルを用いた外傷性ストレス
に対する歯周組織変化」，特別講演Ⅱは川鍋仁准教授（奥
羽大学）による「外傷歯治療に対する歯科矯正対応につ
いて考察する」，さらにシンポジウムⅠ～Ⅳ，一般口演 14
題が報告された。本学会は成長期から老年期に至るまで，
長期臨床データを含めて，学術的根拠に基づいて教育・
研究・臨床の立場から口腔から全身を診ている。

２．学会活動について
　外傷歯学は「口腔医学の立場から全身を診る」ことに
ある。成長期から老年期に至る外傷歯に関する咬合，咀嚼，
嚥下機能による感覚受容器の重要性，さらに脳中枢の神
経回路は口腔が入口でもあり，着地点でもあることを学
術的根拠に基づいて教育・研究・臨床の立場から本学会
の認定医，指導医により専門分野のご協力により活動を行
っている。
　さらに認定医，指導医は学会と併催して行われている
認定医更新セミナーに出席し，長期臨床データの重要性
を一般会員に指導している。生涯学習教育を含め一般臨
床医と共に国民にハイレベルの医療を提供するためにも
活躍している。

本年度のトピックス

　第 41 巻から学会活動報告は「トピックス」として注目
している国内外の一端を報告することとなった。今回は
最初の報告であることから本学会活動の流れを報告する。
日本歯科医学会には学術研究団体として５年に１度の審
査があり専門分科会と認定分科会の２つが存在している。
本学会は外傷歯学に基づいて成長期から老年期に至る最
新の治療を行っている。そのためには専門分野のご指導
とご協力を仰ぎながら前進している。本学会はアジア諸
国を含めて世界に注目し，学会活動を行っている。木村
光孝理事長のご指導によりアジア国際外傷歯学会（Asian 
International Association of Dental Traumatology（AADT））
を開催しており，2004 年（北京大学）からスタートし，
2005年（岡山大学），2007年（台北医科大学），2009年（北
京大学），2011年（愛知学院大学），2013 年（インドネシア
大学），2015 年（九州歯科大学），2017 年（マヒドール大学），
2020 年（サウスウエスタン大学フィリピン）で開催された。
2022 年はインド医科学研究所により 10 月１，２日（Hotel 
Hyatt Regency, New Delhi, India）で開催が決定している。
基本的には２年に１度開催している。国際外傷歯学会

（International Association of Dental Traumatology）は本学
会からも発表し，常に News Letter を通し活動している。
本学会雑誌には外国からの投稿もあることから，第 17 巻
第１号から英文の投稿規程を掲載することに決定した。認
定医研修会は１，３，５月は西日本地区（大阪）で７， ９，11
月は東日本地区（東京）で実施している。コロナ禍で，人
数を 10 〜 20 名に限定，感染対策を厳重に実施しており，
感染者は皆無である。認定医研修会は午前中講義，午後
は実習を実施することにより，外傷歯処置に関して講義
と実習を実施し成功裡に修了している。

（文責：岡藤　範正／理事）

一般社団法人　日本外傷歯学会
　理事長　木村　光孝

《問い合わせ先・事務局》
〒 803-0862　�福岡県北九州市小倉北区今町２丁目 12-13
	 事務センター内（一社）日本外傷歯学会
TEL：093-562-6886，FAX：093-562-6887
E-mail：japan.assoc.dt@gmail.com

［会員数］1,048 人（2021 年 11 月 30 日）
［設立年］1998 年（平成 10 年）
［�機関誌］和文誌「日本外傷歯学会雑誌」年２回発行
［�認定医・専門医など］認定医 549 人，指導医 204 人（2021

年 11 月１日）

http://www.ja-dt.org/

http://www.ja-dt.org/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 34 回日本口腔診断学会学術大会および総会は，日本
口腔内科学会と合同開催となり，外木守雄教授（日本大
学歯学部口腔外科学第１講座）のもと，2021 年９月９日
〜９月 10 日に「エッサム神田ホール」にてライブ配信で
開催した。企画演題や一般演題は９月 17 日～９月 30 日
までオンデマンド配信した。日本口腔内科学会との合同
開催は今回で 11 回目を迎え，会員は両学会の講演 ･ シン
ポジウム ･ 会員発表を学ぶことができるために好評を得
ている。
　今回のテーマは，「口腔医療最前線」として，特別講演「睡
眠医療最前線～まだ夢中～」，教育講演「クルーズ船～未
知のウイルスとの闘いの序章～」「100 年企業カンロのブ
ランド戦略」「口腔診断・内科医療における安全上の注意
点 〜 カ ル テ 記 載・ せ ん 妄 リ ス ク 〜」， シ ン ポ ジ ウ ム

「COVID-19 を不活化する MA-T システムを用いた口腔
ケアと環境ケア方法の開発」「頭頸部癌の新規治療法」「舌
痛症患者対応の最前線」，公開 CPC「この病変，診断がつ
きますか」を組み込み盛会に行われた。広義なテーマで
研修する機会を提供することで，従来の臓器別診療や専
門診療の枠組みにとらわれることなく，症状を起点に幅
広い疾患を診断するという特徴から，本学会が担う社会的
役割を果たし，今後の歯科界への影響は大きいと考える。

２．学会活動について
　本学会の会員数，機関誌発行状況，認定医・指導医等
については右段文末の通りである。口腔診断学は縦割り
な専門科の学問体系を横断的に結びつける臨床歯科医学
として，口腔外科系および診断系を中心に放射線系，保
存系，補綴系と様々な専門分野の会員がその専門性を活
かし，互いを尊重しながら研究のみならず教育および臨
床を探求する学問として前進し続けている。日頃の学会
活動に加えて，専門が近似する学会との合同開催も基本
理念に基づいて実施している。本年は，代議員，理事，
監事が任期満了を迎え，選出規定に基づき選挙を行い，
2021・2022 年度次期役員を決定し，伊藤理事長が第３期
活動を開始した。
　本学会は，機関誌において発刊当初より症例報告につ
いて多くの掲載を勧めている。その理由は中核となる診
断（臨床）推論や診査法について，総論だけでは理解が
しにくいため，最適な学修法である「症例カンファレンス」
を紙面で表せるように努め，会員がより理解しやすくす
ることで多くの症例を学修できるのが特徴である。

本年度のトピックス

　学術集会・総会，機関誌の発行，認定制度の施行，関連
学会との連携等の事業活動は，新型コロナの蔓延による活
動制限がかかっているが，ほぼ順調に継続している。
　令和３年度日本歯科医学会プロジェクト研究費に応募申
請して，これからの歯科医療の DX（AI・デジタルテクノ
ロジーの応用）の分野で，東京歯科大学口腔病態外科学講
座片倉 朗教授が獲得した。研究題名は「Extended Reality
技術を応用し sustainable な歯科教育を確立する」である。
卒前における臨床実習で直接的な患者実技実習の実施が難
しくなり，患者体験前の技術の獲得をより確かなものとす
るために，急速に普及している Extended Reality（XR）技
術が重要な教育研修手法となっている。Augmented 
Reality（AR：拡張現実）・Mixed Reality（MR：複合現実）・
Virtual Reality（VR：仮想現実）は，医療分野でも３次元
的空間認識の向上が，医療分野の技術修得・習熟において
その有用性が注目されている。
　また，基本的技能修得に加えて，診断力の修得は極めて
重要である。現在，本学会の目途を表す教科書的意味合い
の「新口腔診断学」について，日本口腔診断学会が監修し
て作成を進めている。臨床（診断）推論を基礎知識とした
症候学を中心として，多くの臨床歯科医が現場で活用でき
るバイブルを目指している。初診外来における診断の流れ
に関わる歯科医学知識として，医療面接，臨床診断，検査，
診察等を具体的に明示している

（文責：伊藤　孝訓）

一般社団法人　日本口腔診断学会
　理事長　伊藤　孝訓

《問い合わせ先・事務局》
〒 135-0033　東京都江東区深川 2-4-11
	� 一ツ橋印刷株式会社　学会事務センター内
	 一般社団法人日本口腔診断学会
TEL：03-5620-1953，FAX：03-5620-1960
E-mail：info@jsodom.org

［�会員数］正会員 1,302 名，名誉会員８名（2021 年７
月 31 日現在）

［設立年］1988 年（昭和 63 年）
［�機関誌］和文誌「日本口腔診断学会雑誌」年３回発行
［�認定医など］認定制度を 2007 年（平成 19 年）１月

１日より施行。認定医 221 名，指導医 89 名，研修機
関指定 42 施設

http://www.jsodom.org

http://www.jsodom.org
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１．学術大会・総会の開催について
　第 39 回日本口腔腫場学会総会学術大会は “「口腔がん　
わかっていること　わからないこと」　―既知の世界と未
知への扉―” をメインテーマに，栗田浩大会長（信州大学
医学部歯科口腔外科学教授）のもと，１月 28 日～２月 21
日に Web 開催された。海外招待講演１題，特別講演（兼
教育研修会）１題，教育セミナー（兼教育研修会）５題，
今回の看板企画であるミニレクチャー「わかっていること，
わからないこと」を 10 題，臨床研究オーディション「未
知への扉」は公募にて行われ４研究がエントリーされた。
ビデオセッション７題，一般演題も多数，その他盛りだく
さんの企画で盛会裏に終了した。コロナ禍により Web と
なったが，特に手術やレクチャーなど繰り返し見ることが
できることから大変好評であり，今後の方向性を示す大会
となった。第 40 回総会・学術大会のテーマは「口腔がん
　エビデンスとセンス」，2022 年２月 14 日～３月 13 日に
オンデマンドおよびライブ配信で横尾聡大会長（群馬大学
大学院医学系研究科 口腔顎顔面外科学講座・形成外科学講
座 教授）のもと開催される予定である。

２．学会活動について
　学術雑誌「日本口腔腫蕩学会誌」は年間４号（３月，６月，
９月，12 月）発行されている。第 33 巻は総説２編，原著
４編，症例報告 21 編の全 27 編の論文を掲載した。特に今
年度は論文の査読を迅速化し，原則として１週間程度で採
否の方向性を示すことにより日進月歩のがん治療に対して
速やかな学術活動を行うことができるような環境を整備し
た。口腔癌取り扱い規約，口腔癌診療ガイドライン，領域
横断的癌取り扱い規約は日本癌治療学会のオフィシャルと
して広く公開されている。また本学会は口腔がん治療の世
界的な学会である International Academy of Oral Oncology
の日本におけるオフィシャルパートナーであり，国際的な
学術交流も盛んに行っている。本学会は，主に口腔がんや
歯原性腫蕩，口腔ケア，口腔機能管理などの臨床および基
礎研究をメインに，広く学術活動を行っている。

本年度のトピックス

　がんの発生原理は細胞が新陳代謝をする際のコピーミス
である。以前は臓器ごとに別な疾患としてとらえられてき
たが，現在では遺伝子変異が同一であれば発生部位や病理
組織型が異なっても共通なもの，という考え方が常識的に
なってきている。すなわち「がんはどこにできても全身病」。
これらに対応し，「口腔がんはどこで診てもらったらいい
のかわからない」という国民の声にこたえるため日本口腔
腫瘍学会は口腔がんの専門学会として，2013 年より口腔が
ん専門医制度をスタートさせ認定を行ってきた。認定要件
は３階建てで，日本口腔外科学会の「口腔外科専門医」を
１階，医科歯科共通のカリキュラムおよび試験によって認
定されるがん治療認定医機構「がん治療認定医」を２階と
し，さらに口腔がん診療について研鑽を積んだスペシャリ
ストとしての「口腔がん専門医」を認定し質の高さを担保
している。
　口腔がんの７割以上は歯科医によって発見され口腔外科

（腫瘍）医によって治療されるといわれている。歯科医師
の診断能力が口腔がんから国民を守る，本学会では歯科医
師会等によって行われる口腔がん検診や口腔癌診断能力向
上のためのサポートも重要な事業と考えている。
　ご要望がありましたら学会事務局までお気軽にお声がけ
ください。皆様と一緒に働けますことを楽しみにお待ちし
ております。

（文責：太田　嘉英）

一般社団法人　日本口腔腫瘍学会
　理事長　太田　嘉英

《問い合わせ先・事務局》
〒 135-0033　東京都江東区深川 2-4-11
	 一ツ橋印刷㈱　学会事務センター内
TEL：03-5620-1953，FAX：03-5620-1960

［会員数］1,901 名（2021年12月31日現在）
［設立年］1983 年（昭和58年）
［�機関誌］「日本口腔腫瘍学会誌」年４回発行
［�認定医・専門医制度］口腔がん専門医 49 名，暫定口

腔がん指導医 106 名，指定研修施設 75 施設

https://jsoo.org/

https://jsoo.org/


92 ◦会務報告

１．学術大会・総会の開催について
　第 35 回一般社団法人日本口腔リハビリテーション学会
総会・学術大会は，大阪歯科大学歯学部高齢者歯科学講座 
高橋一也教授を大会長，川本章代准教授を実行委員長，井
上太郎助教を準備委員長に，「睡眠から考えるリハビリテ
ーション医学」のテーマで，2021 年 11 月 20 日～ 12 月３
日にオンデマンド配信で Web 開催がなされた。特別講演
は和歌山県立医大の田島文博教授，基調講演は日本大の外
木守雄教授，教育講演は関西電力病院立花直子センター長
がそれぞれ講演され，「睡眠と口腔リハビリテーション」
のシンポジウムが奥野健太郎，山口泰彦，佐々生康宏諸氏
により発表された。口演 12 題，e-ポスター９題の一般演
題と認定医研修セミナー（北海道大　山口泰彦教授）及び
認定関連専門職セミナー（県立広島大　栢下　淳教授）が
配信された。大会参加登録者は 168 名であった。
　第 36 回大会は，北海道大学大学院高齢者歯科学教室 
山崎　裕教授のもとで「診療室と地域を繋ぐ口腔リハビリ
テーション」をテーマに 2022 年 11 月 19 日～ 20 日に北海
道大学学術交流会館で開催される予定である。

２．学会活動について
　理事長１名，副理事長２名，理事 22 名，監事２名で理
事会が構成され，その傘下に認定委員会，編集委員会，医
療委員会，COI 委員会，専門医制度準備委員会，表彰委員
会および用語委員会の７常置委員会と，専門分科会昇格申
請準備委員会および咀嚼・食塊形成機能検査のエビデンス
に関する委員会の２特別委員会があり活動を行っている。
学会誌「日本口腔リハビリテーション学会雑誌」を年１回
発刊し，原著４編，症例報告３編計７編の論文を掲載して
いる。令和２年度日本歯科医学会プロジェクト研究の公募
に本学会は応募し，日本歯科大学菊谷　武教授を研究代表
者に「ウイズコロナ時代，人口減時代の歯科診療における
ICT 技術導入の有効性に関する研究」の題目で採択された。

本年度のトピックス
　2021 年６月 10 日～ 13 日に国立京都国際会議場で第 58
回日本リハビリテーション医学会が，和歌山県立医科大学
リハビリテーション医学講座田島文博教授のもとに開催さ
れ，同学会から日本口腔リハビリテーション学会に合同シ
ンポジウム開催の申し入れがあった。菊谷　武，糸田昌隆，
梅本安則，白石　愛の諸氏が「リハビリテーション医療を
支える口腔機能と歯科治療」のテーマの基にリハビリテー
ション医療における口腔リハビリテーションの役割と意義
について討議された。学会レベルでのリハビリテーション

分野の医科・歯科連携の大きな第一歩となった。
　第 24 回日本歯科医学会学術大会がパシフィコ横浜で，
ライブ／オンデマンドのハイブリッド配信で開催され，
2021 年９月 23 日に本学会からシンポジウム『「食べる・飲
む」機能の障害と口腔リハビリテーション　その仕組みと
展望』が企画・配信された。井上　誠先生には，近年の新
知見を加えた「食べる・飲む」機能の仕組みの概略について，
野原幹司先生には，歯科が行う「食べる・飲む」機能の検
査法と食塊形成機能の内視鏡による３つの評価基準と評価
法について，菊谷　武先生には，「食べる・飲む機能」が
障害された患者さんに対して在宅などの実践の場における
歯科からの介入の活動と臨床の実態について，栢下　淳先
生には，「食べる・飲む」ための食形態と栄養管理と本年
改訂された嚥下調整食の学会分類 2021 の内容がそれぞれ
発表された。
　令和４年度診療報酬改定に関する医療技術評価提案書

「咀嚼・食塊形成機能検査（内視鏡を含む）」を本学会が提案・
作成し，厚生労働省に提出した。経鼻内視鏡下での嚥下機
能検査が医科点数として存在しているが，この機器を使用
した検査を「咀嚼・食塊形成機能検査」として歯科点数の
中に組み入れ，実際に行われている口腔リハビリテーショ
ン業務を歯科点数の中で報酬化したいことが趣旨である。

（文責：覚道　健治）

一般社団法人　日本口腔リハビリテーション学会
　理事長　覚道　健治

《問い合わせ先・事務局》
〒 170-0003　東京都豊島区駒込 1-43-9　駒込 TS ビル
	 （一財）口腔保健協会内
TEL：03-3947-8891，FAX：03-3947-8341

［会員数］600 名（2021 年 11 月 1 日現在）
［設立年］1987 年（昭和 62 年）
［�機関誌］「日本口腔リハビリテーション学会雑誌」年

１回
［�認定医・専門医など］認定医 123 名，指導医 41 名，

暫定指導医９名，認定歯科衛生士 40 名，認定言語聴
覚士１名（2021 年 11 月 19 日現在）

http://www.jaor.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 26 回日本口腔顔面痛学会学術大会は，ハイブリッド
形式（現地開催＋後日オンデマンド）で 2021 年 11 月 20
～ 21 日に，井川雅子大会長（静岡市立清水病院）により，「No 
Brain No Pain」をメインテーマに開催された。特別講演

「Nociplastic pain―神経可塑性と痛みをつなぐ脳機構」をは
じめ，17 もの講演・セミナー・シンポジウム等が行われ，
感染対策に配慮しながら会場では多くのディスカッション
が行われた。
　本学術大会は日本頭痛学会と同会場での開催で，展示会
場も共通で相互に情報交流ができた。頭痛の発症メカニズ
ムは口腔顔面痛とも類似点が多く，会期中には三叉神経系
疼痛処理の特異性に関するシンポジウムや一次性頭痛に関
する共同企画も開催された。
　後日オンデマンドは学会の運営する専用アプリにて 12
月 15 日から１か月間視聴可能とし，地方在住や子育て世
代の会員に好評であった。

２．学会活動について
　本学会は本邦歯科領域では唯一の疼痛専門学会であり，
痛みの発症メカニズムの研究，診断・マネージメントに関
する臨床研究，診療基盤の構築，教育活動を行っており，
関連医科や多職種との合同活動や国際学会との連携も非常
に活発である。会員のための資質向上セミナーも多数開催
し，COVID-19 感染拡大時もその活動を止めることなく，
早期からオンデマンドやオンライン形式で継続した。2021
年は，１月にオンデマンドで心理社会的因子と慢性疼痛に
関する「精神医学セミナー」を開催し，３月にはオンライ
ンで４学会による神経障害性疼痛関連歯科学会合同シンポ
ジウムを，７月はオンデマンドで口腔顔面痛ベーシックセ
ミナーを開催した。Web 上では多くの質疑応答やディスカ
ッションが交わされた。
　歯科の中での境界領域，また医科と歯科の境界領域を扱
う本学会では，今後も積極的に本邦の口腔顔面痛診療の質
の向上に取り組みたいと考えている。

本年度のトピックス

　国際口腔顔面痛分類第１版（国際疼痛学会）が本学会員
も参画して出版され，その翻訳を日本頭痛学会と連携し実
施した。その中で口腔顔面痛は，①歯と歯槽部および解剖
学的に関連する構造の障害によるもの，②筋筋膜性口腔顔
面痛，③顎関節痛，④脳神経の病変または疾患によるもの，
⑤一次性頭痛の症状に類似するもの，⑥特発性口腔顔面痛，
⑦心理社会要因によるもの，に分類された。今後，この新
たな分類に沿った臨床統計や研究が期待される。
　国際疼痛学会／日本疼痛学会／ファイザーによる「日本
における疼痛治療の抜本的改革を支援する教育プログラ
ム」に本学会の申請が採択され，慢性口腔顔面痛の学習管
理システムの開発を継続しているが，まもなくアプリが公
開予定である。多くの歯科医師，医療従事者に利用してい
ただき，口腔顔面痛の啓発に役立つ事を願っている。
　今般の COVID-19 感染拡大により注目されたテレビ電話
等を用いた遠隔診療は，投薬，運動療法やカウンセリング
による疼痛マネージメントに応用可能と考え，「歯科診療
における情報通信機器等を用いた診療についてのルール整
備に向けた研究」（厚生労働行政推進調査事業補助金）に
おいて，口腔顔面痛の遠隔診療の可能性に関する調査を実
施した。その結果，口腔顔面痛マネージメントにおける遠
隔診療の重要性が示された。
　また，医科において痛みに関する基礎・臨床研究を進め
ている７学会と共同で「日本痛み関連学会連合」を設立し，
連合設立シンポジウムを開催するとともに，痛みの新しい
概念である Nociplastic pain（痛覚変調性疼痛）の定義・翻
訳などを行った。

（文責：村岡　渡／総務担当常務理事）

一般社団法人　日本口腔顔面痛学会
　理事長　松香　芳三

《問い合わせ先・事務局》
〒 135-0033　東京都江東区深川 2-4-11
	 一ツ橋印刷株式会社
	 学会事務センター内
TEL：03-5620-1953　FAX：03-5620-1960
E-mail：jsop-service@onebridge.co.jp

［会員数］881 名（2021 年 12 月 20 日現在）
［設立年］2009 年（平成21年）
［�機関誌］和文誌「日本口腔顔面痛学会誌」年１回発行，

News Letter 年16回発行
［�認定医・専門医など］認定医174名，専門医105名，

指導医74名，認定研修施設39施設
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１．学術大会・総会の開催について
　第 14 回日本口腔検査学会総会・学術大会は 2021 年８月
21日〜 22 日の両日に柴　秀樹大会長（広島大学大学院医
系科学研究科歯髄生物学研究室　教授，広島大学病院　口
腔検査センター長）のもと，「次世代歯科医療の実現に向
けたチャレンジ～遺伝子検査の導入を探る～」をテーマに
Web開催された。理事長講演として福本雅彦先生により「な
ぜ歯科医療に検査が必要か？」，特別講演１として「遺伝
子検査」を演題とした川上秀史先生（広島大学原爆放射線
医科学研究所分子疫学研究分野　教授），特別講演２とし
て「口腔検査によるテロメア・マイクロ RNA 検査の未来」
を演題に田原栄俊先生（広島大学大学院医系科学研究科細
胞分子生物学研究室　教授）のご講演を賜った。シンポジ
ウムでは「口腔・顎顔面領域疾患への遺伝子学的検査導入
の展望について」をテーマに４名のシンポジストによりプ
レゼンテーションが行われた。今回は一般演題 26 題が発
表され，盛会のなか終了した。
⃝次年度の学術大会予定
　⃝第 15 回日本口腔検査学会学術大会
　⃝会　期：2022年11月12日〜 13日
　⃝会　場：神奈川県歯科医師会館
　⃝大会長：�武内博朗先生（（医）武内歯科医院理事長 , 日

本大学歯学部臨床教授）

２．学会活動について
　本学会は「歯科医療に検査を根付かせる。」を目的とし
て学会活動を行っている。この目的達成のため以下のよう
な活動を実施した。学術大会の開催に関しては前項参照し
ていただく。2021年３月に学会誌を発行し，会員への各種
検査の有用性を周知した。更に HP を全面リニューアルす
ることにより会員や社会への発信力の強化を図った。2021
年６月からは会員の資質向上のため，「歯科医療に検査を
活かすシリーズ研修」として 2021 年度末までに 11 回の講
習会の実施を予定している。「検査は医療従事者の共通言
語」であり歯科医療従事者は口腔領域のみならず全身的検
査項目に関しても幅広い知識を持ち，口腔と全身状態を連
動させる能力を身につけることは現代医療において不可欠
であると考える。本学会はこのような人材の育成に注力し
ていく。

本年度のトピックス

　近年の社会における DX（デジタルトランスフォーメー
ション）分野の発展成長は著しい。しかしながら歯科医
療において，その発展は十分にフィードバックされてい
るとは言えない。そこで，2022 年度の第 15 回学術大会に
おいて「全方位の臨床検査は歯科医療を変える。〜検査
における DX（デジタルトランスフォーメーション）に向
けて〜」をテーマに掲げたように歯科医療へのデジタル
技術の導入に力を注ぐ戦略を立案している。具体的には
口腔領域で使われている各種検査機器に，統一した通信
機能を搭載し，統一された検査方法で実施した検査結果
を電子カルテや開業歯科診療所のレセプトコンピュータ
ーで一元管理できるようにする。そのために本学会が各
検査機器メーカーや関連各所など産・官・学・民の調整
役を担うことで具現化を図る。このことにより患者検査
結果管理を容易にすること，各検査機器での測定結果デ
ータをレセコンなどに再入力する時間的な無駄および転
記ミスを防止できるなど大きなメリットがある。なによ
り最大の目的は，これらのビッグデータを活用すること
により口腔領域の環境の変化が全身に及ぼす影響を解析
することを可能にすることである。これにより糖尿病を
はじめとした口腔領域の状況と全身疾患が相互に密接に
関連していることが明らかにされてきている現代におい
て，口腔管理が国民の健康維持ひいては健康寿命の延伸
に大きく寄与することが可能であると考える。

（文責：福本　雅彦）

一般社団法人　日本口腔検査学会
　理事長　福本　雅彦

《問い合わせ先・事務局》
〒 277-0872　千葉県柏市十余二 155-17
	 株式会社ディーアソシエイツ内
TEL：050-1741-4075
E-mail：info@jsedp1.jp

［会員数］270 名（2022 年１月 19 日現在）
［設立年］2007 年（平成 19 年）
［�機関誌］「日本口腔検査学会雑誌」年１回
［�認定医・専門医など］認定医 46 名（2022年１月19 日

現在）

https://jsedp1.jp

https://jsedp1.jp
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１．学術大会・総会の開催について
　2021 年度第 31 回日本口腔内科学会学術大会は日本口腔
診断学会と合同で，外木守雄大会長（日本大学歯学部口腔
外科第１講座・教授）のもとに，「口腔医療最前線」とい
うテーマで開催した。開催形式は Web でのライブ配信な
らびにオンデマンド配信のハイブリッド，会期は 2021 年
９月９日～ 10 日とした。内容としては，特別講演：１演
題（塩見利明先生・広島大学），教育講演：３演題（櫻井 
滋先生：SMD/ 静眠堂メディカルデザイン・静眠堂スリー
プラボシステムズ，三須和泰様：カンロ株式会社，水沼直
樹先生：東京神楽坂法律事務所），シンポジウム：４企画・
計 12 演題，一般口演：35 演題，ポスター発表：57 演題で
あった。

２．学会活動について
　従前どおり，年１回の学術大会を前述のような内容で開
催した。本学会は，日本口腔診断学会，日本口腔検査学会，
日本臨床口腔病理学会などの関連学会との交流を目的とし
て積極的に合同で学術大会を開催しており，今年度は日本
口腔診断学会との合同開催となった。他学会との連携を深
めることにより，より活発で有意義な学術大会となっている。
　一方，和文誌である日本口腔内科学会雑誌は２回，英文
誌 で あ る Journal of Oral and Maxillofacial Surgery, 
Medicine, and Pathology（本学会は Oral Medicine のセク
ションを担当）は６回発行した。
　令和元年度に開始した専門医制度は，指導医：14 名，専
門医：９名，認定医：17 名，研修施設：６件の申請を受け
付けているが，コロナ禍の影響により認定医試験は延期し
ている状況である。
　特筆すべきこととしては，日本歯科薬物療法学会，日本
老年歯科医学会，日本口腔ケア学会との４学会合同で口腔
乾燥症の新分類案を作成しており，既にパブリックコメン
トを受けての修正を終え，現在は４学会による最終承認を
求めている状況である。

本年度のトピックス
　本年度のトピックスは，何よりも本学会が日本歯科医学
会の認定分科会に認定され，初めての活動報告の機会を与
えていただいたことである。口腔内科学という学問領域は，
口腔診断学，歯科放射線学，口腔病理学，臨床検査学，口
腔薬理学，口腔微生物学など，多くの領域にまたがってい
るが，口腔内科学が基本的には口腔粘膜疾患を主とする口
腔疾患を系統的に診断する診断学および治療学である点
で，他の学問領域とは明確に異なっている。また，口腔外

科学や歯科薬物療法学とも，治療学としての目的・方針お
よび対象となる疾患・病態が異なる。さらに，口腔内科学
で対象とする疾患は，前述のように口腔粘膜疾患が主であ
るが，ドライマウス，ウイルスや真菌による感染症，味覚
異常などの多彩な疾患を含む。それらの疾患の診断，病態
の理解，治療の際には全身状態の把握が必須であり，有病
者や周術期の口腔機能管理においても重要であることか
ら，医科に最も隣接した歯科領域とも言える。今後は，日
本歯科医学会の認定分科会として，歯科臨床，歯学研究，
歯学教育の全てにおいて，独自かつ重要な役割を担ってい
く所存である。
　また，密な情報交換や連携を通して学術活動の活性化を
図ることを目的として，今後も学術大会は他学会との合同
開催を積極的に行う方針としており，新たに日本歯科薬物
療法学会や日本口腔感染症学会等を加えた，コンソーシア
ム的な合同開催を検討している。この新たな学術大会の開
催形式により，学会会員にとってより有意義なものになり，
ひいては学術活動の活性化に繋がればと期待している。

（文責：中村　誠司）

一般社団法人　日本口腔内科学会
　理事長　中村　誠司

《問い合わせ先・事務局》
〒 135-0033　東京都江東区深川 2-4-11
TEL：03-5620-1953，FAX：03-5620-1960

［�会員数］総会員数：852 名（正会員 821 名，名誉会員
28 名，図書館会員３名，2021年10月１日現在）

［�設立年］1991年に口腔粘膜疾患研究会として設立さ
れ，1995年に日本口腔粘膜学会に，さらに 2011年に
現在の日本口腔内科学会に改称し，2014 年には一般
社団法人日本口腔内科学会に改組

［�機関誌］年２回学会雑誌を発行（J-STAGE 電子発行
同時）

［�認定医・専門医制度］2019 年 10 月１日より施行（現
時点で指導医：113 名，専門医：127 名，認定医：31 名，
研修施設：51 施設）

https://jsom.sakura.ne.jp/

https://jsom.sakura.ne.jp/
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　日本睡眠歯科学会は 2021 年４月日本歯科医学会認定分
科会に登録を認められた。本会は口腔と関連する睡眠障
害の研究と臨床を推進し治療に関わる歯科医師，医師，
デンタルスタッフの教育を進め，高度で専門的な睡眠歯
科医療を提供して，広く国民の健康増進と福祉に貢献す
ることを目的に2003年設立された。宜しくお願いします。

１．学術大会・総会の開催について
　現在まで，20回の学術集会，総会，各種セミナーを開
催し，2021年 11 月 26 日〜 28 日北九州国際会議場にて，
九州歯科大学の鱒見進一大会長のもと，第 20 回集会がハ
イブリッド開催された。

２．学会活動について
　本学会機関誌には，年４回刊行の『睡眠口腔医学』と
海外学会との連携誌である『Sleep and Breathing』がある。
また本学会は関連学会である医科系の日本睡眠学会，日
本睡眠検査学会と密接に連携し，日本睡眠学会で認定す
る「睡眠医療歯科専門医」に加え，本会独自の「睡眠歯
科学会認定医・指導医」の取得が可能である。

本年度のトピックス

　2022年11月 18 日〜 20 日沖縄県名護市万国津梁館で沖
縄県歯科医師会，北部歯科医師会の後援を得て第 21 回集
会を開催予定である）。特別講演には，首里城再建委員会
委員長で再建の先頭に立っている琉球大学名誉教授　文
学博士　高倉倉吉先生をお願いしている。また，市民公
開講座，子供を対象とした『子供睡眠歯科学会』を開催し，
多くの市民に睡眠歯科医療を知ってもらう機会を作る。
多くの参加をお待ちしている。

（文責：外木　守雄）

特定非営利活動法人　日本睡眠歯科学会
　理事長　外木　守雄

《問い合わせ先・事務局》
〒 135-0033　東京都江東区深川 2-4-11
	 一ツ橋印刷株式会社
	 学会事務センター内
TEL：03-5620-1953，FAX：03-5620-1960

［会員数］867 名（2022 年１月６日現在）
［�機関誌］和文誌「睡眠口腔医学」年３回，抄録号１

回発行，関連英文誌「Sleep and Breathing」
［�認定医］91 名（2021年11月現在）
［�指導医］64 名（2021年11月現在）

https://jadsm.jp/index.html

https://jadsm.jp/index.html
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令和４年度日本歯科医学会専門分科会総会一覧表 （令和４年１月現在）
専門分科会名 総会（学会） 開催期間 ･ 場所 責任者 連絡先 ･ 電話

歯科基礎医学会 第 64 回学術大会 ･ 総会 ９月 17 日（土）~19 日（月）
徳島大学蔵本キャンパス

徳島大学大学院医歯薬学研究部
口腔顎顔面形態学分野
馬場　麻人　教授

（一財）口腔保健協会 コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873
e-mail：jaob63@kokuhoken.jp

日本歯科保存学会

2022 年度春季学術大会
（第 156 回）

６月 16 日（木）〜 29 日（水）
Web 開催

奥羽大学歯学部歯内療法学
木村　裕一　教授

（一財）口腔保健協会 コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873

2022 年度秋季学術大会
（第 157 回）

11月10 日（木）
・11 月 11 日（金）

岡山コンベンションセンター
岡山大学大学院歯周病態学
高柴　正悟　教授

株式会社日本旅行　大阪法人営業統括部　
MICE 営業部　岡山
TEL：086-225-9281 ／ FAX：086-225-9305

日本補綴歯科学会 第 131 回学術大会 7 月 15 日（金）〜 17 日（日）
未定

岡山大学大学院歯周病態学岡山大学大学院
窪木　拓男　教授 未定

日本口腔外科学会 第 67 回総会・学術大会 11 月４日（金）〜６日（日）
幕張メッセ

日本大学歯学部口腔外科学第Ⅰ講座
外木　守雄　教授

㈱日本旅行　東日本法人支店
TEL：03-6892-5104 ／ FAX：03-6892-1830
E-mail：jsoms2022@nta.co.jp

日本矯正歯科学会 第 81 回学術大会 10 月５日（水）〜７日（金）
大阪国際会議場

大阪歯科大学歯科矯正学講座
松本　尚之　教授

第 81 回日本矯正歯科学会学術大会運営事務局
TEL：03-5549-6913 ／ FAX：03-5549-3201
E-mail：jos-meeting@intergroup.co.jp

日本口腔衛生学会 第 71 回総会 ５月 13 日（金）~15 日（日）
Web 開催

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
予防歯科学分野
於保　孝彦　教授

（一財）口腔保健協会　コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873
E-mail：jsoh69@kokuhoken.jp

日本歯科理工学会

第 79 回学術講演会
（春期）

５月 21 日（土）・22 日（日）
いわて県民情報交流センター
アイーナ

岩手医科大学歯学部医療工学講座
武本　真治　教授

（一財）口腔保健協会　コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873

国際歯科材料会議
2022/IDMC2022
第 80 回学術講演会併催

11 月４日（金）・５日（土）
Chang Yung-Fa Foundation 
International Convention 
Center, Taipei, Taiwan

未定 （一財）口腔保健協会　コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873

日本歯科放射線学会 第 62 回学術大会・
第 18 回定例総会

６月３日（金）・４日（土）
Web 開催

朝日大学歯学部
勝又　明敏　教授

日本歯科放射線学会事務局
TEL：03-5620-1953 ／ FAX：03-5620-1960
E-mail：jsomr@onebridge.co.jp

日本小児歯科学会 第 60 回大会 ５月 19 日（木）・20 日（金）
幕張メッセ国際会議場

日本大学歯学部小児歯科学講座
白川　哲夫　教授

（一財）口腔保健協会　コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873
E-mail：jspd60@kokuhoken.jp

日本歯周病学会

第 65 回春季学術大会 ６月３日（金）・４日（土）
京王プラザホテル

日本大学歯学部保存学教室歯周病学講座
佐藤　秀一　教授

㈱日本旅行 大阪法人営業統括部 MICE 営業部
TEL：06-4256-3869 ／ FAX：06-6204-1763
E-mail：jsps65@nta.co.jp

第 65 回秋季学術大会 ９月２日（金）・３日（土）
仙台国際センター

東北大学大学院歯学研究科歯内歯周治療学分野
山田　　聡　教授

㈱日本旅行 大阪法人営業統括部 MICE 営業部
TEL：06-4256-3869 ／ FAX：06-6204-1763
E-mail：jspf65@nta.co.jp

日本歯科麻酔学会 第 50 回総会 ･ 学術集会 10 月 27 日（木）〜 29 日（土）
昭和大学上條記念館

昭和大学歯学部全身管理歯科学講座
歯科麻酔科学部門
飯島　毅彦　教授

㈱ピーシーオーワークス
TEL：03-3291-3636 ／ FAX：03-3291-3635
E-mail：jdsa50@pcoworks.jp

日本歯科医史学会 第 50 回総会 ･ 学術大会 10 月１日（土）
東京ガーデンパレス

日本歯科医史学会
高山　直秀　先生

日本歯科医史学会事務局
TEL：047-360-9440 ／ FAX：047-360-9439
e-mail：jsdh1967@gmail.com

日本歯科医療管理学会 第 63 回総会・学術大会
６月 18 日（土）・19 日（日）
いわて県民情報交流センター
アイーナ

岩手医科大学 口腔医学講座予防歯科学分野
岸　　光男　教授

㈲ヤマダプランニング
TEL：019-635-6011 ／ FAX：019-635-6033
E-mail：jsdpa63@yamada-plammomg.co.jp

日本歯科薬物療法学会 第 42 回総会 ･ 学術大会 10 月１日（土）・２日（日）
鹿児島大学稲盛会館

鹿児島大学歯学部
上川　善昭　准教授 未定

日本障害者歯科学会 第39回総会および
学術大会

11 月４日（金）〜６日（日）
倉敷アイビースクエア・
倉敷市民会館

岡山大学病院
江草　正彦　教授

株式会社 JTB コミュニケーションデザイン
TEL：092-751-3244 ／ FAX：092-751-3250
E-mail：jsdh39@jtbcom.co.jp

日本老年歯科医学会 第 33 回学術大会
６月 10 日（金）〜 12 日（日）
りゅーとぴあ
新潟市民芸術文化会館

新潟大学大学院医歯学総合研究科
包括歯科補綴学分野
小野　高裕　教授

㈱シンセンメディカルコミュニケーションズ
TEL：025-278-7232 ／ FAX：025-278-7285
Email:33jsg@shinsen-mc.co.jp

日本歯科医学教育学会 第 41 回学術大会
７月 23 日（土）

〜８月 20 日（土）
Web 開催

日本歯科大学
藤井　一維　学長

㈱シンセンメディカルコミュニケーションズ
TEL：025-278-7232 ／ FAX：025-278-7285
Email：jdea41@shinsen-mc.co.jp

日本口腔インプラント学会 第 52 回学術大会 ９月 23 日（金）〜 25 日（日）
名古屋国際会議場

愛知学院大学歯学部高齢者・
在宅歯科医療学講座　口腔インプラント科
村上　　弘　教授

㈱コングレ中部支社内
TEL：052-950-3430 ／ FAX：052-950-3370
e-mail：jsoi52@congre.co.jp

日本顎関節学会 第 35 回総会 ･ 学術大会 ７月２日（土）・３日（日）
札幌市教育文化会館

北海道大学大学院歯学研究院
口腔機能学分野冠橋義歯補綴学教室
山口　泰彦　教授

㈱コンベンションワークス内
TEL：011-827-7799 ／ FAX：011-827-7769
E-mail：jstj35@c-work.co.jp

日本臨床口腔病理学会 第 33 回総会 ･ 学術大会 ９月 22 日（木）〜 24 日（土）
札幌市教育文化会館

北海道医療大学歯学部生体機能・病態学系
臨床口腔病理学分野
安彦　善裕　教授

北海道医療大学歯学部臨床口腔病理学
TEL：046-822-9537 ／ FAX：046-822-9537
e-mail：jsop-info@sksp.co.jp

日本接着歯学会
第 41 回学術大会・
国際接着歯学会

（IAD2022@sapporo）
６月３日（金）〜５日（日）
北海道大学学術交流会館

第 41 回日本接着歯学会学術大会大会長
朝日大学歯学部口腔機能修復学講座
歯科保存学分野歯冠修復学
二階堂　徹　教授

（一財）口腔保健協会 コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873
e-mail：iad.jsad41@kokuhoken.jp国際接着歯学会（IAD2022@Sapporo）大会長

北海道大学大学院歯学研究歯科保存学教室
佐野　英彦　教授

日本歯内療法学会 第 43 回学術大会 ７月９日（土）・10 日（日）
札幌グランドホテル

坂東歯科医院
坂東　　信　先生

（一財）口腔保健協会 コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873
e-mail：jea43@kokuhoken.jp

日本レーザー歯学会 第 34 回総会 ･ 学術大会
11 月 26 日（土）・27 日（日）
東京医科歯科大学
M&Dタワー２階

東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科
歯周病学分野 歯周光線治療学担当
青木　　章　教授

（一財）口腔保健協会　コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873
E-mail：jsld34@kokuhoken.jp

日本スポーツ歯科医学会 第 33 回総会・学術大会 12 月３日（土）・４日（日）
銀座ブロッサム中央会館

東京歯科大学口腔健康科学講座
スポーツ歯学研究室
武田　友孝　教授

（一財）口腔保健協会　コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873

日本有病者歯科医療学会 第 31 回記念学術大会 ４月29日（金）〜5月１日（日）
沖縄コンベンションセンター

日本歯科大学生命歯学部歯科麻酔学講座
砂田　勝久　教授

沖縄 MICE サービス
（株式会社アカネクリエーション内）
TEL：098-862-8280 ／ FAX：098-862-8891
e-mail：jsdmcp31@akane-ad.co.jp
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令和４年度日本歯科医学会認定分科会総会一覧表 （令和４年１月現在）

認定分科会名 総会（学会） 開催期間 ･ 場所 責任者 連絡先 ･ 電話

日本口腔感染症学会 第 31 回総会・学術大会
10 月 22 日（土）・23 日（日）
名古屋市立大学
桜山キャンパス

名古屋市立大学大学院医学研究科
生体機能・構造医学専攻感覚器・形成医学講座
口腔外科学分野
渋谷　恭之　教授

名古屋市立大学病院歯科口腔外科学講座
TEL：052-858-7549 ／ FAX：052-851-5511

日本歯科心身医学会 第 37 回総会・学術大会 ６月 25 日（土）・26 日（日）
ソニックシティ市民ホール

自治医科大学附属さいたま医療センター
小佐野　仁志　先生

自治医科大学附属さいたま医療センター
TEL：048-647-2111（代表）

日本臨床歯周病学会 40 周年記念大会 ･ 総会 ７月 30 日（土）・31 日（日）
パシフィコ横浜

清水歯科クリニック
清水　宏康　先生

株式会社インターベント内
TEL：03-3527-3890 ／ FAX：03-3527-3889
E-mail：jacp40th@intervent.co.jp

日本歯科審美学会 第 33 回学術大会 ･ 総会
10 月 15 日（土）・16 日（日）
りゅーとぴあ
新潟市民芸術文化会館

日本歯科大学新潟生命歯学部
歯科保存学第２講座
新海　航一　教授

㈱シンセンメディカルコミュニケーションズ
TEL：025-278-7232 ／ FAX：025-278-7285
E-mail：jaed33@shinsen-mc.co.jp

日本顎口腔機能学会 第 67 回学術大会 ５月 28 日（土）・29 日（日）
松本歯科大学学生ホール（仮）

松本歯科大学総合歯科医学研究所
顎口腔機能制御学部門
増田　裕次　教授

松本歯科大学歯学部 地域連携歯科学講座内
TEL：0263-51-2116 ／ FAX：0263-51-2115
E-mail：jssf67th@yahoo.co.jp

日本歯科東洋医学会 第 40 回学術大会 ･ 総会 10 月 22 日（土）・23 日（日）
昭和大学上條記念館

昭和大学医学部生理学講座生体制御学部門
砂川　正隆　教授

（一財）口腔保健協会　コンベンション事業部
TEL：03-3947-8761 ／ FAX：03-3947-8873

日本顎変形症学会 第 32 回総会・学術大会
６月９日（木）・10 日（金）
朱鷺メッセ
新潟コンベンションセンター

新潟大学大学院医歯学総合研究科
顎顔面再建学講座　組織再建口腔外科学分野 
小林　正治　教授

㈱シンセンメディカルコミュニケーションズ
TEL：025-278-7232 ／ FAX：025-278-7285
E-mail：jsjd2022@shinsen-mc.co.jp

日本顎顔面補綴学会 第 39 回総会・学術大会 ６月 23 日（木）～ 25 日（土）
ニューウェルシティ宮崎

宮崎大学医学部感覚運動医学講座
顎顔面口腔外科学分野
山下　善弘　教授

アンプロデュース株式会社
TEL：092-401-5755 ／ FAX：050-3488-2692
E-mail：info@jamp39.jp

日本顎咬合学会 第 40 回学術大会・総会 ６月 18 日（土）・19 日（日）
東京国際フォーラム

日本顎咬合学会
黒岩　昭弘　理事長

日本顎咬合学会学術大会事務局
TEL：03-3261-0474 ／ FAX：03-6675-9539
E-mail：gakujutsu@ago.ac

日本磁気歯科学会 第 32 回総会・学術大会
11 月４日（金）・５日（土）
ガトーキングダムサッポロ

（予定）

北海道医療大学高齢者・有病者歯科学分野
會田　英紀　教授 未定

日本小児口腔外科学会 第 34 回総会・学術大会
10 月 21 日（金）・22 日（土）
国際医療福祉大学
東京赤坂キャンパス

国際医療福祉大学三田病院歯科口腔外科
矢郷　　香　教授

第 34 回総会・学術大会運営事務局
㈱学術社内
TEL：03-5924-1233 ／ FAX：03-5924-4388
E-mail：jspoms34@gakujyutsusha.co.jp

日本顎顔面インプラント
学会 第 26 回総会・学術大会 11 月 26 日（土）・27 日（日）

東京医科大学病院
東京医科大学口腔外科学分野
近津　大地　教授

㈱ JTB　茨城南支店
TEL：029-860-2872 ／ FAX：029-854-1664
mail：mice-tsukuba@jtb.com

日本外傷歯学会 第 22 回総会・学術大会 ７月 16 日（土）・17 日（日）
神奈川県歯科医師会館

神奈川リハビリテーション病院歯科口腔外科
河合　毅師　先生

関内馬車道デンタルオフィス
TEL：045-299-0488 ／ FAX：045-299-0488
mail：kbdental2016@gmail.com

日本口腔診断学会 第 35 回総会・学術大会 ９月 23 日（金）・24 日（土）
札幌市教育文化会館

北海道医療大学歯学部顎顔面口腔外科分野
永易　裕樹　教授

株式会社 MONS
TEL：011-824-8805 ／ FAX：011-826-4556
E-mail：convention@mons-sapporo.co.jp

日本口腔腫瘍学会 第 41 回総会・学術大会
2023 年
１月 26 日（木）・27 日（金）
岡山コンベンションセンター

岡山大学学術研究院医歯薬学域
口腔病理学分野
長塚　　仁　教授

株式会社キョードープラス
TEL：086-250-7681 ／ FAX：086-250-7682
E-mail：jsoo41@kwcs.jp

日 本 口 腔 リ ハ ビ リ テ ー
ション学会 第 36 回学術大会 11 月 19 日（土）・20 日（日）

北海道大学　学術交流会館
北海道大学大学院歯学研究院高齢者歯科学教室
山崎　裕　教授

北海道大学大学院歯学研究院
高齢者歯科学教室
TEL：011-706-4582 ／ FAX：011-706-4582
E-mail：jaor36@den.hokudai.ac.jp

日本口腔顔面痛学会 第 27 回総会・学術大会
10 月９日（日）・10 日（月・祝）
日本大学松戸歯学部
キャンパス（調整中）

日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座
大久保　昌和　専任講師

日本大学松戸歯学部有床義歯補綴学講座
TEL：047-368-6111（代表）
FAX：047-364-6295

日本口腔検査学会 第 15 回総会・学術大会 11 月 12 日（土）・13 日（日）
神奈川県歯科医師会館

日本大学歯学部
武内　博朗　臨床教授

日本大学松戸歯学部有病者歯科検査医学講座
TEL：047-360-9465 ／ FAX：047-361-2712
E-mail：fukatsu.akira@nihon-u.ac.jp
担当：深津　晶

日本口腔内科学会 第 32 回総会・学術大会 ９月 23 日（金）・24 日（土）
札幌市教育文化会館

北海道医療大学歯学部生体機能・病態学系
臨床口腔病理学分野
安彦　善裕　教授

株式会社 MONS
TEL：011-824-8805 ／ FAX：011-826-4556
E-mail：convention@mons-sapporo.co.jp

日本睡眠歯科学会 第 21 回総会・学術大会 11 月 18 日（金）～ 20 日（日）
万国津梁館

日本大学歯学部口腔外科学第１講座
外木　守雄　教授

㈱日本旅行
TEL：03-6892-5104 ／ FAX：03-6892-1830
E-mail：jadsm2022@nta.co.jp
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関連団体報告

１．第25期歯学委員会および３分科会について
　日本学術会議は，政策提言，国際的な活動，科学者間ネ
ットワークの構築，科学の役割啓発などを目的として，内
閣府所轄の下，政府から独立して職務を行う「特別の機関」
である。歯学委員会は常置の分野別委員会の一つである。
　2020 年 10 月１日に日本学術会議 25 期（３年間）がスタ
ートしている。今期は会員任命見送りの問題が生じ，マス
コミ等で取り上げられ，日本学術会議が広く国民に知られ
るものとなった同時に，多くの改革が進められている。
　歯学委員会（市川哲雄委員長）のもと基礎系歯学分科会

（西村理行委員長），病態系歯学分科会（村上伸也委員長），
臨床系歯学分科会（市川哲雄委員長）の３分科会が設置さ
れている。歯学領域の委員は，二部会員の西村理行，村上
伸也，市川哲雄の３名，連携会員 26 名，および３部の会
員として任命された塙隆夫で構成されている。

２．学会活動について
⃝報告／提言の作成
　現在２つの報告／提言を作成中である。
　１つは，2013 年に発出した報告「我が国における歯科医
学の現状と国際比較 2013」後の歯学領域の学術の進歩につ
いて，「歯学・口腔科学分野の課題と展望（仮題）」として
まとめるものである。他学術領域，行政，社会に対して歯学・
口腔科学の意義と重要性を広く認識，理解を促すことが期
待されると共に，日本学術会議第 25 期に募集が想定され
ている学術計画作成にあたっては，その重要な根拠資料と
なる。
　もう１つは，日本歯科医学会及び所属の分科会の協力を
得て，「新型コロナ感染症およびコロナ禍における口腔に関
連した諸問題とその対応」をまとめる予定である。
⃝公開シンポジウム・講演会の開催
　◦�歯と口と健康のための体制作り：歯学における学術活

動および国民への周知活動の方向性。2020 年 11 月 30
日 17：00 〜 18：45。日本学術会議歯学委員会・臨床
系歯学分科会，Web 開催。

　◦�新型コロナウイルス感染症対策の現状と今後　―歯科
からの発信―。2021年６月29日17：00〜19：30。日本学
術会議歯学委員会，臨床系歯学分科会，Web 講演会。

　◦�進化・発生・メカニカルストレスから探る顎顔面形成・
維持機構最先端。2021 年 11 月５日 10：30 〜 12：30。
日本学術会議歯学委員会・臨床系歯学分科会，Web開催。

　◦�歯学分野におけるジェンダー ･ ダイバーシティ〜課題
と展望について〜。2022 年１月13日17：00〜19：00。
日本学術会議歯学委員会，病態系歯学分科会，第二部
生命科学ジェンダー・ダイバシティー分科会，Web開催。

本年度のトピックス
　日本学術会議は，任命見送りに端を発して，以下の５項
目，①国際活動の強化，②日本学術会議の意思の表出と科
学的助言機能の強化，③対話を通じた情報発信力の強化，
④会員選考プロセスの透明性の向上，⑤事務局機能の強化
について改革を進めている。
　③については，学協会，とくに各領域の学会連合体との
連携強化が求められている。すでに多くの学会は，日本学
術会議の協力学術研究団体として登録されている。歯学領
域の学会連合体としては，日本歯学系学会協議会は協力学
術研究団体として登録されているが，日本歯科医学会連合
は未登録のままであった。今回，会員見送りに際して，日
本医学会連合，日本歯科医学会連合，日本薬学会，日本看
護系学会協議会の４団体には共同声明を出していただき，
その後日本歯科医学会連合は協力学術研究団体として登録
いただいた。
　ジェンダー ･ ダイバーシティは，国を挙げての大きな課
題である。歯学領域において，女性教員の上位職登用は，
学生比率から見ても非常に低い。これは情報共有すべき事
項と考え，歯学委員会と日本歯科医学会連合とで 2022 年
１月に歯科領域全体で初めてのこの問題を取り上げるシン
ポジウムを行った。
　歯学領域については，自らの領域だけで完結してしまう
ことが多く，他領域への発信力は低い。今回，カーボンニ
ュートラルに関する連絡会議，パンデミックと社会に関す
る連絡会議，脱タバコ社会の実現分科会，第二部生命科学
ジェンダー ･ ダイバーシティ分科会，老化分科会などに委
員を送っており，日本学術会議という国の機関で歯学・口
腔科学の意義と重要性を広く認識，理解を求めていきたい
と考えている。新型コロナ感染症についても，PCR検査や
ワクチン接種への協力，歯科治療におけるクラスターの発
生報告が見られなかったことなどの歯科の貢献は他領域へ
発信すべきことであると考えている。現在作成中の２つの
報告／提言の作成を含め，引き続き日本歯科医学会および
所属分科会のご支援，ご協力をお願いする次第である。

（文責：市川　哲雄）

日本学術会議・歯学委員会
　委員長　市川　哲雄

《問い合わせ先・事務局》
〒 106-8555　東京都港区六本木 7-22-34
TEL：03-3403-3793，FAX：03-3403-6224

［�会員数］204 名，連携会員約 1,900 名（2020年11月18日
現在）

［設立年］1949 年（昭和 24 年），内閣府
［�機関誌］日本学術会議ニュース・メールなどの電子情

報発信，地区会議ニュースなど

http://www.scj.go.jp/

http://www.scj.go.jp/
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１．学術大会・総会の開催について
　第 69 回国際歯科研究学科日本部会（JADR）総会・学術
大会（大会長，西村英紀 九州大学教授）を 10 月 24日〜 25
日の２日間にわたり，対面とオンラインのハイブリッド形
式にて開催した。特別講演とシンポジウムに加え，海外か
らの演題を含むポスター演題数は 79 題であった。学術大
会では清野　宏 教授（東京大学医科学研究所粘膜免疫学部
門）による特別講演，IADR 会長の Dr. Eric Reynolds によ
る祝辞，KADR 会長の Dr. Kung-Rock Kwon による祝辞お
よび特別講演，ならびに４つのシンポジウムが行われた。
シ ン ポ ジ ウ ム の テ ー マ は「Japan-Originated Next 
Generation Biomedical Materials」，「Current progress of 
Stem Cell Biology and Regenerative Medicine in Dental 
Science」，「Regenerative medicine/Dentistry」（日韓合同
シンポジウム），および「Periodontal Medicine」（若手シン
ポジウム）であった。

２．学会活動について
　米国に次ぐ世界第２位の規模の部会として，IADR の各
種委員会に JADR から 15 名の委員を送り，IADR 全体の
運営に積極的に関わるとともに，活発な情報発信を通して，
世界及びアジア太平洋地区における日本のプレゼンスの向
上に努めている。さらに，IADR-Asia Pacific Region（APR）
では，2021 年は JADR の会長が President を務め，若手研
究者の発表と討論を行う IADR APR Young Researchers 
Forum が，１月 21 日（Korean Division 主催）および８月
16 日（Chinese Division 主催）に，オンラインで開催された。
APR の各 Division/Section より１名の発表者と２名のパネ
リストを迎え，いずれも約３時間にわたり活発な討論がな
された。本活動は今後も約３ヵ月に１回の頻度で定期的に
開催する予定となっている。また，2022 年には，本 forum
に加えて，准教授以上の演者による IADR APR Senior 
Researches Forum も新たに開催することになり，初回は
IADR-Pan European Region（PER）との合同で開催する予
定で鋭意準備を進めている。

本年度のトピックス
　2021 IADR General Session & Exhibition は 100% virtual 
での開催となった。世界各国から会員が集まることは不可
能な状況であったためにやむを得ない対応であったが，国
際会議では時差の問題もあって出席するのが大変であっ
た。例えば，Council Meeting は日本時間で朝の５時から，
ある Committee Meeting は夜中の０時からの開催など，多
くの会議が集中した頃は少々寝不足にならざるをえなかっ

た。一方，Web を駆使した 100% virtual な大会の運営は素
晴らしく，その後も，ほぼ毎日のように IADR Member 
Discussion Forum の案内が届いている。現時点では Web
を活用した会議を積極的に開催して，何とか学会活動を維
持するしかない状況である。
　また，昨年より，IADR- Asia Pacific Region（APR）では，
Web の Board Meeting を頻繁に開催して交流を深めてお
り，Young Researchers Forum（YRF）の定期的な Web
開催を始め，今年は Korean division の担当で１月 21 日に
第３回を，Chinese division の担当で８月 16 日に第４回を
開催した。テーマは，第３回は「Tissue Engineering and 
Regenerative/Restorative Dentistry」，第４回は「Craniofacial 
development and associated diseases」とし，JADR からは
それぞれ新部邦透先生（東北大学）と小川卓也先生（東京
医科歯科大学）に発表していただいた。いずれも素晴らし
い発表と活発な質疑応答がなされ，大変有意義な会であっ
た。さらに，その勢いを駆って，来年度には Senior Researchers 
Forum（SRF）の定期開催を開始するべく企画している。
このように，コロナ禍の副産物ではあるものの，Web 開
催の会議などが開催できるようになり，IADR-APR の活
発な交流が始まった。今後は，全ての会員が参加できるよ
うな規模へ拡大するよう考えているところである。IADR-
APR の活性化はもちろんのこと，その中で JADR のプレ
ゼンスを存分に発揮し，ひいては世界に向けて JADR のプ
レゼンスを示すことができればと期待している。

（文責：中村　誠司）

国際歯科研究学会日本部会（JADR）
会長　中村　誠司

《問い合わせ先・事務局》
〒 612-8082　京都市伏見区両替町 2-348-302
	 国際歯科研究学会日本部会（JADR）
	 事務局
TEL：075-468-8772，FAX：075-468-8773

［会員数］981 名（2021 年 10 月 20 日現在）
［設立年］1954 年（昭和 29 年）11 月 16 日
［�機関誌］「JADR ニューズレター」年２回，「Mail 

News」を年４回発行

http://jadr.umin.jp/

http://jadr.umin.jp/
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SCRP令和4年度

日本代表選抜大会

スチューデント・クリニシャン・リサーチ・プログラム（SCRP）は、
歯科学生によるグローバルな研究発表大会です。

スチューデント・クリニシャン・リサーチ・プログラム
公益社団法人 日本歯科医師会

大学代表学生 募集案内

歯科学生時代の貴重な経験である研究発表は、研究発表抄録集に
掲載して日本歯科医師会ホームページ上で公開し、大会の記録として
残します。

日本代表選抜大会の優勝者は、2023年 3月に予定されている国際
歯科研究学会米国部会（AADOCR）主催による学術大会（米国・オレゴン州
ポートランド市）に日本代表として招待され、発表する機会を得られます。

全国からの代表学生と研究発表を競い合いながら、各国代表並びに
一流の歯学研究者との交流を通じて、将来の可能性を更に広げていく
大きな経験を掴むことができます。

研究活動を行う充実感と大学代表としての名誉に満ち溢れた日本代表
選抜大会にぜひチャレンジしてください。

審査日

　　お問い合わせ先　　●各大学 教務課／学生課
●（公社）日本歯科医師会 事業部学術課・日本歯科医学会事務局
TEL： 03-3262-9212　　Email：scrp@jda.or.jp

一次審査書類等提出締切日：2022年7月1日（金）
一次審査：2022年7月中旬

書類（研究発表抄録等）およびビデオ審査
二次審査：2022年8月26日（金）

オンライン発表または対面発表・質疑応答（一次審査通過者のみ）
※新型コロナウイルス感染症の状況を考慮し、開催形式（審査方法）が「手引き」から変更になる場合がありますので、ご了承ください。

・詳細に関しては、令和 4年度SCRP手引き
もしくは本会ホームページをご覧下さい。
URL：https://www.jda.or.jp/dentist/scrp/

5月9日㈪2022年

参加登録締切日

詳細については，日本歯科医師会ホームページ（www.jda.or.jp/dentist/scrp/）をご参照下さい。

https://www.jda.or.jp/dentist/scrp/
http://www.jda.or.jp/dentist/scrp/
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編 集 後 記

▶新型コロナウイルス感染拡大により強いられてきた不便な生活も，気が付けば２年になりなんとしています。この間，
我が国は緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置の発出を幾度となく繰り返し，今や感染力が強いとされるオミクロン株に翻
弄されています。とはいえ，ワクチン接種率の増加，特に３回目の接種の開始，新薬の開発など，散々恨めしく思ってき
たウイルスとの共存も達成できるのではないかとの期待も高まりつつあるように思います。
▶ウイルス発祥地である中国では，ゼロコロナというスローガンのもと，わずかな感染者の存在も許さないとしており，
さぞかし住民の不満も募っているのではなかろうかと拝察しております。冬季オリンピック開催を目前に控え，コロナに
対して厳しい姿勢を見せなければならないという事情は理解できますが，「そもそも発生元はどこでしたっけ？」と改めて
問いたくなるのは私だけでしょうか？
▶さて，2021年９月 23日（木）から３日間，第 24回日本歯科医学会学術大会がオンライン開催されました。今やすっか
りおなじみとなったオンデマンド開催は９月26日（日）からの約１か月間でした。「逆転の発想　歯科界2040年への挑戦」
というメインテーマのもと，なんと９つのチャンネルを同時に配信するという離れ業でした。演題は556に上り，参加者は
２万人を超えました。数字だけを見ても，これは大成功だったことを雄弁に物語っていると思います。特に歯科学生の参
加がこれまでに比較して格段に多かったという事実は驚くべきことで，コロナがどう影響したのかを考察する必要はある
にせよ，「こうしてみるとコロナも悪くないのかな？」などと不謹慎にも考えてしまいます。
▶最近，持続可能な開発目標SDGsという言葉をよく耳にするようになりました。これは，環境破壊や貧困，飢餓などの
世界が直面する問題にみんなで協力して取り組み，これを解決していこうという 17の目標のことです。これまでに日本歯
科医学会では，健康長寿の延伸に向けた「2040年への歯科イノベーションロードマップ」について討議し，これを決定し
てきました。これにより示されたそれぞれの目標は，SDGsの方向性に合致したものでなくてはならないはずです。こう
した情勢下で開催された第24回の学術大会を，運営に携わられた先生方に振り返っていただき，「第24回日本歯科医学会
学会術大会からみえてきたこれからの歯科界」，そして「歯科界をさらなる高みへ」というテーマでご議論いただきました。
「歯科が日本を救う」という逆転の発想を如何にしたら具現化しうるのか。本号掲載の特集を是非お読みいただき，読者の
皆様に共にお考えいただくためのヒントとなることを期待しております。
▶またプロジェクト研究では，「人生100年時代を見据えた歯科治療指針に関する研究」および「オンラインシステム等を
用いた新規診断法の確立」として，まさにSDGsの方向性に沿った研究成果が掲載されています。合わせてお読みいただ
きたいと思います。
▶新年は，鹿児島錦江湾に浮かぶ桜島から昇るご来光と共に迎えました。初日の出と向き合いながら，これまでに幾度と
なく危機を乗り越えてきた人類の偉大さを改めて思いました。如何にコロナが猛威をふるおうとも，やがて季節は廻り，
咲き乱れる花々に人々の心が温められることでしょう。そんな穏やかな日常が訪れることを心から願っています。
▶本号の出版にあたりご尽力賜りました，日本歯科医学会事務局ならびに一世出版の皆様に，心からの感謝を申し上げます。

（浅野　正岳）

⃝表紙イラストコンセプト⃝———————————————————————————————————————————

41
MARCH 
2022

JOURNAL OF THE JAPANESE ASSOCIATION FOR DENTAL SCIENCE

特別企画・座談会

第24回日本歯科医学会学術大会から
みえてきたこれからの歯科界

第24回
日本歯科医学会学術大会 
報告

C M Y K

V
O
L
.
4
1
 
M
A
R
C
H
 
2
0
2
2

座談会「第24回日本歯科医学会学術大会からみえてきた
     これからの歯科界」 

    . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  住友雅人，松村英雄，小林隆太郎，松野智宣，大久保力廣

■平成31年度（令和元年度）採択プロジェクト研究
A． 人生100年時代を見据えた歯科治療指針に関する研究

    . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .   平野浩彦

B． オンラインシステム等を用いた新規診断法の確立
    . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .   藤澤政紀

特 別 企 画

学 術 研 究

C O N T E N T S

JJADS
日歯医学会誌
ISSN 0286-164X

オンラインフルカラー版

h t t p s : / / w w w . j a d s . j p /
読者アンケートはこちらから

これからの歯科界が明るく，未来への期待を示すようなさまを，
爽やかな色合いと軽やかな動きのある形で表現しました。

編集委員会委員（Editorial Board）————————————————————————————————
委員長（Chief）；松野智宣（Tomonori MATSUNO）
副委員長（Sub-Chief）；大久保力廣（Chikahiro OHKUBO）
委員（Editor）；浅野正岳（Masatake ASANO），服部雅之（Masayuki HATTORI），冨士谷盛興（Morioki FUJITANI）
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